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ま え が き 
 
この学生生活調査は、大阪大学の学生の学習・研究環境を充実させるための資料とし

て、学部学生および大学院学生の経済状態・生活環境・健康状態・修学状況・課外活動・

就職活動等を中心に、学生生活の実態や意識・要望を把握するために実施してきたもの

で、本年度で２３回を数えます。ほぼ４年毎に実施しており、学生が置かれている状況

およびその変化を知る上で極めて重要な情報が得られます。 
調査にあたっては、大阪大学学生生活委員会の中に学生生活調査専門委員会を設け、

調査項目と方法について十分検討を行いました。そして、調査を実施し、結果を分析し

て報告書を作成しました。 
調査項目は、学生の置かれている状況や考え方の変化を知るため、前回までの項目を

ほぼ踏襲していますが、回答率を上げるために項目を精選して数を減らし回答者の負担

を軽減しました。そして、調査は、全ての学部・大学院に在籍する学生（留学生を含む）

を対象に、前回と同様にインターネット上でのアンケート調査で行いました。その結果、

回収率は前回よりも向上し、学部学生１５,５３４人の１５.２％、大学院学生７,８９１人

の１６.５％から回答を得ることができました。特に大学院学生の回収率がよくなったこ

とより、今回の調査結果は、学部・大学院の学生全体の意見をかなり反映したものにな

っていると思います。 
アンケートの集計・分析は委員の先生方と事務方の大変熱心な作業のおかげで無事終了

し、取りまとめることができました。大阪大学の全部局に配布しますので、関係各位には、

本学おける学生生活環境の充実のための基礎資料として、是非ともご活用していただきた

く、心よりお願い申し上げます。 
最後になりましたが、この度の調査にあたり、長時間、多項目にわたり回答していただ

いた学生の皆さん、ならびに長期にわたり作業にご協力いただいた関係各位に厚く御礼申

し上げます。 
 
平成２６年３月 
 

大阪大学学生生活委員会 
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序 章  調査の概要 
 
１． 調査の目的 

この調査は、本学学生の生活状況や要望を把握し、その結果を福利厚生・課外活動等の充実や改善及び

これらの施設の設備等に役立てるための基礎資料とするものである。 
 
２． 調査の内容 

調査の内容は、学生の生活状況、健康、修学状況、就職及び課外活動等に関する事項とし、学生生活全

般にわたるものである。 
なお、前回の学生生活調査結果と比較できるデータを収集し、統計調査の有効性を維持するため、調査

項目の修正は最小限に留めることを原則としながらも、回答者の負担軽減の観点から設問を精査して削

減し、また、キャンパス整備の観点から福利厚生に関する設問を追加している。 
 
３． 調査の対象 

平成 25 年 10 月 1 日現在において、各学部・各研究科に在籍する学生（留学生を含む）を対象とした。 
 
４． 調査の時期 

調査期間は平成 25 年 10 月 1 日から平成 25 年 10 月 31 日までとした。 
 
５． 調査の方法 

学生が履修登録等で利用する Web 上の大阪大学学務情報システム（KOAN）を利用した、無記名のアン

ケート調査により実施した。 
 
６． 回答率 

各学部・研究科等の在学者数、回答件数及び回収率を次のページに示した。 
 
７． 集計表の記載 

各集計表は実人数値と百分率（％）で表記した。なお、一部、基本属性となる情報が無回答の場合は、

合計値が不一致となっている。 
 
８． 集計上の諸留意 

・システム上回答が完了していないものは無効とした。 
・文系、理系の別は下記のとおりとした。 
 学部（文系）・・・・文学、人間科学、法学、経済学、外国語学 
 学部（理系）・・・・理学、医学（医学）、医学（保健学）、歯学、薬学、工学、基礎工学 
 大学院（文系）・・・文学、人間科学、法学、経済学、言語文化、国際公共政策、高等司法、言語社会 
 大学院（理系）・・・理学、医学（医学）、医学（保健学）、歯学、薬学、工学、基礎工学、生命機能、 
           情報科学、小児発達学 
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第 1 章　生活状況について

1. 収入・支出の状況

（1） 1ヶ月あたりの平均収入額

図表1-1　1ヶ月あたりの平均収入額のまとめ（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

2) 2,362 16.0% 1.2% 2.8% 12.4% 16.3% 18.7% 9.4% 14.0% 3.0% 0.6% 5.8%

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 20.0% 4.1% 8.8% 18.7% 15.2% 14.0% 7.2% 5.8% 0.5% 5.7%

2) 2,362 31.5% 2.1% 5.0% 22.6% 19.0% 10.1% 2.2% 1.1% 0.3% 6.1%

2) 2,362 62.2% 0.1% 0.3% 3.3% 12.0% 9.8% 2.5% 3.2% 0.3% 6.3%

図表1-2　1ヶ月あたりの平均収入額のまとめ（大学院）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

1) 1,301 18.4% 1.9% 2.6% 7.0% 7.9% 9.9% 11.5% 18.8% 10.0% 7.1% 4.9%

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 34.9% 2.5% 6.0% 11.6% 11.4% 13.1% 7.1% 6.6% 1.4% 5.3%

1) 1,301 44.6% 2.9% 5.9% 17.1% 11.0% 6.3% 2.3% 2.0% 1.8% 6.1%

1) 1,301 44.3% 0.2% 0.5% 0.8% 4.9% 9.7% 19.1% 10.9% 4.5% 5.2%

アルバイトからの収入

奨学金・日本学術振興会
　　　　　　　　からの収入

総収入

家庭等からの収入

アルバイトからの収入

奨学金・日本学術振興会
　　　　　　　　からの収入

総収入

家庭等からの収入

　学生の生活状況について、まずは収入面を見て行く。
　1ヶ月あたりの「総収入」については、学部生・大学院生ともに「なし」は2割未満であり、学生の
78.2%は何らかの収入を得ている。収入ありの学生の中で見ると、学部生の総収入のピークは「5～8万円
未満」の一方、大学院生のピークは「10～15万円未満」であり、両者には開きがある。
　収入源として、学部生の74.3%・大学院生の59.8%が「家庭等からの収入」を得ており、また、学部生
の62.4%・大学院生の49.3%が「アルバイトからの収入」を得ている。「家庭等からの収入」ありの中で
のピークは、学部生が「1～3万円未満」なのに対し、大学院生は「5～8万円未満」であり、両者には開
きがある。「アルバイトからの収入」ありの中でのピークは、学部生・大学院生ともに「1～3万円未
満」である。
　「奨学金・日本学術振興会からの収入」については、学部生の31.5%・大学院生の50.5%は奨学金等を
得ており、学部生のピークが「3～5万円未満」なのに対し、大学院生は「8～10万円未満」であり、両者
には開きがある。奨学金等を得ている特に大学院生においては、総収入に占める奨学金等の比率は非常
に高いと推測される。
　なお、回答者属性別の収入額の差異については、次頁以降のクロス集計表を参照されたい。学部生に
おいては、概ね「住居区分別（自宅・自宅外）」による差異が最も大きく、大学院生においては、概ね
「課程区分別（博士前期（修士）・博士後期（博士））」による差異が最も大きい傾向が見られる。
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図表1-3　1ヶ月あたりの総収入（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

2) 2,362 16.0% 1.2% 2.8% 12.4% 16.3% 18.7% 9.4% 14.0% 3.0% 0.6% 5.8%

8) 1,468 17.9% 1.1% 2.2% 12.2% 15.8% 17.8% 9.7% 13.7% 3.5% 0.5% 5.4%

9) 889 12.9% 1.2% 3.6% 12.6% 17.1% 20.0% 9.0% 14.4% 2.4% 0.6% 6.2%

8) 文系全体 1,078 12.7% 1.1% 3.0% 13.3% 17.0% 19.7% 8.8% 14.6% 3.4% 0.5% 6.0%

) 1年生 233 16.7% 0.4% 5.6% 15.0% 17.2% 15.9% 10.3% 8.2% 0.9% - 9.9%

) 2年生 295 12.2% 2.0% 3.1% 15.3% 21.4% 18.3% 6.1% 12.9% 3.4% 1.0% 4.4%

) 3年生 247 8.9% 0.8% 2.4% 12.6% 15.0% 24.7% 9.3% 15.0% 5.7% - 5.7%

) 4年生以上 299 13.0% 1.0% 1.3% 10.4% 14.4% 19.4% 10.0% 21.1% 3.7% 0.7% 5.0%

2) 理系全体 1,282 18.7% 1.2% 2.6% 11.6% 15.7% 17.9% 10.0% 13.5% 2.7% 0.6% 5.5%

) 1年生 291 25.1% 1.4% 4.1% 14.1% 14.8% 16.8% 7.9% 7.2% 1.4% - 7.2%

) 2年生 253 15.0% 2.4% 2.0% 11.1% 15.0% 21.7% 12.6% 12.3% 2.8% 0.4% 4.7%

) 3年生 323 15.2% 0.3% 2.5% 9.9% 19.5% 18.6% 9.9% 14.9% 3.4% 0.6% 5.3%

) 4年生以上 414 19.3% 1.2% 1.7% 11.6% 13.8% 15.7% 9.9% 17.6% 3.1% 1.2% 4.8%

4) 524 21.4% 1.0% 4.8% 14.5% 15.8% 16.4% 9.0% 7.6% 1.1% - 8.4%

8) 548 13.5% 2.2% 2.6% 13.3% 18.4% 19.9% 9.1% 12.6% 3.1% 0.7% 4.6%

0) 570 12.5% 0.5% 2.5% 11.1% 17.5% 21.2% 9.6% 14.9% 4.4% 0.4% 5.4%

4) 714 16.8% 1.1% 1.5% 11.1% 14.0% 17.2% 9.9% 19.0% 3.4% 1.0% 4.9%

2) 932 12.2% 1.6% 4.7% 24.7% 24.8% 18.7% 3.9% 3.2% 0.3% 0.1% 5.8%

3) 1,423 18.5% 0.9% 1.5% 4.2% 10.7% 18.7% 13.1% 21.1% 4.8% 0.8% 5.6%

図表1-4　1ヶ月あたりの総収入（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

1) 1,301 18.4% 1.9% 2.6% 7.0% 7.9% 9.9% 11.5% 18.8% 10.0% 7.1% 4.9%

4) 904 18.0% 2.4% 2.4% 6.6% 6.7% 9.4% 12.7% 20.0% 10.5% 6.9% 4.2%

1) 391 19.2% 0.8% 3.1% 7.4% 10.5% 11.3% 8.7% 16.1% 8.7% 7.7% 6.6%

5) 文系全体 345 21.4% 0.9% 2.0% 8.4% 10.4% 9.3% 9.6% 17.1% 9.3% 5.5% 6.1%

) 博士前期(修士) 218 19.7% 1.4% 2.8% 9.2% 10.1% 11.9% 9.2% 16.1% 8.7% 5.0% 6.0%

) 博士後期(博士) 127 24.4% - 0.8% 7.1% 11.0% 4.7% 10.2% 18.9% 10.2% 6.3% 6.3%

5) 理系全体 955 17.3% 2.3% 2.8% 6.5% 7.0% 10.2% 12.3% 19.4% 10.3% 7.5% 4.5%

) 博士前期(修士) 749 19.4% 2.8% 3.2% 7.7% 7.9% 11.3% 14.7% 19.1% 7.1% 2.9% 3.9%

) 博士後期(博士) 206 9.7% 0.5% 1.5% 1.9% 3.9% 5.8% 3.4% 20.4% 21.8% 24.3% 6.8%

7) 967 19.4% 2.5% 3.1% 8.1% 8.4% 11.5% 13.4% 18.4% 7.4% 3.4% 4.3%

4) 334 15.3% 0.3% 1.2% 3.9% 6.6% 5.4% 6.0% 19.8% 17.4% 17.7% 6.6%

8) 408 17.4% 2.2% 4.4% 15.7% 13.5% 11.5% 7.8% 7.8% 4.7% 10.0% 4.9%

8) 888 18.8% 1.8% 1.8% 3.0% 5.4% 9.2% 13.2% 23.8% 12.3% 5.7% 5.0%

自宅外

学部全体

1年生

2年生

3年生

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系

住居
区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

性
別

男

女

課程
区分
別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

文系
・

理系
×

課程
区分
別

文　系

理　系

0%

10%

20%

30%

大学院全体
(n=1,301)

博士前期（修士）
(n=967)

博士後期（博士）
(n=334)

0%

10%

20%

30%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)
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図表1-5　1ヶ月あたりの家庭等からの収入（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 20.0% 4.1% 8.8% 18.7% 15.2% 14.0% 7.2% 5.8% 0.5% 5.7%

8) 1,468 20.4% 3.7% 8.0% 18.7% 15.5% 14.7% 8.1% 5.2% 0.5% 5.2%

9) 889 19.5% 4.8% 10.0% 18.8% 14.7% 12.9% 5.8% 6.6% 0.4% 6.3%

8) 文系全体 1,078 20.3% 4.9% 9.5% 17.8% 15.0% 13.5% 6.4% 6.3% 0.3% 5.9%

) 1年生 233 15.5% 7.3% 13.7% 15.0% 18.9% 12.0% 5.6% 2.1% 0.4% 9.4%

) 2年生 295 17.3% 3.4% 12.9% 20.3% 15.3% 11.9% 5.8% 7.8% 0.3% 5.1%

) 3年生 247 20.6% 5.3% 5.3% 19.8% 14.2% 14.2% 5.7% 9.3% - 5.7%

) 4年生以上 299 26.1% 4.3% 6.4% 15.7% 12.7% 16.1% 8.4% 5.7% 0.3% 4.3%

2) 理系全体 1,282 19.7% 3.5% 8.2% 19.4% 15.4% 14.4% 8.0% 5.4% 0.6% 5.4%

) 1年生 291 19.9% 5.5% 9.6% 22.0% 10.0% 11.3% 7.9% 5.8% 0.7% 7.2%

) 2年生 253 23.3% 4.3% 8.3% 17.0% 18.6% 10.7% 9.1% 4.0% - 4.7%

) 3年生 323 20.1% 2.5% 6.8% 19.2% 19.2% 17.6% 5.6% 4.0% - 5.0%

) 4年生以上 414 17.1% 2.4% 8.0% 19.3% 14.3% 16.4% 9.2% 7.0% 1.4% 4.8%

4) 524 17.9% 6.3% 11.5% 18.9% 13.9% 11.6% 6.9% 4.2% 0.6% 8.2%

8) 548 20.1% 3.8% 10.8% 18.8% 16.8% 11.3% 7.3% 6.0% 0.2% 4.9%

0) 570 20.4% 3.7% 6.1% 19.5% 17.0% 16.1% 5.6% 6.3% - 5.3%

4) 714 21.0% 3.2% 7.3% 17.8% 13.6% 16.2% 8.8% 6.4% 1.0% 4.6%

2) 932 30.2% 8.4% 18.7% 29.8% 5.2% 1.5% 0.4% 0.3% - 5.6%

3) 1,423 13.4% 1.3% 2.3% 11.5% 21.9% 22.1% 11.7% 9.4% 0.8% 5.6%

図表1-6　1ヶ月あたりの家庭等からの収入（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 34.9% 2.5% 6.0% 11.6% 11.4% 13.1% 7.1% 6.6% 1.4% 5.3%

4) 904 32.9% 2.3% 6.1% 11.5% 11.9% 14.4% 8.2% 7.1% 1.1% 4.5%

1) 391 39.4% 3.1% 5.9% 11.8% 10.2% 10.2% 4.9% 5.4% 2.0% 7.2%

5) 文系全体 345 39.7% 1.2% 6.1% 11.9% 9.3% 9.3% 7.5% 7.5% 1.2% 6.4%

) 博士前期(修士) 218 35.3% 0.9% 5.5% 13.3% 10.6% 10.1% 8.7% 7.3% 1.8% 6.4%

) 博士後期(博士) 127 47.2% 1.6% 7.1% 9.4% 7.1% 7.9% 5.5% 7.9% - 6.3%

5) 理系全体 955 33.2% 3.0% 6.0% 11.5% 12.1% 14.6% 6.9% 6.3% 1.5% 4.9%

) 博士前期(修士) 749 24.6% 3.3% 6.7% 13.8% 13.6% 16.6% 8.1% 7.6% 1.3% 4.4%

) 博士後期(博士) 206 64.6% 1.9% 3.4% 3.4% 6.8% 7.3% 2.4% 1.5% 1.9% 6.8%

7) 967 27.0% 2.8% 6.4% 13.7% 12.9% 15.1% 8.3% 7.5% 1.4% 4.9%

4) 334 57.8% 1.8% 4.8% 5.7% 6.9% 7.5% 3.9% 3.9% 1.2% 6.6%

8) 408 41.2% 5.9% 12.7% 26.0% 4.9% 2.0% 0.5% 0.2% 1.0% 5.6%

8) 888 32.0% 1.0% 2.9% 5.1% 14.3% 18.2% 10.2% 9.6% 1.5% 5.2%

性
別

男

女

課程
区分
別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

文系
・

理系
×

課程
区分
別

文　系

理　系

住居
区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

自宅外

学部全体

1年生

2年生

3年生

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

博士前期（修士）
(n=967)

博士後期（博士）
(n=334)

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)
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図表1-7　1ヶ月あたりのアルバイトからの収入（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 31.5% 2.1% 5.0% 22.6% 19.0% 10.1% 2.2% 1.1% 0.3% 6.1%

8) 1,468 35.1% 1.8% 3.7% 22.0% 18.3% 9.9% 2.0% 1.2% 0.1% 5.7%

9) 889 25.6% 2.5% 7.1% 23.4% 20.2% 10.3% 2.4% 1.0% 0.6% 6.9%

8) 文系全体 1,078 27.4% 2.1% 5.0% 23.2% 19.6% 11.9% 2.5% 1.9% 0.3% 6.2%

) 1年生 233 36.1% 1.3% 6.4% 25.8% 11.6% 7.7% 0.4% 1.3% - 9.4%

) 2年生 295 27.1% 3.7% 4.1% 23.7% 23.7% 9.2% 2.0% 0.7% 0.7% 5.1%

) 3年生 247 19.4% 2.8% 7.7% 26.7% 23.5% 10.9% 1.6% 0.8% - 6.5%

) 4年生以上 299 27.1% 0.7% 2.7% 17.7% 18.7% 18.4% 5.4% 4.3% 0.3% 4.7%

2) 理系全体 1,282 35.0% 2.1% 4.9% 22.1% 18.5% 8.7% 1.9% 0.5% 0.3% 6.0%

) 1年生 291 43.6% 1.4% 5.5% 17.9% 16.5% 6.5% 0.7% - - 7.9%

) 2年生 253 30.0% 3.2% 3.2% 19.4% 22.1% 12.6% 4.0% 0.4% 0.4% 4.7%

) 3年生 323 30.3% 1.9% 5.9% 27.6% 17.0% 7.4% 1.9% 1.5% 0.6% 5.9%

) 4年生以上 414 35.5% 2.2% 4.8% 22.5% 18.8% 8.7% 1.4% 0.2% 0.2% 5.6%

4) 524 40.3% 1.3% 5.9% 21.4% 14.3% 7.1% 0.6% 0.6% - 8.6%

8) 548 28.5% 3.5% 3.6% 21.7% 23.0% 10.8% 2.9% 0.5% 0.5% 4.9%

0) 570 25.6% 2.3% 6.7% 27.2% 19.8% 8.9% 1.8% 1.2% 0.4% 6.1%

4) 714 31.9% 1.5% 4.1% 20.4% 18.8% 12.7% 3.1% 2.0% 0.3% 5.2%

2) 932 23.9% 2.0% 6.0% 24.5% 22.6% 10.5% 2.5% 1.6% 0.1% 6.2%

3) 1,423 36.5% 2.2% 4.4% 21.3% 16.6% 9.8% 2.0% 0.8% 0.4% 6.0%

図表1-8　1ヶ月あたりのアルバイトからの収入（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 44.6% 2.9% 5.9% 17.1% 11.0% 6.3% 2.3% 2.0% 1.8% 6.1%

4) 904 48.5% 3.1% 5.2% 17.0% 10.1% 5.4% 2.3% 1.8% 1.4% 5.2%

1) 391 36.1% 2.6% 7.7% 16.6% 13.0% 8.4% 2.3% 2.6% 2.6% 8.2%

5) 文系全体 345 37.1% 1.2% 7.5% 16.8% 15.1% 7.8% 3.8% 2.6% 1.2% 7.0%

) 博士前期(修士) 218 35.3% 1.8% 6.4% 20.2% 14.7% 9.2% 4.1% 1.4% 0.5% 6.4%

) 博士後期(博士) 127 40.2% - 9.4% 11.0% 15.7% 5.5% 3.1% 4.7% 2.4% 7.9%

5) 理系全体 955 47.3% 3.6% 5.3% 17.3% 9.5% 5.8% 1.7% 1.8% 2.0% 5.8%

) 博士前期(修士) 749 45.1% 4.1% 6.3% 20.7% 10.4% 6.0% 1.1% 0.8% 0.4% 5.1%

) 博士後期(博士) 206 55.3% 1.5% 1.9% 4.9% 6.3% 4.9% 3.9% 5.3% 7.8% 8.3%

7) 967 42.9% 3.6% 6.3% 20.6% 11.4% 6.7% 1.8% 0.9% 0.4% 5.4%

4) 334 49.4% 0.9% 4.8% 7.2% 9.9% 5.1% 3.9% 5.1% 5.7% 8.1%

8) 408 41.4% 2.5% 4.9% 17.4% 11.8% 7.8% 2.2% 2.5% 2.9% 6.6%

8) 888 46.2% 3.2% 6.4% 17.0% 10.6% 5.5% 2.3% 1.8% 1.2% 5.9%

自宅外

学部全体

1年生

2年生

3年生

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系

住居
区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

性
別

男

女

課程
区分
別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

文系
・

理系
×

課程
区分
別

文　系

理　系

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

博士前期（修士）
(n=967)

博士後期（博士）
(n=334)

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)
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図表1-9　1ヶ月あたりの奨学金・日本学術振興会からの収入（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 62.2% 0.1% 0.3% 3.3% 12.0% 9.8% 2.5% 3.2% 0.3% 6.3%

8) 1,468 60.8% 0.1% 0.2% 3.4% 12.7% 10.5% 3.1% 3.3% 0.2% 5.7%

9) 889 64.5% 0.1% 0.3% 3.0% 10.9% 8.8% 1.7% 3.0% 0.6% 7.1%

8) 文系全体 1,078 63.5% 0.1% 0.1% 2.9% 12.2% 10.2% 2.0% 2.7% 0.1% 6.3%

) 1年生 233 57.9% - - 4.3% 11.6% 11.6% 2.6% 2.1% - 9.9%

) 2年生 295 64.4% - - 3.1% 17.3% 8.8% 0.7% 0.7% - 5.1%

) 3年生 247 59.1% 0.4% - 3.6% 10.1% 11.7% 4.0% 4.0% 0.4% 6.5%

) 4年生以上 299 70.2% - 0.3% 1.0% 9.4% 9.0% 1.3% 4.0% - 4.7%

2) 理系全体 1,282 61.3% 0.1% 0.3% 3.6% 11.9% 9.5% 3.0% 3.6% 0.5% 6.2%

) 1年生 291 65.3% - 0.7% 3.8% 11.3% 6.5% 1.7% 2.1% 0.3% 8.2%

) 2年生 253 63.2% - 0.4% 4.7% 10.7% 9.1% 4.0% 2.4% 0.4% 5.1%

) 3年生 323 58.2% 0.3% 0.3% 4.0% 11.5% 12.1% 2.5% 5.0% 0.3% 5.9%

) 4年生以上 414 59.7% - - 2.4% 13.5% 9.9% 3.6% 4.3% 1.0% 5.6%

4) 524 62.0% - 0.4% 4.0% 11.5% 8.8% 2.1% 2.1% 0.2% 9.0%

8) 548 63.9% - 0.2% 3.8% 14.2% 8.9% 2.2% 1.5% 0.2% 5.1%

0) 570 58.6% 0.4% 0.2% 3.9% 10.9% 11.9% 3.2% 4.6% 0.4% 6.1%

4) 714 64.0% - 0.3% 1.8% 11.8% 9.5% 2.7% 4.2% 0.6% 5.2%

2) 932 72.5% 0.1% 0.1% 4.0% 10.4% 4.0% 1.1% 1.4% 0.2% 6.2%

3) 1,423 55.5% 0.1% 0.4% 2.8% 13.1% 13.7% 3.5% 4.4% 0.4% 6.2%

図表1-10　1ヶ月あたりの奨学金・日本学術振興会からの収入（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 44.3% 0.2% 0.5% 0.8% 4.9% 9.7% 19.1% 10.9% 4.5% 5.2%

4) 904 41.3% 0.2% 0.7% 0.8% 5.3% 10.2% 21.9% 9.8% 5.3% 4.5%

1) 391 50.9% - - 1.0% 4.1% 8.7% 12.5% 13.3% 2.6% 6.9%

5) 文系全体 345 53.3% - 0.3% 0.6% 2.3% 7.0% 11.0% 13.0% 5.8% 6.7%

) 博士前期(修士) 218 61.5% - - - 2.3% 6.9% 10.1% 8.7% 4.6% 6.0%

) 博士後期(博士) 127 39.4% - 0.8% 1.6% 2.4% 7.1% 12.6% 20.5% 7.9% 7.9%

5) 理系全体 955 41.0% 0.2% 0.5% 0.9% 5.9% 10.7% 22.0% 10.1% 4.0% 4.7%

) 博士前期(修士) 749 42.9% 0.1% 0.3% 1.1% 7.1% 12.6% 26.0% 4.5% 1.3% 4.1%

) 博士後期(博士) 206 34.5% 0.5% 1.5% 0.5% 1.5% 3.9% 7.3% 30.1% 13.6% 6.8%

7) 967 47.1% 0.1% 0.2% 0.8% 6.0% 11.3% 22.4% 5.5% 2.1% 4.6%

4) 334 36.2% 0.3% 1.2% 0.9% 1.8% 5.1% 9.3% 26.6% 11.4% 7.2%

8) 408 57.6% - 0.2% 0.7% 4.4% 8.3% 14.5% 5.9% 3.2% 5.1%

8) 888 38.3% 0.2% 0.6% 0.9% 5.1% 10.4% 20.9% 13.3% 5.1% 5.3%

性
別

男

女

課程
区分
別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

文系
・

理系
×

課程
区分
別

文　系

理　系

住居
区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

自宅外

学部全体

1年生

2年生

3年生

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系

0%

20%

40%

60%

80%

大学院全体
(n=1,301)

博士前期（修士）
(n=967)

博士後期（博士）
(n=334)

0%

20%

40%

60%

80%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)
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（2） 1ヶ月あたりの平均支出額

図表1-11　1ヶ月あたりの平均支出額のまとめ（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

2) 2,362 0.6% 1.7% 6.2% 21.5% 21.3% 19.0% 12.6% 9.7% 1.5% 0.2% 5.8%

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 2.8% 10.4% 19.5% 48.6% 11.7% 0.7% 0.2% 0.1% 0.1% 5.9%

2) 2,362 40.3% 4.0% 14.3% 6.9% 8.3% 18.6% 1.4% 0.2% - 6.0%

2) 2,362 17.4% 40.2% 23.5% 12.0% 0.6% 0.2% - - - 6.0%

2) 2,362 9.3% 53.9% 22.1% 7.4% 0.8% 0.2% - - - 6.2%

2) 2,362 2.5% 20.7% 29.6% 34.6% 5.7% 0.7% 0.2% - - 6.0%

図表1-12　1ヶ月あたりの平均支出額のまとめ（大学院）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

1) 1,301 0.3% 0.7% 2.2% 10.9% 12.1% 18.1% 19.1% 23.0% 5.5% 2.5% 5.5%

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 0.8% 4.4% 11.2% 48.8% 24.9% 4.0% 0.2% 0.1% 0.1% 5.5%

1) 1,301 25.0% 2.8% 13.6% 9.1% 14.1% 25.7% 2.8% 1.1% 0.3% 5.4%

1) 1,301 12.5% 36.0% 27.1% 16.6% 1.6% 0.3% - 0.2% - 5.6%

1) 1,301 6.4% 41.4% 26.1% 17.5% 2.3% 0.8% - - - 5.5%

1) 1,301 1.7% 17.9% 27.9% 39.0% 6.8% 1.0% 0.3% 0.1% - 5.2%

修学費
（図書・文房具・学会費等）

日常費
（衣服・交際・娯楽・雑費等）

修学費
（図書・文房具・学会費等）

日常費
（衣服・交際・娯楽・雑費等）

住居費・光熱水費

交通費

総支出

食費

総支出

食費

住居費・光熱水費

交通費

　学生の生活状況について、支出面を見て行く。
　1ヶ月あたりの「総支出」については、学部生では「1～3万円未満」「3～5万円未満」がほぼ同率で
ピークであるのに対し、大学院生では「10～15万円未満」がピークであり、両者には大きな開きがあ
る。
　支出内訳として、「食費」「住居費・光熱水費」「交通費」「修学費（図書・文房具・学会費等）」
「日常費（衣服・交際・娯楽・雑費等）」の5つの費目について質問した。
　「住居費・光熱水費」については、「住居区分別（自宅・自宅外）」による差異が非常に大きく、自
宅外学生にとって「総支出」に占める比率が最も高い費目が「住居費・光熱水費」であるのに対し、自
宅学生にとっては「住居費・光熱水費」の比率は最も低く、「日常費」または「食費」が高い比率を占
める。
　「修学費」については、「総支出」に占める比率は、学部生・大学院生ともに高くない。学部生の
63.2%が1ヶ月あたり5,000円未満（「なし」を含む）に留まっており、大学院生でさえ47.8%が5,000円未
満に留まる。
　回答者属性別の支出額の差異については、次頁以降のクロス集計表を参照されたい。
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図表1-13　1ヶ月あたりの総支出（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

2) 2,362 0.6% 1.7% 6.2% 21.5% 21.3% 19.0% 12.6% 9.7% 1.5% 0.2% 5.8%

8) 1,468 0.8% 1.0% 5.6% 21.0% 21.5% 20.2% 13.5% 8.9% 1.8% 0.2% 5.4%

9) 889 0.1% 2.7% 7.3% 22.4% 21.1% 16.9% 11.0% 10.9% 1.0% 0.2% 6.3%

8) 文系全体 1,078 0.2% 1.5% 6.7% 21.3% 22.6% 19.2% 11.6% 10.2% 0.8% 0.1% 5.8%

) 1年生 233 0.4% 3.0% 10.3% 23.2% 20.6% 15.9% 11.6% 5.6% - - 9.4%

) 2年生 295 - 1.7% 7.1% 25.1% 24.1% 19.0% 9.5% 9.2% - - 4.4%

) 3年生 247 0.4% 0.4% 5.7% 17.4% 22.7% 20.2% 13.8% 12.6% 0.8% - 6.1%

) 4年生以上 299 - 1.0% 4.3% 19.1% 22.7% 21.1% 12.0% 13.0% 2.3% 0.3% 4.0%

2) 理系全体 1,282 0.9% 1.9% 5.9% 21.5% 20.3% 18.8% 13.4% 9.2% 2.1% 0.3% 5.8%

) 1年生 291 1.7% 3.8% 10.3% 25.1% 20.3% 18.2% 7.9% 5.2% 0.3% - 7.2%

) 2年生 253 0.4% 2.0% 5.5% 27.3% 20.9% 15.4% 15.8% 7.1% 0.8% - 4.7%

) 3年生 323 - 1.9% 4.6% 18.6% 22.0% 20.7% 13.9% 11.1% 1.5% - 5.6%

) 4年生以上 414 1.2% 0.5% 3.6% 17.9% 18.6% 19.8% 15.5% 11.8% 4.6% 1.0% 5.6%

4) 524 1.1% 3.4% 10.3% 24.2% 20.4% 17.2% 9.5% 5.3% 0.2% - 8.2%

8) 548 0.2% 1.8% 6.4% 26.1% 22.6% 17.3% 12.4% 8.2% 0.4% - 4.6%

0) 570 0.2% 1.2% 5.1% 18.1% 22.3% 20.5% 13.9% 11.8% 1.2% - 5.8%

4) 714 0.7% 0.7% 3.9% 18.5% 20.3% 20.3% 14.0% 12.3% 3.6% 0.7% 4.9%

2) 932 1.1% 4.2% 13.9% 41.5% 22.5% 8.0% 1.9% 0.9% 0.2% - 5.7%

3) 1,423 0.2% 0.1% 1.2% 8.2% 20.7% 26.1% 19.6% 15.5% 2.4% 0.4% 5.8%

図表1-14　1ヶ月あたりの総支出（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15～20
万円
未満

20万円
以上

無回答

1) 1,301 0.3% 0.7% 2.2% 10.9% 12.1% 18.1% 19.1% 23.0% 5.5% 2.5% 5.5%

4) 904 0.3% 0.8% 1.9% 10.2% 11.9% 17.1% 20.4% 24.7% 5.8% 2.2% 4.8%

1) 391 0.3% 0.5% 2.6% 12.5% 12.8% 20.5% 16.1% 18.9% 5.1% 3.3% 7.4%

5) 文系全体 345 0.6% 0.3% 1.7% 11.6% 10.1% 20.9% 17.1% 25.2% 4.1% 1.4% 7.0%

) 博士前期(修士) 218 0.9% 0.5% 1.8% 13.3% 11.0% 22.0% 16.5% 22.5% 3.7% 1.4% 6.4%

) 博士後期(博士) 127 - - 1.6% 8.7% 8.7% 18.9% 18.1% 29.9% 4.7% 1.6% 7.9%

5) 理系全体 955 0.2% 0.8% 2.3% 10.7% 12.9% 17.0% 19.9% 22.2% 6.1% 2.9% 5.0%

) 博士前期(修士) 749 0.1% 1.1% 2.8% 12.6% 15.0% 18.0% 21.2% 20.4% 3.2% 0.9% 4.7%

) 博士後期(博士) 206 0.5% - 0.5% 3.9% 5.3% 13.1% 15.0% 28.6% 16.5% 10.2% 6.3%

7) 967 0.3% 0.9% 2.6% 12.7% 14.1% 18.9% 20.2% 20.9% 3.3% 1.0% 5.1%

4) 334 0.3% - 0.9% 5.7% 6.6% 15.6% 16.2% 29.0% 12.0% 6.9% 6.9%

8) 408 0.2% 1.7% 4.9% 28.7% 20.6% 16.4% 6.1% 7.4% 3.2% 5.1% 5.6%

8) 888 0.3% 0.2% 0.9% 2.8% 8.3% 18.8% 25.0% 30.1% 6.6% 1.4% 5.5%

性
別

男

女

課程
区分
別

博士前期（修士）

博士後期（博士）
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・
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×

課程
区分
別

文　系

理　系

住居
区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

自宅外

学部全体
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2年生

3年生

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系
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自　宅
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自宅外
(n=888)
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自宅外
(n=1,423)
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図表1-15　1ヶ月あたりの食費（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 2.8% 10.4% 19.5% 48.6% 11.7% 0.7% 0.2% 0.1% 0.1% 5.9%

8) 1,468 2.5% 7.8% 17.6% 51.5% 13.6% 1.0% 0.3% 0.1% - 5.7%

9) 889 3.3% 14.7% 22.8% 43.9% 8.4% 0.3% - - 0.2% 6.3%

8) 文系全体 1,078 3.1% 10.9% 21.6% 47.3% 10.1% 0.6% - 0.1% 0.1% 6.2%

) 1年生 233 4.7% 12.0% 21.0% 46.4% 5.2% - - 0.4% - 10.3%

) 2年生 295 3.4% 10.5% 25.4% 47.8% 8.1% - - - - 4.7%

) 3年生 247 2.4% 8.9% 18.2% 49.4% 13.4% 0.8% - - 0.4% 6.5%

) 4年生以上 299 2.0% 12.0% 21.1% 45.8% 13.4% 1.3% - - - 4.3%

2) 理系全体 1,282 2.6% 10.0% 17.7% 49.8% 13.0% 0.9% 0.3% 0.1% 0.1% 5.6%

) 1年生 291 4.1% 15.5% 21.6% 41.6% 8.9% 0.7% - - - 7.6%

) 2年生 253 3.2% 10.7% 19.4% 49.8% 10.7% 0.8% 0.8% - - 4.7%

) 3年生 323 2.2% 8.4% 14.9% 54.5% 14.2% 0.6% - - - 5.3%

) 4年生以上 414 1.4% 6.8% 16.2% 51.9% 16.4% 1.2% 0.5% 0.2% 0.2% 5.1%

4) 524 4.4% 13.9% 21.4% 43.7% 7.3% 0.4% - 0.2% - 8.8%

8) 548 3.3% 10.6% 22.6% 48.7% 9.3% 0.4% 0.4% - - 4.7%

0) 570 2.3% 8.6% 16.3% 52.3% 13.9% 0.7% - - 0.2% 5.8%

4) 714 1.7% 9.0% 18.3% 49.3% 15.1% 1.3% 0.3% 0.1% 0.1% 4.8%

2) 932 6.4% 22.1% 35.7% 27.1% 2.3% 0.1% 0.1% - - 6.1%

3) 1,423 0.4% 2.7% 8.9% 62.8% 17.9% 1.1% 0.2% 0.1% 0.1% 5.7%

図表1-16　1ヶ月あたりの食費（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 0.8% 4.4% 11.2% 48.8% 24.9% 4.0% 0.2% 0.1% 0.1% 5.5%

4) 904 0.4% 2.8% 9.7% 49.2% 28.2% 4.6% 0.3% 0.1% 0.1% 4.4%

1) 391 1.5% 7.9% 14.6% 48.3% 17.4% 2.3% - - - 7.9%

5) 文系全体 345 0.9% 4.3% 14.2% 49.3% 20.3% 3.5% - - - 7.5%

) 博士前期(修士) 218 1.4% 4.1% 14.2% 50.9% 19.3% 3.2% - - - 6.9%

) 博士後期(博士) 127 - 4.7% 14.2% 46.5% 22.0% 3.9% - - - 8.7%

5) 理系全体 955 0.8% 4.4% 10.2% 48.6% 26.6% 4.2% 0.3% 0.1% 0.1% 4.7%

) 博士前期(修士) 749 0.8% 4.9% 11.6% 51.5% 24.7% 2.4% - - 0.1% 3.9%

) 博士後期(博士) 206 1.0% 2.4% 4.9% 37.9% 33.5% 10.7% 1.5% 0.5% - 7.8%

7) 967 0.9% 4.8% 12.2% 51.4% 23.5% 2.6% - - 0.1% 4.6%

4) 334 0.6% 3.3% 8.4% 41.3% 29.0% 8.1% 0.9% 0.3% - 8.1%

8) 408 2.5% 13.0% 24.0% 40.9% 10.0% 3.2% - 0.2% 0.2% 5.9%

8) 888 0.1% 0.5% 5.3% 52.6% 31.5% 4.4% 0.3% - - 5.3%
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課程
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別
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図表1-17　1ヶ月あたりの住居費・光熱水費（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 40.3% 4.0% 14.3% 6.9% 8.3% 18.6% 1.4% 0.2% - 6.0%

8) 1,468 37.5% 4.4% 15.3% 7.9% 9.7% 18.3% 1.2% 0.3% - 5.4%

9) 889 44.9% 3.4% 12.7% 5.2% 6.1% 19.1% 1.7% 0.1% 0.1% 6.7%

8) 文系全体 1,078 41.6% 3.9% 14.4% 6.9% 8.6% 17.2% 1.1% 0.1% - 6.3%

) 1年生 233 43.8% 3.4% 15.5% 5.2% 9.0% 12.0% 0.4% - - 10.7%

) 2年生 295 43.4% 4.7% 14.9% 6.4% 9.2% 16.3% 0.7% - - 4.4%

) 3年生 247 34.8% 3.6% 16.2% 8.1% 8.9% 21.5% 1.2% - - 5.7%

) 4年生以上 299 43.8% 3.3% 11.0% 7.7% 7.7% 18.7% 2.0% 0.3% - 5.4%

2) 理系全体 1,282 39.2% 4.1% 14.1% 6.9% 8.1% 19.9% 1.6% 0.3% 0.1% 5.6%

) 1年生 291 48.8% 5.2% 14.1% 4.8% 5.5% 13.1% 0.7% - - 7.9%

) 2年生 253 42.7% 4.7% 13.0% 4.0% 8.3% 21.7% 0.8% 0.4% - 4.3%

) 3年生 323 33.7% 4.0% 16.7% 9.6% 6.8% 21.7% 1.9% - - 5.6%

) 4年生以上 414 34.5% 3.1% 12.8% 8.0% 10.9% 22.2% 2.7% 0.7% 0.2% 4.8%

4) 524 46.6% 4.4% 14.7% 5.0% 7.1% 12.6% 0.6% - - 9.2%

8) 548 43.1% 4.7% 14.1% 5.3% 8.8% 18.8% 0.7% 0.2% - 4.4%

0) 570 34.2% 3.9% 16.5% 8.9% 7.7% 21.6% 1.6% - - 5.6%

4) 714 38.4% 3.2% 12.2% 7.8% 9.5% 20.7% 2.4% 0.6% 0.1% 5.0%

2) 932 88.8% 1.5% 1.2% 1.5% 0.3% 0.3% 0.3% - - 6.0%

3) 1,423 8.4% 5.7% 22.8% 10.4% 13.6% 30.7% 2.1% 0.4% 0.1% 5.8%

図表1-18　1ヶ月あたりの住居費・光熱水費（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 25.0% 2.8% 13.6% 9.1% 14.1% 25.7% 2.8% 1.1% 0.3% 5.4%

4) 904 23.9% 2.7% 12.8% 9.3% 15.2% 27.8% 2.9% 0.9% 0.3% 4.3%

1) 391 27.4% 3.3% 15.1% 8.7% 11.8% 21.2% 2.8% 1.5% 0.3% 7.9%

5) 文系全体 345 24.9% 3.5% 13.3% 9.6% 17.1% 21.7% 1.4% 0.9% 0.3% 7.2%

) 博士前期(修士) 218 24.8% 3.2% 13.8% 8.7% 18.8% 21.1% 1.8% 0.5% 0.5% 6.9%

) 博士後期(博士) 127 25.2% 3.9% 12.6% 11.0% 14.2% 22.8% 0.8% 1.6% - 7.9%

5) 理系全体 955 25.0% 2.5% 13.7% 8.9% 13.1% 27.2% 3.4% 1.2% 0.3% 4.7%

) 博士前期(修士) 749 28.2% 2.9% 13.9% 6.9% 12.8% 27.8% 2.7% 0.5% 0.1% 4.1%

) 博士後期(博士) 206 13.6% 1.0% 13.1% 16.0% 14.1% 25.2% 5.8% 3.4% 1.0% 6.8%

7) 967 27.4% 3.0% 13.9% 7.3% 14.2% 26.3% 2.5% 0.5% 0.2% 4.8%

4) 334 18.0% 2.4% 12.9% 14.1% 14.1% 24.3% 3.9% 2.7% 0.6% 7.2%

8) 408 73.8% 2.2% 3.7% 5.6% 3.2% 1.0% 1.7% 1.7% 0.7% 6.4%

8) 888 2.5% 3.2% 18.2% 10.7% 19.0% 37.2% 3.4% 0.8% 0.1% 5.0%

性
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男

女

課程
区分
別
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博士後期（博士）
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×
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別

文　系

理　系
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区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

自宅外
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別

学
年
別

文　系

理　系
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図表1-19　1ヶ月あたりの交通費（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 17.4% 40.2% 23.5% 12.0% 0.6% 0.2% - - - 6.0%

8) 1,468 19.9% 39.8% 24.0% 10.2% 0.5% 0.1% - - - 5.4%

9) 889 13.3% 40.9% 22.6% 15.0% 0.8% 0.3% - 0.1% 0.1% 6.9%

8) 文系全体 1,078 14.2% 40.8% 23.6% 13.9% 0.7% 0.4% - 0.1% - 6.3%

) 1年生 233 21.5% 41.2% 18.0% 7.3% 0.9% 0.9% - - - 10.3%

) 2年生 295 13.6% 42.4% 25.8% 12.5% 0.7% 0.7% - - - 4.4%

) 3年生 247 12.1% 41.7% 23.1% 15.8% 0.4% - - - - 6.9%

) 4年生以上 299 10.7% 37.8% 26.4% 19.1% 1.0% - - 0.3% - 4.7%

2) 理系全体 1,282 20.2% 39.6% 23.5% 10.4% 0.5% 0.1% - - 0.1% 5.7%

) 1年生 291 24.1% 37.8% 17.9% 11.3% 1.0% 0.3% - - - 7.6%

) 2年生 253 22.1% 39.1% 24.9% 9.1% - - - - - 4.7%

) 3年生 323 18.6% 38.1% 27.2% 9.9% 0.3% - - - - 5.9%

) 4年生以上 414 17.6% 42.3% 23.7% 10.9% 0.5% - - - 0.2% 4.8%

4) 524 22.9% 39.3% 17.9% 9.5% 1.0% 0.6% - - - 8.8%

8) 548 17.5% 40.9% 25.4% 10.9% 0.4% 0.4% - - - 4.6%

0) 570 15.8% 39.6% 25.4% 12.5% 0.4% - - - - 6.3%

4) 714 14.7% 40.5% 24.8% 14.3% 0.7% - - 0.1% 0.1% 4.8%

2) 932 24.9% 31.8% 22.2% 14.4% 0.4% 0.3% - 0.1% - 5.9%

3) 1,423 12.6% 45.6% 24.4% 10.5% 0.7% 0.1% - - 0.1% 6.0%

図表1-20　1ヶ月あたりの交通費（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 12.5% 36.0% 27.1% 16.6% 1.6% 0.3% - 0.2% - 5.6%

4) 904 13.2% 37.2% 27.9% 15.0% 1.8% 0.3% - 0.1% - 4.5%

1) 391 11.3% 33.5% 25.3% 19.9% 1.3% 0.3% - 0.3% - 8.2%

5) 文系全体 345 12.8% 32.8% 25.2% 20.3% 1.2% 0.6% - - - 7.2%

) 博士前期(修士) 218 10.1% 35.8% 27.1% 18.3% 0.9% 0.9% - - - 6.9%

) 博士後期(博士) 127 17.3% 27.6% 22.0% 23.6% 1.6% - - - - 7.9%

5) 理系全体 955 12.5% 37.3% 27.7% 15.3% 1.8% 0.2% - 0.2% - 5.0%

) 博士前期(修士) 749 13.2% 39.4% 27.4% 14.2% 0.9% 0.1% - 0.3% - 4.5%

) 博士後期(博士) 206 9.7% 29.6% 29.1% 19.4% 4.9% 0.5% - - - 6.8%

7) 967 12.5% 38.6% 27.3% 15.1% 0.9% 0.3% - 0.2% - 5.1%

4) 334 12.6% 28.7% 26.6% 21.0% 3.6% 0.3% - - - 7.2%

8) 408 12.7% 21.6% 25.0% 29.2% 3.9% 0.5% - 0.5% - 6.6%

8) 888 12.5% 42.8% 28.0% 10.7% 0.6% 0.2% - - - 5.2%
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図表1-21　1ヶ月あたりの修学費（図書・文房具・学会費等）（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 9.3% 53.9% 22.1% 7.4% 0.8% 0.2% - - - 6.2%

8) 1,468 9.0% 52.8% 23.4% 8.0% 1.0% 0.2% - - - 5.7%

9) 889 9.8% 55.7% 20.0% 6.5% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% - 7.1%

8) 文系全体 1,078 7.8% 53.2% 23.7% 8.0% 0.6% 0.1% 0.1% - - 6.6%

) 1年生 233 12.0% 57.1% 15.0% 5.2% - - 0.4% - - 10.3%

) 2年生 295 6.8% 57.6% 24.1% 6.1% 0.3% 0.3% - - - 4.7%

) 3年生 247 6.1% 48.6% 27.9% 10.1% 1.2% - - - - 6.1%

) 4年生以上 299 6.4% 49.8% 26.8% 10.0% 1.0% - - - - 6.0%

2) 理系全体 1,282 10.5% 54.5% 20.9% 6.9% 0.9% 0.3% - 0.1% - 5.9%

) 1年生 291 12.4% 56.7% 16.5% 6.2% 0.7% 0.3% - - - 7.2%

) 2年生 253 8.3% 54.2% 24.9% 5.9% 0.8% 0.8% - - - 5.1%

) 3年生 323 8.0% 57.3% 20.4% 7.1% 0.6% - - - - 6.5%

) 4年生以上 414 12.6% 51.0% 22.0% 8.0% 1.2% 0.2% - 0.2% - 4.8%

4) 524 12.2% 56.9% 15.8% 5.7% 0.4% 0.2% 0.2% - - 8.6%

8) 548 7.5% 56.0% 24.5% 6.0% 0.5% 0.5% - - - 4.9%

0) 570 7.2% 53.5% 23.7% 8.4% 0.9% - - - - 6.3%

4) 714 9.9% 50.6% 23.9% 8.8% 1.1% 0.1% - 0.1% - 5.3%

2) 932 15.7% 54.9% 17.4% 4.3% 1.0% 0.1% 0.1% - - 6.5%

3) 1,423 5.1% 53.2% 25.4% 9.4% 0.6% 0.3% - 0.1% - 5.9%

図表1-22　1ヶ月あたりの修学費（図書・文房具・学会費等）（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 6.4% 41.4% 26.1% 17.5% 2.3% 0.8% - - - 5.5%

4) 904 7.5% 42.5% 26.8% 16.0% 2.3% 0.7% - - - 4.2%

1) 391 3.6% 38.9% 24.6% 21.0% 2.3% 1.3% - - - 8.4%

5) 文系全体 345 1.4% 25.5% 29.3% 30.4% 5.5% 0.9% - - - 7.0%

) 博士前期(修士) 218 1.4% 29.8% 32.1% 25.7% 3.2% 0.9% - - - 6.9%

) 博士後期(博士) 127 1.6% 18.1% 24.4% 38.6% 9.4% 0.8% - - - 7.1%

5) 理系全体 955 8.2% 47.1% 24.9% 12.9% 1.2% 0.8% - - - 4.9%

) 博士前期(修士) 749 9.1% 52.7% 23.1% 9.6% 0.8% 0.3% - - - 4.4%

) 博士後期(博士) 206 4.9% 26.7% 31.6% 24.8% 2.4% 2.9% - - - 6.8%

7) 967 7.3% 47.6% 25.1% 13.2% 1.3% 0.4% - - - 5.0%

4) 334 3.6% 23.4% 29.0% 29.9% 5.1% 2.1% - - - 6.9%

8) 408 10.5% 36.5% 22.3% 19.4% 3.7% 1.2% - - - 6.4%

8) 888 4.5% 43.6% 27.8% 16.7% 1.7% 0.7% - - - 5.1%

性
別

男

女

課程
区分
別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

文系
・

理系
×

課程
区分
別

文　系

理　系

住居
区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

自宅外

学部全体

1年生

2年生

3年生

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

博士前期（修士）
(n=967)

博士後期（博士）
(n=334)

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

1年生
(n=524)

2年生
(n=548)

3年生
(n=570)

4年生以上
(n=714)
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図表1-23　1ヶ月あたりの日常費（衣服・交際・娯楽・雑費等）（学部）  

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

2) 2,362 2.5% 20.7% 29.6% 34.6% 5.7% 0.7% 0.2% - - 6.0%

8) 1,468 3.1% 22.1% 30.0% 32.5% 5.7% 0.8% 0.1% 0.1% - 5.6%

9) 889 1.5% 18.3% 28.9% 38.2% 5.7% 0.4% 0.3% - - 6.5%

8) 文系全体 1,078 1.6% 17.3% 29.6% 38.4% 6.1% 0.6% 0.3% - - 6.0%

) 1年生 233 2.1% 22.3% 30.9% 30.9% 3.4% 0.4% - - - 9.9%

) 2年生 295 2.0% 19.0% 30.2% 35.9% 7.8% 0.3% - - - 4.7%

) 3年生 247 0.8% 14.6% 31.2% 43.7% 2.8% 0.8% 0.4% - - 5.7%

) 4年生以上 299 1.3% 14.4% 26.1% 42.5% 9.4% 1.0% 0.7% - - 4.7%

2) 理系全体 1,282 3.2% 23.6% 29.7% 31.4% 5.3% 0.7% 0.2% 0.1% - 5.9%

) 1年生 291 4.5% 28.2% 27.1% 26.5% 4.5% 1.4% - - - 7.9%

) 2年生 253 3.6% 26.5% 32.4% 26.9% 5.1% 0.8% - - - 4.7%

) 3年生 323 2.5% 21.1% 32.2% 33.7% 4.0% 0.3% 0.3% 0.3% - 5.6%

) 4年生以上 414 2.7% 20.3% 28.0% 36.0% 7.0% 0.5% 0.2% - - 5.3%

4) 524 3.4% 25.6% 28.8% 28.4% 4.0% 1.0% - - - 8.8%

8) 548 2.7% 22.4% 31.2% 31.8% 6.6% 0.5% - - - 4.7%

0) 570 1.8% 18.2% 31.8% 38.1% 3.5% 0.5% 0.4% 0.2% - 5.6%

4) 714 2.1% 17.8% 27.2% 38.8% 8.0% 0.7% 0.4% - - 5.0%

2) 932 3.2% 27.5% 31.1% 27.5% 3.8% 0.8% 0.2% - - 6.0%

3) 1,423 2.0% 16.4% 28.6% 39.4% 7.0% 0.6% 0.2% 0.1% - 5.8%

図表1-24　1ヶ月あたりの日常費（衣服・交際・娯楽・雑費等）（大学院）

合 計 なし
5,000円
未満

5,000～
1万円
未満

1～3
万円
未満

3～5
万円
未満

5～8
万円
未満

8～10
万円
未満

10～15
万円
未満

15万円
以上

無回答

1) 1,301 1.7% 17.9% 27.9% 39.0% 6.8% 1.0% 0.3% 0.1% - 5.2%

4) 904 1.7% 17.8% 26.8% 40.5% 7.6% 1.1% 0.3% 0.1% - 4.1%

1) 391 1.8% 18.4% 30.2% 35.5% 5.1% 0.8% 0.3% - - 7.9%

5) 文系全体 345 1.2% 20.0% 31.3% 33.9% 5.2% 1.2% - - - 7.2%

) 博士前期(修士) 218 1.4% 18.8% 29.8% 36.7% 5.0% 0.9% - - - 7.3%

) 博士後期(博士) 127 0.8% 22.0% 33.9% 29.1% 5.5% 1.6% - - - 7.1%

5) 理系全体 955 1.9% 17.1% 26.7% 40.9% 7.4% 0.9% 0.4% 0.1% - 4.5%

) 博士前期(修士) 749 2.0% 17.2% 27.1% 41.1% 7.3% 0.8% 0.5% - - 3.9%

) 博士後期(博士) 206 1.5% 16.5% 25.2% 40.3% 7.8% 1.5% - 0.5% - 6.8%

7) 967 1.9% 17.6% 27.7% 40.1% 6.8% 0.8% 0.4% - - 4.7%

4) 334 1.2% 18.9% 28.4% 35.9% 6.9% 1.5% - 0.3% - 6.9%

8) 408 3.9% 18.9% 24.3% 38.0% 7.6% 1.2% - 0.2% - 5.9%

8) 888 0.7% 17.6% 29.4% 39.6% 6.4% 0.9% 0.5% - - 5.0%

自宅外

学部全体

1年生

2年生

3年生

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系

住居
区分
別

自　宅

自宅外

男性
別 女

4年生以上

大学院全体

住居
区分
別

自　宅

性
別

男

女

課程
区分
別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

文系
・

理系
×

課程
区分
別

文　系

理　系

0%

10%

20%

30%

40%

50%

大学院全体
(n=1,301)

自　宅
(n=408)

自宅外
(n=888)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)
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2. アルバイトの状況

（1） 現在のアルバイト実施状況

図表1-25　現在のアルバイト実施状況（学部）  

合 計 している していない 無回答

2) 　学部全体 2,362 63.6% 36.0% 0.4%

8) 男 1,468 59.3% 40.3% 0.4%

9) 女 889 70.6% 29.1% 0.2%

8) 文　系 1,078 69.4% 30.2% 0.4%

2) 理　系 1,282 58.8% 40.9% 0.3%

2) 1・2年生 1,072 61.3% 38.7% -

4) 3年生以上 1,284 65.7% 33.6% 0.6%

2) 自　宅 932 72.4% 27.5% 0.1%

3) 自宅外 1,423 57.9% 41.6% 0.5%

図表1-26　現在のアルバイト実施状況（大学院）  

合 計 している していない 無回答

1) 大学院全体 1,301 47.9% 51.8% 0.3%

4) 男 904 44.1% 55.8% 0.1%

1) 女 391 56.3% 43.0% 0.8%

5) 文　系 345 58.0% 41.7% 0.3%

5) 理　系 955 44.3% 55.4% 0.3%

7) 博士前期（修士） 967 50.4% 49.3% 0.3%

4) 博士後期（博士） 334 40.7% 59.0% 0.3%

8) 自　宅 408 52.5% 46.8% 0.7%

8) 自宅外 888 45.6% 54.3% 0.1%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

自　宅

自宅外

している していない 無回答

2,362

　n

932

1,423

　現在のアルバイト実施状況について、学部生の63.6%、大学院生の47.9%がアルバイトを「している」
と回答している。
　回答者属性別に見ると、学部生では「住居区分別」の差異が最も大きく、自宅学生のアルバイト実施
率が72.4%であるのに対し、自宅外学生の実施率は57.9%に留まる。
　一方、大学院生では「文系・理系別」の差異が最も大きく、文系学生の実施率が58.0%であるのに対
し、理系学生の実施率は44.3%に留まる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

している していない 無回答

1,301

　n

345

955
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（2） 1週間あたりのアルバイト従事時間数

図表1-27　1週間あたりのアルバイト従事時間数（学部） ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計
5時間
未満

5～10
時間未満

10～15
時間未満

15～20
時間未満

20～25
時間未満

25時間
以上

無回答

3) 学部全体 1,503 19.2% 28.5% 25.3% 15.2% 6.3% 5.2% 0.3%

1) 男 871 18.1% 30.7% 27.4% 12.4% 5.7% 5.4% 0.2%

8) 女 628 20.7% 25.3% 22.5% 19.3% 7.0% 4.9% 0.3%

8) 文　系 748 17.8% 23.8% 25.9% 18.4% 7.0% 6.6% 0.5%

4) 理　系 754 20.7% 33.0% 24.8% 12.1% 5.6% 3.8% -

7) 1・2年生 657 17.7% 28.0% 28.6% 15.7% 5.6% 4.1% 0.3%

4) 3年生以上 844 20.5% 28.9% 22.7% 14.8% 6.8% 6.0% 0.2%

5) 自　宅 675 21.8% 29.3% 24.3% 13.5% 6.5% 4.4% 0.1%

4) 自宅外 824 17.1% 27.8% 26.2% 16.6% 6.1% 5.8% 0.4%

図表1-28　1週間あたりのアルバイト従事時間数（大学院） ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計
5時間
未満

5～10
時間未満

10～15
時間未満

15～20
時間未満

20～25
時間未満

25時間
以上

無回答

3) 大学院全体 623 30.0% 31.0% 17.0% 11.6% 4.8% 5.3% 0.3%

9) 男 399 31.8% 33.1% 16.0% 10.5% 4.3% 4.0% 0.3%

0) 女 220 27.3% 26.8% 18.6% 13.6% 5.9% 7.7% -

0) 文　系 200 24.0% 31.5% 15.5% 13.0% 7.0% 8.5% 0.5%

3) 理　系 423 32.9% 30.7% 17.7% 10.9% 3.8% 3.8% 0.2%

7) 博士前期（修士） 487 33.1% 30.8% 16.0% 11.5% 4.5% 3.7% 0.4%

6) 博士後期（博士） 136 19.1% 31.6% 20.6% 11.8% 5.9% 11.0% -

4) 自　宅 214 29.0% 29.9% 17.8% 12.1% 4.7% 6.5% -

5) 自宅外 405 30.9% 31.4% 16.3% 11.4% 4.9% 4.7% 0.5%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0%

10%

20%

30%

40%

学部全体
(n=1,503)

文　系
(n=748)

理　系
(n=754)

0%

10%

20%

30%

40%

大学院全体
(n=623)

博士前期（修士）
(n=487)

博士後期（博士）
(n=136)

　現在、アルバイトを「している」回答者に対して、1週間あたりのアルバイト従事時間数について質問
したところ、学部生では、「5～10時間未満」が28.5%でピークであり、「10～15時間未満」が25.3%で続
く。
　一方、大学院生では、「5～10時間未満」（31.0%）と「5時間未満」（30.0%）がともに高く拮抗して
おり、従事時間数が増えるに従って、従事者の比率は減少する。
　ただし、「25時間以上」が文系と博士後期（博士）の大学院生に多いのが目立つ。
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（3） アルバイトの主な目的

図表1-29　アルバイトの主な目的（学部） ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計
生活費
・学費
のため

ﾚｼﾞｬｰ・
旅行費
のため

日常の娯楽
・嗜好品等
のため

高額商品
(自動車・PC等)
購入費のため

課外活動費
のため

その他 無回答

3) 学部全体 1,503 32.0% 16.0% 36.0% 0.9% 7.5% 7.1% 0.6%

1) 男 871 37.0% 11.6% 35.7% 1.1% 6.8% 7.1% 0.7%

8) 女 628 25.0% 22.3% 36.3% 0.5% 8.4% 7.0% 0.5%

8) 文　系 748 31.0% 19.8% 33.2% 0.5% 8.0% 7.0% 0.5%

4) 理　系 754 32.9% 12.3% 38.9% 1.2% 6.9% 7.2% 0.7%

7) 1・2年生 657 30.0% 12.3% 38.5% 0.9% 9.3% 8.4% 0.6%

4) 3年生以上 844 33.5% 19.0% 34.0% 0.8% 6.0% 6.0% 0.6%

5) 自　宅 675 20.9% 18.7% 41.5% 0.6% 10.1% 8.0% 0.3%

4) 自宅外 824 41.3% 14.0% 31.4% 1.1% 5.3% 6.1% 0.8%

図表1-30　アルバイトの主な目的（大学院） ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計
生活費
・学費
のため

ﾚｼﾞｬｰ・
旅行費
のため

日常の娯楽
・嗜好品等
のため

高額商品
(自動車・PC等)
購入費のため

課外活動費
のため

その他 無回答

3) 大学院全体 623 61.6% 7.2% 21.3% 0.2% 2.2% 6.9% 0.5%

9) 男 399 60.7% 6.0% 23.6% 0.3% 2.3% 7.0% 0.3%

0) 女 220 63.6% 9.1% 17.7% - 1.8% 6.8% 0.9%

0) 文　系 200 68.0% 7.5% 14.0% - 2.0% 7.5% 1.0%

3) 理　系 423 58.6% 7.1% 24.8% 0.2% 2.4% 6.6% 0.2%

7) 博士前期（修士） 487 55.6% 8.6% 25.9% 0.2% 2.9% 6.4% 0.4%

6) 博士後期（博士） 136 83.1% 2.2% 5.1% - - 8.8% 0.7%

4) 自　宅 214 55.6% 7.5% 25.7% - 2.8% 7.5% 0.9%

5) 自宅外 405 64.7% 7.2% 19.0% 0.2% 2.0% 6.7% 0.2%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

学部全体
(n=1,503)

自　宅
(n=675)

自宅外
(n=824)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

大学院全体
(n=623)

博士前期（修士）
(n=487)

博士後期（博士）
(n=136)

　現在、アルバイトを「している」回答者に対して、アルバイトの主な目的について質問したところ、
学部生では、「日常の娯楽・嗜好品等のため」が36.0%と最も高く、次いで「生活費・学費のため」が
32.0%であり、ここまでが3割以上である。ただし、属性別にみると、女および自宅の学生の「生活費・
学費のため」の割合は3割未満で男および自宅外に比較して少ない。
　一方、大学院生では、「生活費・学費のため」が61.6%と抜き出ており、特に、博士後期（博士）の実
に8割以上が「生活費・学費のため」と回答している。
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（4） アルバイトの紹介元

図表1-31　アルバイトの紹介元（学部）【複数回答】 ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計 阪大生協 教員 友人 家族
ｱﾙﾊﾞｲﾄ

情報誌・
新聞等

ｸﾗﾌﾞの
先輩

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ その他 無回答

3) 学部全体 1,503 2.6% 1.7% 17.9% 4.3% 23.6% 5.7% 38.2% 24.8% 0.1%

1) 男 871 2.2% 1.3% 18.8% 4.4% 22.0% 6.4% 34.3% 25.7% 0.1%

8) 女 628 3.2% 2.2% 16.6% 4.3% 25.5% 4.6% 43.6% 23.7% 0.2%

8) 文　系 748 2.3% 2.3% 17.1% 4.3% 25.9% 4.5% 39.6% 22.9% 0.3%

4) 理　系 754 2.9% 1.1% 18.7% 4.4% 21.2% 6.8% 36.7% 26.8% -

7) 1・2年生 657 1.7% 1.1% 15.4% 4.1% 21.8% 5.5% 40.2% 26.8% 0.3%

4) 3年生以上 844 3.3% 2.1% 19.9% 4.5% 24.9% 5.8% 36.7% 23.2% -

5) 自　宅 675 1.8% 1.9% 14.5% 7.6% 24.0% 3.3% 32.3% 34.4% -

4) 自宅外 824 3.3% 1.5% 20.8% 1.6% 23.3% 7.6% 43.0% 17.0% 0.2%

図表1-32　アルバイトの紹介元（大学院）【複数回答】 ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計 阪大生協 教員 友人 家族
ｱﾙﾊﾞｲﾄ

情報誌・
新聞等

ｸﾗﾌﾞの
先輩

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ その他 無回答

3) 大学院全体 623 2.6% 24.2% 22.3% 1.8% 18.6% 3.2% 21.2% 23.3% 0.2%

9) 男 399 2.8% 22.3% 22.3% 1.8% 16.8% 3.5% 24.1% 21.1% -

0) 女 220 2.3% 27.7% 22.3% 1.8% 21.8% 2.7% 15.9% 26.8% 0.5%

0) 文　系 200 3.0% 24.5% 23.5% 1.0% 22.0% 1.0% 18.0% 27.0% -

3) 理　系 423 2.4% 24.1% 21.7% 2.1% 17.0% 4.3% 22.7% 21.5% 0.2%

7) 博士前期（修士） 487 3.1% 17.0% 23.0% 1.8% 21.1% 4.1% 24.4% 21.8% 0.2%

6) 博士後期（博士） 136 0.7% 50.0% 19.9% 1.5% 9.6% - 9.6% 28.7% -

4) 自　宅 214 1.9% 23.4% 17.8% 3.7% 17.3% 1.4% 15.9% 34.6% 0.5%

5) 自宅外 405 3.0% 24.4% 24.7% 0.7% 19.0% 4.2% 24.2% 17.5% -

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=1,503)

自　宅
(n=675)

自宅外
(n=824)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=623)

博士前期（修士）
(n=487)

博士後期（博士）
(n=136)

　現在、アルバイトを「している」回答者に対して、アルバイトの紹介元について質問したところ、学
部生では、「インターネット」が38.2%と最も高く、次いで「その他」（24.8%）、「アルバイト情報
誌・新聞等」（23.6%）と続く。
　一方、大学院生では、「教員」が24.2%と最も高く、この点が学部生とは大きく異なる。特に、博士
後期（博士）の5割が「教員」と回答している。以下、「その他」（23.3%）、「友人」（22.3%）、
「インターネット」（21.2%）が2割台で続く。
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（5） アルバイトと学業との関係

図表1-33　アルバイトと学業との関係（学部） ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計
学業にかなり
支障がある

学業に少し
支障がある

学業に
支障はない

無回答

3) 　学部全体 1,503 3.2% 26.4% 70.1% 0.3%

1) 男 871 3.2% 27.3% 69.2% 0.2%

8) 女 628 3.2% 25.2% 71.3% 0.3%

8) 文　系 748 3.2% 25.5% 71.0% 0.3%

4) 理　系 754 3.2% 27.2% 69.4% 0.3%

7) 1・2年生 657 3.3% 28.0% 68.2% 0.5%

4) 3年生以上 844 3.1% 25.1% 71.7% 0.1%

5) 自　宅 675 2.2% 26.8% 70.8% 0.1%

4) 自宅外 824 4.0% 26.2% 69.4% 0.4%

図表1-34　アルバイトと学業との関係（大学院） ※現在、アルバイトを「している」回答者のみ

合 計
学業にかなり
支障がある

学業に少し
支障がある

学業に
支障はない

無回答

3) 大学院全体 623 5.6% 32.3% 62.0% 0.2%

9) 男 399 5.3% 30.6% 64.2% -

0) 女 220 5.9% 35.9% 58.2% -

0) 文　系 200 8.5% 39.0% 52.0% 0.5%

3) 理　系 423 4.3% 29.1% 66.7% -

7) 博士前期（修士） 487 4.3% 31.8% 63.7% 0.2%

6) 博士後期（博士） 136 10.3% 33.8% 55.9% -

4) 自　宅 214 5.6% 31.3% 63.1% -

自宅外 405 5.7% 33.1% 61.0% 0.2%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

学業にかなり
支障がある

学業に少し
支障がある

学業に
支障はない

無回答

623

　n

200

423

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

1・2年生

3年生以上

学業にかなり
支障がある

学業に少し
支障がある

学業に
支障はない

無回答

1,503

　n

657

844

　現在、アルバイトを「している」回答者に対して、アルバイトと学業との関係（支障の有無）につい
て質問したところ、学部生の70.1%、大学院生の62.0%は「学業に支障はない」と回答、学部生の26.4%・
大学院生の32.3%は「学業に少し支障がある」と回答している。「学業にかなり支障がある」回答者も、
学部生の3.2%・大学院生の5.6%と僅かながら存在しており、特に、博士後期（博士）においては10.3%が
「学業にかなり支障がある」と回答している。また、理系より文系の大学院生の方が、学業に支障があ
る比率が高くなっている。（博士後期および文系の大学院生の方が従事時間数が長いことと関連がある
ものと推察される）
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3. 奨学金受給の状況

図表1-35　奨学金受給の現状と受給希望の有無（学部）  

合 計
現在、受給中で
あるが、更に

希望する

現在、受給中で
あるが、更には
希望しない

現在、受給して
いないが、
希望する

現在、受給して
いないし、

希望もしない
無回答

2) 学部全体 2,362 12.9% 21.1% 15.5% 50.2% 0.3%

8) 男 1,468 14.0% 22.0% 15.9% 47.8% 0.3%

9) 女 889 11.2% 19.7% 14.7% 54.1% 0.2%

8) 文　系 1,078 11.1% 21.3% 13.7% 53.3% 0.5%

2) 理　系 1,282 14.4% 20.8% 17.0% 47.7% 0.1%

2) 1・2年生 1,072 12.4% 21.0% 13.7% 52.7% 0.2%

4) 3年生以上 1,284 13.3% 21.3% 17.0% 48.1% 0.3%

2) 自　宅 932 9.2% 14.8% 17.4% 58.4% 0.2%

3) 自宅外 1,423 15.4% 25.2% 14.2% 45.0% 0.2%

図表1-36　奨学金受給の現状と受給希望の有無（大学院）  

合 計
現在、受給中で
あるが、更に

希望する

現在、受給中で
あるが、更には
希望しない

現在、受給して
いないが、
希望する

現在、受給して
いないし、

希望もしない
無回答

1) 大学院全体 1,301 14.4% 35.7% 16.3% 33.4% 0.2%

4) 男 904 14.9% 38.3% 13.4% 33.3% 0.1%

1) 女 391 13.0% 30.2% 23.0% 33.2% 0.5%

5) 文　系 345 16.8% 22.3% 28.4% 31.9% 0.6%

5) 理　系 955 13.5% 40.5% 11.9% 33.9% 0.1%

7) 博士前期（修士） 967 13.0% 37.0% 15.7% 34.0% 0.2%

4) 博士後期（博士） 334 18.3% 32.0% 18.0% 31.4% 0.3%

8) 自　宅 408 11.5% 26.5% 15.7% 46.1% 0.2%

8) 自宅外 888 15.7% 40.0% 16.7% 27.6% 0.1%

課程
区分別

住居
区分別
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学年別
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区分別
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文系・
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学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

文　系
(n=345)

理　系
(n=955)

　奨学金受給の状況について、学部生では、「現在、受給していないし、希望もしない」が50.2%と抜き
出て高く、一方、大学院生では、「現在、受給中であるが、更には希望しない」が35.7%、「現在、受給
していないし、希望もしない」が33.4%で拮抗している。
　なお、現在の奨学金受給率は、学部生が34.0%、大学院生が50.1%である。
　また、今後新たに奨学金の受給を希望する学生の率は、学部生が28.4%、大学院生が30.7%である。言
い換えれば、学部生・大学院生ともに、学生の約7割は、新たな奨学金受給を必ずしも希望していない。
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4. 住居の状況

（1） 現在の住居区分

図表1-37　現在の住居区分（学部）  

合 計 自宅
居室にﾊﾞｽ･
ﾄｲﾚ等がない
ｱﾊﾟｰﾄ等

居室にﾊﾞｽ･
ﾄｲﾚ等がある
ｱﾊﾟｰﾄ等

学寮 その他 無回答

2) 学部全体 2,362 39.5% 1.8% 52.5% 4.4% 1.5% 0.3%

8) 男 1,468 36.5% 2.5% 54.8% 4.4% 1.4% 0.3%

9) 女 889 44.3% 0.8% 48.7% 4.5% 1.6% 0.1%

8) 文　系 1,078 40.4% 1.9% 50.3% 5.8% 1.4% 0.2%

2) 理　系 1,282 38.7% 1.8% 54.4% 3.3% 1.6% 0.3%

2) 1・2年生 1,072 43.5% 2.4% 47.8% 4.5% 1.6% 0.3%

4) 3年生以上 1,284 36.1% 1.3% 56.6% 4.4% 1.4% 0.2%

図表1-38　現在の住居区分（大学院）  

合 計 自宅
居室にﾊﾞｽ･
ﾄｲﾚ等がない
ｱﾊﾟｰﾄ等

居室にﾊﾞｽ･
ﾄｲﾚ等がある
ｱﾊﾟｰﾄ等

学寮 その他 無回答

1) 大学院全体 1,301 31.4% 2.2% 64.6% - 1.5% 0.4%

4) 男 904 29.0% 2.4% 66.7% - 1.4% 0.4%

1) 女 391 36.8% 1.5% 59.6% - 1.8% 0.3%

5) 文　系 345 32.5% 1.4% 63.5% - 2.0% 0.6%

5) 理　系 955 31.0% 2.4% 64.9% - 1.4% 0.3%

7) 博士前期（修士） 967 30.9% 2.2% 65.0% - 1.6% 0.3%

4) 博士後期（博士） 334 32.6% 2.1% 63.2% - 1.5% 0.6%
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(n=2,362)
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(n=1,468)
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(n=391)

　現在の住居について、学部生・大学院生ともに「居室にバス・トイレ等があるアパート等」（学部生
の52.5%、大学院生の64.6%）が最も高く、次いで「自宅」（学部生の39.5%、大学院生の31.4%）がとも
に続く。学部生には「学寮」の選択もあり、学部生の4.4%が学寮居住者である。
　「自宅」は学部生・大学院生ともに女の方が男よりも高く、また学部1･2年生（43.5%）、3年生
（36.1%）、大学院生（31.4%）と比率が低下している。
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（2） 現住居の紹介者

図表1-39　現住居の紹介者（学部） ※自宅外居住者のみ（学寮居住者を除く）

合 計 阪大生協 不動産業者 教員 先輩・友人 家族・親戚 その他 無回答

8) 学部全体 1,318 29.3% 57.5% - 2.0% 6.3% 3.4% 1.5%

2) 男 862 31.2% 54.9% - 2.4% 6.5% 3.2% 1.7%

4) 女 454 25.8% 62.3% - 1.1% 5.9% 3.7% 1.1%

7) 文　系 577 28.8% 59.4% - 2.1% 5.9% 3.1% 0.7%

0) 理　系 740 29.7% 55.9% - 1.9% 6.6% 3.6% 2.2%

5) 1・2年生 555 32.3% 53.0% - 1.6% 8.6% 3.4% 1.1%

2) 3年生以上 762 27.2% 60.8% - 2.2% 4.6% 3.4% 1.8%

図表1-40　現住居の紹介者（大学院） ※自宅外居住者のみ（学寮居住者を除く）

合 計 阪大生協 不動産業者 教員 先輩・友人 家族・親戚 その他 無回答

8) 大学院全体 888 26.2% 59.5% 0.6% 4.3% 2.0% 5.4% 2.0%

8) 男 638 29.6% 57.7% 0.3% 3.3% 2.2% 4.5% 2.4%

6) 女 246 17.5% 64.6% 1.2% 6.9% 1.6% 6.9% 1.2%

1) 文　系 231 22.9% 57.1% 0.9% 7.8% 1.7% 6.9% 2.6%

6) 理　系 656 27.4% 60.2% 0.5% 3.0% 2.1% 4.9% 1.8%

5) 博士前期（修士） 665 26.5% 60.0% 0.3% 3.8% 2.6% 5.0% 2.0%

3) 博士後期（博士） 223 25.6% 57.8% 1.3% 5.8% 0.4% 6.7% 2.2%
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(n=1,318)

男
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女
(n=454)
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大学院全体
(n=888)

男
(n=638)

女
(n=246)

　学寮居住者を除く自宅外居住者（アパート等、その他）に対して、現住居の紹介者について質問した
ところ、学部生・大学院生ともに「不動産業者」（学部生の57.5%、大学院生の59.5%）が抜き出て高
く、次いで「阪大生協」（学部生の29.3%、大学院生の26.2%）がともに続く。この他の紹介者は、総じ
て1割未満と低い。
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（3） 居住地域

図表1-41　居住地域（学部）  

石橋 蛍池
瀬川・
柴原・
宮川町

少路 刀根山 桜塚

2) 学部全体 2,362 34.8% 15.5% 5.8% 9.2% 1.1% 2.7% 0.4%

2) 自　宅 932 3.8% 1.1% 0.4% 0.2% 1.3% 0.3% 0.4%

3) 自宅外 1,423 55.1% 24.9% 9.4% 15.1% 0.9% 4.3% 0.4%

小野原 北千里 春日丘 間谷 彩都 豊川

2) 学部全体 13.5% 10.5% 1.0% 1.9% 5.5% 3.9% 0.8% 0.8%

2) 自　宅 3.2% 1.4% 1.2% 0.6% 0.2% 0.2% - -

3) 自宅外 20.2% 16.6% 0.9% 2.7% 8.9% 6.3% 1.3% 1.3%

大阪府 兵庫県 京都府 奈良県 その他

2) 学部全体 26.2% 11.3% 2.7% 3.0% 2.0% 1.1%

2) 自　宅 46.2% 27.1% 5.9% 7.3% 4.1% 2.1%

3) 自宅外 13.1% 0.9% 0.6% 0.3% 0.6% 0.2%

箕面
ｷｬﾝﾊﾟｽ

付近（計）

住居
区分別

無回答

（内訳）

住居
区分別

合 計

吹田
ｷｬﾝﾊﾟｽ

付近（計）

上記以外地域

住居
区分別

豊中
ｷｬﾝﾊﾟｽ

付近（計）

（内訳）

（内訳）

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)

　居住地域について、学部生では、「豊中キャンパス付近」が34.8%と最も高く、次いで「上記以外の大
阪府」が26.2%で続く。なお、「吹田キャンパス付近」は13.5%、「箕面キャンパス付近」は5.5%、他府
県は19.0%である。なお、結果として、自宅外学生の方がよりキャンパス付近に居住している。
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20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)
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図表1-42　居住地域（大学院）  

石橋 蛍池
瀬川・
柴原・
宮川町

少路 刀根山 桜塚

1) 大学院全体 1,301 24.9% 11.5% 5.3% 5.8% 0.6% 1.2% 0.5%

8) 自　宅 408 4.7% 1.7% - 0.5% 1.5% 0.2% 0.7%

8) 自宅外 888 34.0% 15.9% 7.7% 8.2% 0.2% 1.7% 0.3%

小野原 北千里 春日丘 間谷 彩都 豊川

1) 大学院全体 28.0% 22.5% 2.1% 3.4% 6.0% 3.8% 0.7% 1.5%

8) 自　宅 3.4% 0.7% 1.5% 1.2% 1.0% 0.7% 0.2% -

8) 自宅外 39.4% 32.7% 2.4% 4.4% 8.3% 5.2% 0.9% 2.3%

大阪府 兵庫県 京都府 奈良県 その他

1) 大学院全体 26.3% 7.0% 3.0% 1.6% 2.7% 0.5%

8) 自　宅 49.8% 20.6% 8.8% 4.7% 5.6% 1.5%

8) 自宅外 15.5% 0.7% 0.3% 0.2% 1.4% 0.1%

箕面
ｷｬﾝﾊﾟｽ

付近（計）

住居
区分別

無回答

（内訳）

住居
区分別

合 計

吹田
ｷｬﾝﾊﾟｽ

付近（計）

上記以外地域

住居
区分別

豊中
ｷｬﾝﾊﾟｽ

付近（計）

（内訳）

（内訳）

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

自　宅
(n=408)

自宅外
(n=888)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

自　宅
(n=408)

自宅外
(n=888)

　居住地域について、大学院生では、「吹田キャンパス付近」が28.0%と最も高く、次いで「上記以外の
大阪府」が26.3%、「豊中キャンパス付近」が24.9%と僅差で続く。なお、「箕面キャンパス付近」は
6.0%、他府県は14.3%である。学部生と同様、自宅外学生の方がよりキャンパス付近に居住している。

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

自　宅
(n=408)

自宅外
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5. 通学の状況

（1） 主な通学手段

図表1-43　主な通学手段（学部）【複数回答】  

合 計 徒歩のみ 自転車
自動二輪
・原付

自動車 電車
大阪
ﾓﾉﾚｰﾙ

路線
ﾊﾞｽ

学内連絡
ﾊﾞｽ

その他 無回答

2) 学部全体 2,362 10.4% 49.2% 9.2% 1.5% 36.7% 10.2% 9.0% 9.0% 0.3% 0.3%

8) 男 1,468 8.4% 56.3% 11.0% 1.4% 33.2% 8.2% 5.2% 6.9% 0.3% 0.2%

9) 女 889 13.8% 37.6% 6.3% 1.8% 42.6% 13.5% 15.4% 12.3% 0.2% 0.2%

8) 文　系 1,078 14.3% 42.7% 6.8% 1.4% 39.3% 11.8% 12.9% 11.2% 0.5% 0.2%

2) 理　系 1,282 7.2% 54.7% 11.3% 1.6% 34.6% 8.9% 5.8% 7.0% 0.1% 0.2%

2) 1・2年生 1,072 12.1% 47.9% 4.1% 0.8% 42.5% 11.0% 8.3% 7.3% 0.4% 0.1%

4) 3年生以上 1,284 9.0% 50.2% 13.6% 2.1% 31.9% 9.6% 9.7% 10.4% 0.2% 0.3%

2) 自　宅 932 0.5% 31.4% 6.5% 3.0% 81.1% 17.1% 15.5% 4.1% 0.6% -

3) 自宅外 1,423 16.9% 60.8% 11.0% 0.6% 7.7% 5.8% 4.8% 12.2% - 0.3%

図表1-44　主な通学手段（大学院）【複数回答】  

合 計 徒歩のみ 自転車
自動二輪
・原付

自動車 電車
大阪
ﾓﾉﾚｰﾙ

路線
ﾊﾞｽ

学内連絡
ﾊﾞｽ

その他 無回答

1) 大学院全体 1,301 9.1% 49.4% 18.6% 6.9% 25.9% 9.1% 6.5% 4.8% 0.4% 0.2%

4) 男 904 7.9% 49.4% 23.7% 6.5% 23.5% 7.3% 4.2% 4.1% 0.2% 0.1%

1) 女 391 12.3% 48.6% 6.9% 7.9% 31.2% 13.3% 11.8% 6.4% 0.8% 0.3%

5) 文　系 345 17.7% 43.2% 6.1% 4.1% 34.8% 12.2% 13.0% 7.2% 1.2% -

5) 理　系 955 6.1% 51.7% 23.1% 7.9% 22.7% 8.1% 4.2% 4.0% 0.1% 0.2%

7) 博士前期（修士） 967 8.0% 52.1% 21.3% 5.0% 26.2% 8.3% 5.4% 4.7% 0.4% 0.2%

4) 博士後期（博士） 334 12.6% 41.6% 10.8% 12.6% 25.1% 11.7% 9.9% 5.4% 0.3% -

8) 自　宅 408 1.0% 28.9% 12.5% 14.0% 66.9% 17.4% 13.2% 4.2% 0.7% -

8) 自宅外 888 13.0% 58.8% 21.4% 3.7% 6.9% 5.3% 3.5% 5.2% 0.2% 0.2%
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　主な通学手段について、学部生・大学院生ともに「自転車」（ともに49%台）が最も高く、次いで「電
車」（学部生の36.7%、大学院生の25.9%）がともに続く。大学院生では、次点として「自動二輪・原
付」（18.6%）が挙げられる。
　なお、結果として、よりキャンパス付近に居住している可能性が高い自宅外学生は「自転車」の比率
が抜き出て高く、逆に、遠方に居住している可能性が高い自宅学生は「電車」の比率が抜き出て高く
なっている。
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（2） 通学所要時間（片道）

図表1-45　通学所要時間（片道）（学部）

合 計 30分未満
30分～

1時間未満

1時間～
1時間30分

未満

1時間30分
以上

無回答

2) 学部全体 2,362 50.6% 17.7% 14.7% 16.5% 0.5%

8) 男 1,468 56.4% 15.9% 13.2% 14.0% 0.5%

9) 女 889 41.1% 20.7% 17.0% 20.8% 0.4%

8) 文　系 1,078 45.7% 19.4% 15.8% 18.7% 0.4%

2) 理　系 1,282 54.7% 16.3% 13.8% 14.7% 0.5%

2) 1・2年生 1,072 47.3% 16.8% 17.4% 18.5% 0.1%

4) 3年生以上 1,284 53.4% 18.5% 12.5% 14.9% 0.8%

2) 自　宅 932 8.7% 18.8% 32.2% 40.0% 0.3%

3) 自宅外 1,423 78.1% 17.0% 3.2% 1.2% 0.5%

図表1-46　通学所要時間（片道）（大学院）

合 計 30分未満
30分～

1時間未満

1時間～
1時間30分

未満

1時間30分
以上

無回答

1) 大学院全体 1,301 63.0% 14.5% 10.9% 11.0% 0.6%

4) 男 904 65.7% 14.2% 9.5% 9.8% 0.8%

1) 女 391 56.8% 15.3% 14.3% 13.3% 0.3%

5) 文　系 345 53.3% 17.7% 13.9% 14.5% 0.6%

5) 理　系 955 66.5% 13.3% 9.8% 9.7% 0.6%

7) 博士前期（修士） 967 63.0% 14.1% 10.9% 11.3% 0.8%

4) 博士後期（博士） 334 63.2% 15.6% 11.1% 10.2% -

8) 自　宅 408 16.9% 20.8% 28.7% 33.3% 0.2%

8) 自宅外 888 84.3% 11.6% 2.5% 0.8% 0.8%
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　大学までの片道の通学所要時間について、学部生・大学院生ともに「30分未満」（学部生の50.6%、大
学院生の63.0%）が抜き出て高く、通学所要時間が長くなるに従って、回答者の比率は減少する。
　ただし、自宅学生については、通学所要時間が長くなるに従って、逆に回答者の比率は増加し、「1時
間30分以上」が最も高くなっている。
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6. 運転免許証の取得状況、及び自動車・バイクの保有状況

（1） 運転免許証の取得状況

図表1-47　運転免許証の取得状況（学部）  

合 計
自動車
及び

自動二輪車

自動車
のみ取得

自動二輪車
のみ取得

原付自転車
のみ取得

いずれも
取得

していない
無回答

2) 学部全体 2,362 8.9% 52.1% 0.8% 1.6% 36.5% 0.2%

8) 男 1,468 10.8% 54.6% 0.9% 1.6% 31.9% 0.1%

9) 女 889 5.7% 48.0% 0.6% 1.5% 44.1% 0.1%

8) 文　系 1,078 6.7% 46.8% 0.8% 1.9% 43.5% 0.2%

2) 理　系 1,282 10.8% 56.6% 0.7% 1.2% 30.6% 0.1%

2) 1・2年生 1,072 3.5% 37.1% 0.5% 2.3% 56.4% 0.1%

4) 3年生以上 1,284 13.4% 64.7% 1.0% 0.9% 19.9% 0.2%

2) 自　宅 932 8.2% 49.1% 0.1% 1.2% 41.3% 0.1%

3) 自宅外 1,423 9.4% 54.2% 1.2% 1.8% 33.4% 0.1%

図表1-48　運転免許証の取得状況（大学院）  

合 計
自動車
及び

自動二輪車

自動車
のみ取得

自動二輪車
のみ取得

原付自転車
のみ取得

いずれも
取得

していない
無回答

1) 大学院全体 1,301 16.8% 62.9% 0.9% 1.5% 17.8% 0.2%

4) 男 904 20.9% 65.0% 1.1% 1.0% 11.8% 0.1%

1) 女 391 7.4% 57.8% 0.5% 2.6% 31.5% 0.3%

5) 文　系 345 11.9% 51.6% 0.9% 1.4% 34.2% -

5) 理　系 955 18.6% 66.9% 0.9% 1.5% 11.8% 0.2%

7) 博士前期（修士） 967 16.5% 64.7% 0.6% 1.8% 16.1% 0.2%

4) 博士後期（博士） 334 17.7% 57.5% 1.8% 0.6% 22.5% -

8) 自　宅 408 19.1% 65.7% 0.7% 1.0% 13.0% 0.5%

8) 自宅外 888 15.8% 61.7% 1.0% 1.7% 19.8% -
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　運転免許証の取得状況について、学部生・大学院生ともに「自動車のみ取得」（学部生の52.1%、大
学院生の62.9%）が最も高い。「いずれも取得していない」も高く、学部生の36.5%、大学院生の17.8%
が自動車免許も自動二輪車・原付免許の何れも取得しておらず、特に女の方が男よりも高い。
　なお、自動車免許の取得率は、学部生が61.0%、大学院生が79.7%である。
　また、自動二輪車または原付免許の取得率は、学部生が11.3%、大学院生が19.2%である。
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（2） 自由に使用できる自動車・バイクの有無

図表1-49　自由に使用できる自動車・バイクの有無（学部）

合 計
自動車

のみあり
バイク

のみあり
両方とも

ある
どちらも

ない
無回答

2) 学部全体 2,362 11.1% 10.6% 2.4% 75.5% 0.4%

8) 男 1,468 10.6% 13.1% 2.8% 73.2% 0.4%

9) 女 889 11.8% 6.5% 1.8% 79.6% 0.2%

8) 文　系 1,078 12.2% 8.2% 2.1% 77.2% 0.3%

2) 理　系 1,282 10.1% 12.6% 2.7% 74.2% 0.4%

2) 1・2年生 1,072 11.4% 5.3% 1.5% 81.4% 0.4%

4) 3年生以上 1,284 10.9% 15.0% 3.2% 70.6% 0.3%

2) 自　宅 932 20.7% 6.7% 4.0% 68.2% 0.4%

3) 自宅外 1,423 4.7% 13.2% 1.4% 80.5% 0.2%

図表1-50　自由に使用できる自動車・バイクの有無（大学院）

合 計
自動車

のみあり
バイク

のみあり
両方とも

ある
どちらも

ない
無回答

1) 大学院全体 1,301 13.8% 19.6% 3.8% 62.0% 0.8%

4) 男 904 12.5% 24.7% 4.6% 57.6% 0.6%

1) 女 391 16.9% 8.2% 1.8% 71.9% 1.3%

5) 文　系 345 13.9% 9.0% 3.5% 72.2% 1.4%

5) 理　系 955 13.7% 23.5% 4.0% 58.3% 0.5%

7) 博士前期（修士） 967 12.6% 22.1% 3.6% 61.1% 0.5%

4) 博士後期（博士） 334 17.4% 12.3% 4.5% 64.4% 1.5%

8) 自　宅 408 27.9% 11.8% 7.1% 51.7% 1.5%

8) 自宅外 888 7.4% 23.3% 2.3% 66.6% 0.5%
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　自由に使用できる自動車・バイク（自動二輪車・原付自転車）の有無について、学部生の75.5%、大学
院生の62.0%が「どちらもない」と回答している。
　なお、自由に使用できる自動車の保有率は、学部生が13.5%、大学院生が17.6%である。
　また、自由に使用できるバイクの保有率は、学部生が13.0%、大学院生が23.4%である。
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7. 土曜日・日曜日の登校状況

（1） 1ヶ月あたりの土曜日の登校回数（授業期間中の通常の1ヶ月）

図表1-51　1ヶ月あたりの土曜日の登校回数（授業期間中の通常の1ヶ月）（学部）

合 計 1～2回 3回以上 登校していない 無回答

2) 学部全体 2,362 22.5% 29.9% 46.3% 1.2%

8) 男 1,468 24.0% 32.0% 42.8% 1.2%

9) 女 889 20.2% 26.5% 52.0% 1.2%

8) 文　系 1,078 23.7% 27.2% 47.9% 1.3%

2) 理　系 1,282 21.6% 32.3% 45.0% 1.1%

2) 1・2年生 1,072 18.4% 34.2% 46.2% 1.2%

4) 3年生以上 1,284 25.9% 26.4% 46.6% 1.1%

2) 自　宅 932 19.4% 27.6% 51.8% 1.2%

3) 自宅外 1,423 24.5% 31.6% 42.9% 1.1%

図表1-52　1ヶ月あたりの土曜日の登校回数（授業期間中の通常の1ヶ月）（大学院）

合 計 1～2回 3回以上 登校していない 無回答

1) 大学院全体 1,301 36.0% 41.4% 21.2% 1.4%

4) 男 904 36.4% 43.8% 18.4% 1.4%

1) 女 391 34.8% 35.8% 28.1% 1.3%

5) 文　系 345 31.0% 38.3% 29.6% 1.2%

5) 理　系 955 37.8% 42.5% 18.2% 1.5%

7) 博士前期（修士） 967 38.4% 38.3% 21.8% 1.6%

4) 博士後期（博士） 334 29.0% 50.6% 19.5% 0.9%

8) 自　宅 408 36.8% 29.7% 31.1% 2.5%

8) 自宅外 888 35.7% 46.8% 16.6% 0.9%
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　研究やサークル活動等での1ヶ月あたりの土曜日の登校回数について、学部生では、「登校していな
い」が46.3%と最も高く、次いで「3回以上」（29.9%）、「1～2回」（22.5%）と続く。
　一方、大学院生では、「3回以上」が41.4%と最も高く、次いで「1～2回」（36.0%）、「登校していな
い」（21.2%）と続く。
　なお、土曜日の登校回数は、学部生より大学院生の方が明らかに多く、また自宅よりも自宅外の方が
多い。
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（2） 1ヶ月あたりの日曜日の登校回数（授業期間中の通常の1ヶ月）

図表1-53　1ヶ月あたりの日曜日の登校回数（授業期間中の通常の1ヶ月）（学部）

合 計 1～2回 3回以上 登校していない 無回答

2) 学部全体 2,362 26.4% 9.9% 63.1% 0.6%

8) 男 1,468 27.7% 11.3% 60.6% 0.5%

9) 女 889 24.4% 7.5% 67.4% 0.7%

8) 文　系 1,078 25.8% 9.4% 64.4% 0.5%

2) 理　系 1,282 27.0% 10.3% 62.1% 0.6%

2) 1・2年生 1,072 24.7% 9.2% 65.4% 0.7%

4) 3年生以上 1,284 27.8% 10.4% 61.3% 0.5%

2) 自　宅 932 23.2% 7.7% 68.2% 0.9%

3) 自宅外 1,423 28.5% 11.3% 59.9% 0.3%

図表1-54　1ヶ月あたりの日曜日の登校回数（授業期間中の通常の1ヶ月）（大学院）

合 計 1～2回 3回以上 登校していない 無回答

1) 大学院全体 1,301 41.5% 24.6% 33.7% 0.2%

4) 男 904 42.5% 26.4% 31.0% 0.1%

1) 女 391 38.9% 20.5% 40.4% 0.3%

5) 文　系 345 29.9% 29.9% 40.0% 0.3%

5) 理　系 955 45.8% 22.6% 31.5% 0.1%

7) 博士前期（修士） 967 43.4% 21.2% 35.2% 0.2%

4) 博士後期（博士） 334 35.9% 34.4% 29.6% -

8) 自　宅 408 37.0% 15.2% 47.8% -

8) 自宅外 888 43.8% 28.9% 27.0% 0.2%
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　研究やサークル活動等での1ヶ月あたりの日曜日の登校回数について、学部生では、「登校していな
い」が63.1%と抜き出て高く、次いで「1～2回」（26.4%）、「3回以上」（9.9%）と続く。
　一方、大学院生では、「1～2回以上」が41.5%と最も高く、次いで「登校していない」（33.7%）、「3
回以上」（24.6%）と続く。
　なお、日曜日の登校回数は、学部生より大学院生の方が明らかに多く、また自宅よりも自宅外の方が
多い。
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8. 食生活の状況

（1） 平日の食事の主な摂取状況

 （a） 朝食

図表1-55　平日の朝食の主な摂取状況（学部）  

合 計
自炊

（弁当持参
を含む）

学内食堂で
食事

学内売店で
購入

学外店舗で
購入・食事

食べない 無回答

2) 学部全体 2,362 76.5% 3.3% 1.4% 4.2% 14.3% 0.3%

8) 男 1,468 70.0% 4.7% 1.2% 5.5% 18.3% 0.3%

9) 女 889 87.5% 1.0% 1.6% 2.1% 7.5% 0.2%

8) 文　系 1,078 80.9% 2.5% 1.6% 3.2% 11.7% 0.2%

2) 理　系 1,282 72.9% 4.0% 1.2% 5.1% 16.5% 0.3%

2) 1・2年生 1,072 80.2% 3.4% 0.7% 3.9% 11.6% 0.3%

4) 3年生以上 1,284 73.5% 3.3% 1.9% 4.4% 16.6% 0.2%

2) 自　宅 932 91.0% 1.3% 0.3% 1.1% 5.8% 0.5%

3) 自宅外 1,423 67.2% 4.6% 2.0% 6.3% 19.9% -

図表1-56　平日の朝食の主な摂取状況（大学院）  

合 計
自炊

（弁当持参
を含む）

学内食堂で
食事

学内売店で
購入

学外店舗で
購入・食事

食べない 無回答

1) 大学院全体 1,301 65.1% 3.9% 2.5% 7.0% 21.4% 0.1%

4) 男 904 59.3% 4.8% 3.0% 7.4% 25.4% 0.1%

1) 女 391 78.5% 2.0% 1.5% 6.1% 11.8% -

5) 文　系 345 72.5% 4.3% 1.4% 6.4% 15.4% -

5) 理　系 955 62.4% 3.8% 2.9% 7.2% 23.6% 0.1%

7) 博士前期（修士） 967 64.1% 3.5% 2.5% 6.7% 23.1% 0.1%

4) 博士後期（博士） 334 68.0% 5.1% 2.7% 7.8% 16.5% -

8) 自　宅 408 84.3% 1.7% 1.7% 2.7% 9.6% -

8) 自宅外 888 56.1% 5.0% 2.9% 9.0% 26.9% 0.1%

住居
区分別

課程
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

性別

文系・
理系別

住居
区分別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

大学院全体
(n=1,301)

自　宅
(n=408)

自宅外
(n=888)

　平日の朝食の主な摂取状況について、学部生・大学院生ともに「自炊（弁当持参を含む）」（学部生
の76.5%、大学院生の65.1%）が抜き出て高い。一方、「食べない」回答者も少なからず存在しており、
学部生の14.3%、大学院生の21.4%は、平日の朝食を食べていない。
　なお、「食べない」回答者は、自宅学生より自宅外学生の方が明らかに多い。
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 （b） 昼食

図表1-57　平日の昼食の主な摂取状況（学部）  

合 計
自炊

（弁当持参
を含む）

学内食堂で
食事

学内売店で
購入

学外店舗で
購入・食事

食べない 無回答

2) 学部全体 2,362 23.7% 57.5% 10.7% 3.0% 1.2% 3.9%

8) 男 1,468 14.2% 67.8% 9.5% 2.9% 1.6% 4.1%

9) 女 889 39.5% 40.6% 12.6% 3.1% 0.6% 3.6%

8) 文　系 1,078 27.0% 55.3% 10.1% 2.4% 1.3% 3.9%

2) 理　系 1,282 21.0% 59.4% 11.2% 3.4% 1.1% 3.9%

2) 1・2年生 1,072 22.9% 61.3% 8.2% 1.7% 1.1% 4.8%

4) 3年生以上 1,284 24.3% 54.4% 12.8% 4.0% 1.2% 3.2%

2) 自　宅 932 34.5% 48.9% 9.2% 2.9% 1.1% 3.3%

3) 自宅外 1,423 16.7% 63.2% 11.7% 3.0% 1.3% 4.2%

図表1-58　平日の昼食の主な摂取状況（大学院）  

合 計
自炊

（弁当持参
を含む）

学内食堂で
食事

学内売店で
購入

学外店舗で
購入・食事

食べない 無回答

1) 大学院全体 1,301 21.8% 52.2% 13.5% 7.4% 1.6% 3.5%

4) 男 904 16.0% 59.6% 12.8% 6.7% 1.9% 2.9%

1) 女 391 35.0% 35.5% 14.8% 8.7% 1.0% 4.9%

5) 文　系 345 29.9% 47.0% 9.0% 7.2% 2.6% 4.3%

5) 理　系 955 19.0% 54.1% 15.2% 7.3% 1.3% 3.1%

7) 博士前期（修士） 967 21.3% 54.0% 13.9% 6.3% 1.7% 2.9%

4) 博士後期（博士） 334 23.4% 47.0% 12.6% 10.5% 1.5% 5.1%

8) 自　宅 408 34.3% 39.2% 11.5% 9.3% 2.2% 3.4%

8) 自宅外 888 16.0% 58.1% 14.5% 6.5% 1.4% 3.5%

住居
区分別

課程
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

性別

文系・
理系別

住居
区分別
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20%

40%

60%

80%

100%

学部全体
(n=2,362)

男
(n=1,468)

女
(n=889)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

大学院全体
(n=1,301)

男
(n=904)

女
(n=391)

　平日の昼食の主な摂取状況について、学部生・大学院生ともに「学内食堂で食事」（学部生の
57.5%、大学院生の52.2%）が抜き出て高く、次いで「自炊（弁当持参を含む）」（学部生の23.7%、大
学院生の21.8%）、「学内売店で購入」（学部生の10.7%、大学院生の13.5%）がともに続く。
　自宅外学生より自宅学生の方が、「自炊」は明らかに高く、「学内食堂で食事」は明らかに低い。
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 （c） 夕食

図表1-59　平日の夕食の主な摂取状況（学部）  

合 計
自炊

（弁当持参
を含む）

学内食堂で
食事

学内売店で
購入

学外店舗で
購入・食事

食べない 無回答

2) 学部全体 2,362 74.2% 12.0% 0.6% 8.6% 0.3% 4.2%

8) 男 1,468 69.5% 14.9% 0.5% 11.0% 0.1% 4.1%

9) 女 889 82.1% 7.3% 0.8% 4.7% 0.7% 4.4%

8) 文　系 1,078 77.1% 9.7% 0.5% 8.2% 0.3% 4.3%

2) 理　系 1,282 71.8% 14.0% 0.7% 9.0% 0.4% 4.1%

2) 1・2年生 1,072 76.1% 10.8% 0.4% 7.3% 0.6% 4.9%

4) 3年生以上 1,284 72.6% 13.1% 0.8% 9.7% 0.2% 3.7%

2) 自　宅 932 89.7% 3.6% 0.2% 2.3% 0.5% 3.6%

3) 自宅外 1,423 64.2% 17.5% 0.8% 12.8% 0.2% 4.5%

図表1-60　平日の夕食の主な摂取状況（大学院）  

合 計
自炊

（弁当持参
を含む）

学内食堂で
食事

学内売店で
購入

学外店舗で
購入・食事

食べない 無回答

1) 大学院全体 1,301 50.3% 33.3% 2.7% 8.7% 1.5% 3.6%

4) 男 904 44.9% 38.8% 2.8% 9.5% 1.0% 3.0%

1) 女 391 62.7% 20.5% 2.6% 6.6% 2.6% 5.1%

5) 文　系 345 57.4% 25.8% 2.0% 7.8% 2.0% 4.9%

5) 理　系 955 47.7% 36.0% 2.9% 8.9% 1.3% 3.1%

7) 博士前期（修士） 967 49.4% 34.6% 2.4% 8.8% 1.4% 3.3%

4) 博士後期（博士） 334 52.7% 29.3% 3.6% 8.4% 1.5% 4.5%

8) 自　宅 408 75.0% 14.5% 1.5% 4.2% 1.5% 3.4%

8) 自宅外 888 38.9% 42.0% 3.3% 10.8% 1.4% 3.7%

住居
区分別

課程
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

性別

文系・
理系別

住居
区分別

0%

20%
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100%

学部全体
(n=2,362)

自　宅
(n=932)

自宅外
(n=1,423)
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80%

100%
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自宅外
(n=888)

　平日の夕食の主な摂取状況について、学部生・大学院生ともに「自炊（弁当持参を含む）」（学部生
の74.2%、大学院生の50.3%）が抜き出て高く、次いで「学内食堂で食事」（学部生の12.0%、大学院生
の33.3%）がともに続く。
　自宅外学生より自宅学生の方が、「自炊」は明らかに高く、「学内食堂で食事」は明らかに低い。
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（2） 平日の食事の主な購入場所・食事場所

 （a） 朝食

図表1-61　平日の朝食の主な購入場所・食事場所（学部）  
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2) 学部全体 2,362 - 0.1% 1.5% 0.2% - 0.1% 0.1% - - - 0.8% - - - - 0.1% - - - 0.3%

8) 男 1,468 - 0.1% 2.2% 0.3% - 0.1% 0.2% - - - 1.2% - 0.1% 0.1% - 0.1% - - - 0.3%

9) 女 889 - - 0.3% - 0.1% - - - - - 0.1% - - - - - - - - 0.4%
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そ
の
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自
宅
で
調
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弁
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持
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2) 学部全体 - - 0.6% 0.2% 0.1% - - - - - 0.3% 0.1% 1.1% 0.3% 2.4% 0.3% 75.7% 0.8% 14.3% 0.3%

8) 男 0.1% - 0.5% 0.2% 0.2% - 0.1% - - 0.1% 0.1% 0.1% 1.6% 0.4% 3.0% 0.4% 69.5% 0.5% 18.3% 0.3%

9) 女 - - 0.7% 0.2% - 0.1% - - - - 0.6% - 0.4% 0.1% 1.5% 0.1% 86.2% 1.3% 7.5% 0.2%
性別

学外店舗で購入・食事 自炊

食
べ
な
い

性別

学内売店で購入

合 計

学内食堂で食事

無
回
答
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30%
学部全体 (n=2,362)

80%

75%

　平日の朝食の主な購入場所・食事場所について、学部生・大学院生ともに「自宅で調理」（学部生の
75.7%、大学院生の63.4%）のみが抜き出て高い。「学内食堂」「学内売店」「学外店舗」の個々の店舗
については、朝食での利用はほとんどない。
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学部全体 (n=2,362)

80%

75%
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図表1-62　平日の朝食の主な購入場所・食事場所（大学院）  
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1) 大学院全体 1,301 - - 0.8% 0.2% 0.1% 0.3% 0.1% 0.1% - 0.1% 1.8% - 0.3% 0.2% - - - - - 0.1%

4) 男 904 - - 0.8% 0.3% 0.1% 0.3% - - - 0.1% 2.4% - 0.4% 0.2% - - - - - -

1) 女 391 - - 0.8% - - 0.3% 0.3% 0.3% - - 0.3% - - - - - - - - 0.3%
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1) 大学院全体 - - 0.4% 0.2% 0.8% 0.1% 0.2% - 0.1% 0.8% - 0.6% 2.4% 0.4% 2.9% 0.7% 63.4% 1.7% 21.4% 0.1%

4) 男 - - 0.3% 0.1% 1.0% 0.1% 0.2% - 0.1% 1.1% - 0.9% 2.5% 0.2% 3.1% 0.7% 57.1% 2.2% 25.4% 0.1%

1) 女 - - 0.5% 0.5% 0.3% - - - - 0.3% - - 2.0% 0.8% 2.6% 0.8% 78.0% 0.5% 11.8% -
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 （b） 昼食

図表1-63　平日の昼食の主な購入場所・食事場所（学部）  
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2) 学部全体 2,362 5.5% 3.2% 13.8% 3.8% 0.7% 3.9% 3.1% 0.4% 0.1% 1.1% 10.7% 0.8% 2.2% 0.8% 0.1% 0.8% 0.2% - - 6.3%

8) 男 1,468 6.1% 3.1% 17.4% 5.6% 0.3% 4.8% 2.7% 0.6% 0.1% 1.7% 15.6% 0.7% 3.5% 1.2% 0.1% 0.7% 0.2% - - 3.4%

9) 女 889 4.7% 3.3% 7.9% 0.9% 1.2% 2.5% 3.8% 0.1% 0.1% - 2.6% 1.0% - 0.1% 0.1% 1.1% 0.1% - - 11.0%

豊
中
福
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会
館
購
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１
階
）

豊
中
福
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会
館
３
階
パ
ン
工
房

図
書
館
下
食
品
店

学
生
交
流
棟

　
　
「

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ス
ト
ア
」

吹
田
福
利
会
館
売
店

医
学
部
売
店

医
学
部
保
健
学
科
出
張
所
売
店

歯
学
部
売
店

本
部
前
福
利
会
館
売
店

セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
（

微
研
）

箕
面
福
利
会
館
１
階

フ
ー

ド
コ
ン
ビ
ニ
「

シ
ェ

リ
ー
」

学
外
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン

学
外
売
店
（

大
学
付
近
）

学
外
売
店
（

大
学
最
寄
駅
付
近
）

学
外
売
店
（

自
宅
付
近
）

学
外
売
店
（

そ
の
他
）

自
宅
で
調
理

弁
当
持
参

2) 学部全体 1.0% 0.3% 2.4% 1.0% 1.9% 0.6% 1.1% 0.2% 0.5% 0.3% 1.7% 0.4% 1.0% 0.3% 0.6% 0.6% 4.7% 19.1% 1.2% 3.9%

8) 男 0.9% 0.3% 2.5% 0.6% 2.3% 0.8% 0.5% - 0.4% 0.4% 0.9% 0.5% 1.0% - 0.4% 0.9% 4.3% 9.9% 1.6% 4.1%

9) 女 1.1% 0.2% 2.2% 1.6% 1.2% 0.1% 2.0% 0.4% 0.7% - 2.9% 0.2% 1.0% 0.8% 0.9% 0.2% 5.3% 34.2% 0.6% 3.6%

合 計

学内食堂で食事

無
回
答

性別

学外店舗で購入・食事 自炊

食
べ
な
い

性別

学内売店で購入

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%
学部全体 (n=2,362)

　平日の昼食の主な購入場所・食事場所について、学部生・大学院生ともに「弁当持参」（学部生の
19.1%、大学院生の17.1%）が高い。個々の店舗別には、学部生では「図書館下食堂」「吹田福利会館 学
生食堂「ファミール」」の順に利用割合が高く、大学院生では「吹田福利会館 学生食堂「ファミー
ル」」「カフェテリア「らふぉれ」」の順に高い。
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30%
学部全体 (n=2,362)
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図表1-64　平日の昼食の主な購入場所・食事場所（大学院）  
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1) 大学院全体 1,301 1.0% 2.2% 5.5% 1.9% - 8.1% 1.6% 0.4% 0.1% 0.3% 17.7% 2.6% 6.1% 0.5% 0.4% 2.3% 0.4% - - 1.2%

4) 男 904 0.9% 1.0% 5.5% 2.7% - 9.4% 1.0% 0.4% 0.1% 0.4% 23.3% 3.1% 7.9% 0.8% 0.6% 1.9% 0.1% - - 0.6%

1) 女 391 1.3% 5.1% 5.4% 0.3% - 5.1% 3.1% 0.3% - - 4.9% 1.5% 1.8% - - 3.3% 1.0% - - 2.6%
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売
店

医
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店
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学
科
出
張
所
売
店

歯
学
部
売
店

本
部
前
福
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「
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ン

学
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売
店
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大
学
付
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）

学
外
売
店
（

大
学
最
寄
駅
付
近
）

学
外
売
店
（

自
宅
付
近
）

学
外
売
店
（

そ
の
他
）

自
宅
で
調
理

弁
当
持
参

1) 大学院全体 0.5% - 0.6% 0.8% 5.5% 1.5% 1.4% 0.2% 0.8% 2.0% 0.1% 1.1% 1.9% 0.6% 1.8% 1.9% 4.7% 17.1% 1.6% 3.5%

4) 男 0.1% - 0.4% 0.2% 6.6% 0.9% 0.9% 0.1% 1.0% 2.4% 0.1% 1.4% 1.8% 0.2% 1.7% 1.7% 4.3% 11.7% 1.9% 2.9%

1) 女 1.5% - 1.0% 2.0% 3.1% 3.1% 2.6% 0.3% 0.3% 1.0% - 0.3% 2.3% 1.5% 2.0% 2.6% 5.6% 29.4% 1.0% 4.9%
性別

学外店舗で購入・食事 自炊

食
べ
な
い

性別

学内売店で購入

合 計

学内食堂で食事

無
回
答
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大学院全体(n=1,301)
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 （c） 夕食

図表1-65　平日の夕食の主な購入場所・食事場所（学部）  
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」

2) 学部全体 2,362 - - 6.9% 0.1% - 0.2% 0.3% - - - 2.8% - 0.9% - 0.1% 0.1% - - - 0.5%

8) 男 1,468 - - 7.8% 0.1% 0.1% 0.3% 0.3% 0.1% 0.1% 0.1% 4.0% - 1.2% 0.1% 0.1% 0.1% - - - 0.5%

9) 女 889 - - 5.3% - - - 0.3% - - - 0.8% - 0.4% - - - - - - 0.4%
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付
近
）

学
外
売
店
（

自
宅
付
近
）

学
外
売
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そ
の
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）

自
宅
で
調
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弁
当
持
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2) 学部全体 - - 0.1% 0.1% 0.1% - - - - 0.2% - 3.0% 1.0% 0.4% 2.9% 1.2% 73.5% 0.7% 0.3% 4.2%

8) 男 - - 0.1% - 0.1% - - - 0.1% 0.3% - 4.2% 1.3% 0.4% 3.7% 1.4% 69.1% 0.4% 0.1% 4.1%

9) 女 - - 0.1% 0.3% 0.1% 0.1% 0.1% - - - - 1.1% 0.6% 0.4% 1.7% 0.9% 81.0% 1.1% 0.7% 4.4%

合 計

学内食堂で食事

無
回
答

性別

学外店舗で購入・食事 自炊

食
べ
な
い

性別

学内売店で購入
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学部全体 (n=2,362)
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　平日の夕食の主な購入場所・食事場所について、学部生・大学院生ともに「自宅で調理」（学部生の
73.5%、大学院生の47.9%）のみが抜き出て高い。個々の店舗別には、学部生では何れの店舗についても
利用率は1割にも満たないが、大学院生では「吹田福利会館 学生食堂「ファミール」」のみ1割強の利用
が見られる。
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図表1-66　平日の夕食の主な購入場所・食事場所（大学院）  
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1) 大学院全体 1,301 - - 9.0% - - 1.8% 1.1% - - 0.2% 13.0% 0.1% 5.7% - 0.2% 2.1% - - - 0.2%

4) 男 904 - - 8.4% - - 2.2% 0.8% - - 0.2% 16.9% 0.1% 7.6% - 0.3% 2.2% - - - -

1) 女 391 - - 10.5% - - 0.8% 1.8% - - - 3.8% - 1.3% - - 1.8% - - - 0.5%
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1) 大学院全体 0.1% - 0.2% 0.2% 0.5% 0.2% 0.1% 0.2% 0.1% 1.2% 0.2% 1.9% 1.7% 0.2% 3.8% 1.1% 47.9% 2.4% 1.5% 3.6%

4) 男 0.1% - 0.2% - 0.4% 0.1% 0.1% 0.2% 0.1% 1.3% 0.1% 2.4% 1.4% 0.2% 4.0% 1.4% 42.9% 2.0% 1.0% 3.0%

1) 女 - - - 0.5% 0.5% 0.5% - - - 0.8% 0.3% 0.8% 2.3% - 3.3% 0.3% 59.3% 3.3% 2.6% 5.1%
性別

学外店舗で購入・食事 自炊

食
べ
な
い

性別

学内売店で購入

合 計

学内食堂で食事

無
回
答
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（3） 平日の昼食の主な食事場所（学内売店・学外店舗で購入後の実際の食事場所を含む）

図表1-67　平日の昼食の主な食事場所（学部） ※平日の昼食を「食べている」回答者のみ

合 計 自宅
学内
食堂
(店内)

学外
飲食店
(店内)

講義室
等

ｻｰｸﾙ室
等

空地・
ｸﾞﾗｳ
ﾝﾄﾞ

学内
屋内
ｽﾍﾟｰｽ

建物の
玄関

ﾛﾋﾞｰ等

学内
屋外
ｽﾍﾟｰｽ

街路の
ﾍﾞﾝﾁ

その他 無回答

1) 学部全体 2,241 5.4% 67.5% 0.2% 18.3% 1.7% 0.1% 1.7% 0.5% 1.3% 0.2% 1.9% 1.0%

5) 男 1,385 5.2% 77.0% 0.3% 9.7% 1.6% 0.2% 1.1% 0.4% 1.3% 0.1% 2.4% 0.7%

2) 女 852 5.9% 52.1% 0.1% 32.4% 1.8% - 2.8% 0.7% 1.3% 0.4% 1.1% 1.5%

2) 文　系 1,022 7.2% 66.4% 0.1% 18.0% 2.1% 0.3% 2.0% 0.7% 1.1% 0.4% 0.8% 1.0%

8) 理　系 1,218 3.9% 68.5% 0.3% 18.6% 1.3% - 1.5% 0.4% 1.6% 0.1% 2.8% 1.1%

9) 1・2年生 1,009 2.5% 72.7% 0.1% 17.5% 1.7% 0.3% 1.1% 0.7% 2.1% 0.2% 0.4% 0.7%

7) 3年生以上 1,227 7.9% 63.2% 0.3% 19.0% 1.5% - 2.3% 0.4% 0.7% 0.2% 3.1% 1.3%

1) 自　宅 891 3.8% 62.4% 0.2% 24.2% 2.0% - 1.9% 0.4% 1.8% 0.2% 1.8% 1.1%

5) 自宅外 1,345 6.5% 70.9% 0.2% 14.4% 1.4% 0.2% 1.6% 0.6% 1.0% 0.2% 1.9% 1.0%

図表1-68　平日の昼食の主な食事場所（大学院） ※平日の昼食を「食べている」回答者のみ

合 計 自宅
学内
食堂
(店内)

学外
飲食店
(店内)

講義室
等

ｻｰｸﾙ室
等

空地・
ｸﾞﾗｳ
ﾝﾄﾞ

学内
屋内
ｽﾍﾟｰｽ

建物の
玄関

ﾛﾋﾞｰ等

学内
屋外
ｽﾍﾟｰｽ

街路の
ﾍﾞﾝﾁ

その他 無回答

5) 大学院全体 1,235 5.0% 58.5% 0.9% 13.8% 1.0% 0.1% 4.2% 0.6% 0.6% 0.3% 14.2% 0.8%

1) 男 861 4.6% 65.2% 1.3% 10.0% 0.8% - 2.9% 0.6% 0.3% 0.3% 13.1% 0.8%

8) 女 368 6.0% 43.5% - 22.6% 1.4% 0.3% 7.3% 0.5% 1.1% 0.3% 16.3% 0.8%

1) 文　系 321 10.6% 54.8% 1.2% 13.7% 0.9% 0.3% 5.0% 0.3% 1.2% 0.9% 9.3% 1.6%

3) 理　系 913 3.1% 59.9% 0.8% 13.9% 1.0% - 3.9% 0.7% 0.3% 0.1% 15.9% 0.4%

3) 博士前期（修士） 923 4.9% 59.7% 0.7% 13.5% 1.0% 0.1% 4.0% 0.7% 0.7% 0.2% 13.9% 0.8%

2) 博士後期（博士） 312 5.4% 55.1% 1.6% 14.7% 1.0% - 4.8% 0.3% 0.3% 0.6% 15.1% 1.0%

5) 自　宅 385 6.5% 47.3% 1.3% 19.5% 1.3% - 6.2% - 0.5% 0.3% 16.6% 0.5%

5) 自宅外 845 4.4% 63.6% 0.7% 11.4% 0.8% 0.1% 3.3% 0.8% 0.5% 0.4% 13.1% 0.9%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0%

20%

40%

60%

80%

学部全体
(n=2,241)

男
(n=1,385)

女
(n=852)

0%

20%

40%

60%

80%

大学院全体
(n=1,235)

男
(n=861)

女
(n=368)

　平日の昼食の主な食事場所として、学内売店・学外店舗で購入後の実際の食事場所や弁当の持ち込み
も含めた実際の食事場所について質問したところ、学部・大学院ともに「学内食堂（店内）」（学部生
の67.5%、大学院生の58.5%）が抜き出て高く、次いで「講義室等」（学部生の18.3%、大学院生の
13.8%）となっている。
　個々の店舗で昼食を購入後の、購入した店舗別の実際の食事場所（移動先）については、次頁のクロ
ス集計表を参照されたい。
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図表1-69　平日の昼食を購入した学内売店・学外店舗別、平日の昼食の主な食事場所（学部）

合 計 自宅
学内
食堂
(店内)

学外
飲食店
(店内)

講義室
等

ｻｰｸﾙ室
等

空地・
ｸﾞﾗｳ
ﾝﾄﾞ

学内
屋内
ｽﾍﾟｰｽ

建物の
玄関

ﾛﾋﾞｰ等

学内
屋外
ｽﾍﾟｰｽ

街路の
ﾍﾞﾝﾁ

その他 無回答

豊中福利会館購買（１階） 23 - 4.3% - 56.5% 26.1% - 4.3% - - 4.3% - 4.3%

豊中福利会館３階パン工房 6 - - - 16.7% 33.3% - 16.7% 16.7% 16.7% - - -

図書館下食品店 56 - 14.3% - 62.5% 3.6% 1.8% 7.1% 3.6% 5.4% 1.8% - -

学生交流棟
　　「コミュニティストア」

23 - 8.7% - 65.2% 17.4% - 4.3% - 4.3% - - -

吹田福利会館売店 46 - 6.5% - 52.2% 4.3% - 4.3% 2.2% 6.5% - 19.6% 4.3%

医学部売店 13 - 15.4% - 61.5% 15.4% - 7.7% - - - - -

医学部保健学科出張所売店 25 - - - 88.0% - - 8.0% - - - 4.0% -

歯学部売店 4 - - - 100.0% - - - - - - - -

本部前福利会館売店 12 - - - 66.7% - - 8.3% - - - 16.7% 8.3%

セブン‐イレブン（微研） 6 - - - 50.0% - - 16.7% - - - 33.3% -

箕面福利会館１階
フードコンビニ「シェリー」

39 2.6% 33.3% - 38.5% 2.6% 2.6% 10.3% 2.6% 5.1% - 2.6% -

学外飲食店・レストラン 10 10.0% 30.0% 50.0% - - - - - - - 10.0% -

学外売店（大学付近） 24 8.3% 4.2% - 50.0% 4.2% - 4.2% - 8.3% - 8.3% 12.5%

学外売店（大学最寄駅付近） 7 - 14.3% - 71.4% - - - - - - - 14.3%

学外売店（自宅付近） 14 35.7% - - 35.7% - - - - 7.1% - 7.1% 14.3%

学外売店（その他） 15 20.0% 13.3% - 20.0% - - 6.7% - 6.7% - 26.7% 6.7%

自
炊

弁当持参 450 - 26.4% - 52.7% 3.8% 0.2% 4.2% 1.6% 3.6% 0.7% 4.2% 2.7%

図表1-70　昼食を購入した学内売店・学外店舗別、平日の昼食の主な食事場所（大学院）

合 計 自宅
学内
食堂
(店内)

学外
飲食店
(店内)

講義室
等

ｻｰｸﾙ室
等

空地・
ｸﾞﾗｳ
ﾝﾄﾞ

学内
屋内
ｽﾍﾟｰｽ

建物の
玄関

ﾛﾋﾞｰ等

学内
屋外
ｽﾍﾟｰｽ

街路の
ﾍﾞﾝﾁ

その他 無回答

豊中福利会館購買（１階） 7 - - - 57.1% 14.3% - 14.3% - - - 14.3% -

豊中福利会館３階パン工房 0 - - - - - - - - - - - -

図書館下食品店 8 - - - 25.0% - - 37.5% - - 12.5% 25.0% -

学生交流棟
　　「コミュニティストア」

11 - - - 63.6% - - 9.1% - - - 27.3% -

吹田福利会館売店 72 - 5.6% - 26.4% 1.4% - 9.7% 2.8% - - 54.2% -

医学部売店 20 - - - 30.0% - - 25.0% - 5.0% - 40.0% -

医学部保健学科出張所売店 18 - - - 50.0% - - 11.1% 5.6% - - 33.3% -

歯学部売店 2 - - - 100.0% - - - - - - - -

本部前福利会館売店 11 - 9.1% - 45.5% - - 18.2% 9.1% 9.1% - 9.1% -

セブン‐イレブン（微研） 26 - 3.8% - 38.5% 7.7% - 3.8% - - 3.8% 42.3% -

箕面福利会館１階
フードコンビニ「シェリー」

1 - 100.0% - - - - - - - - - -

学外飲食店・レストラン 14 - 7.1% 78.6% 7.1% - - - - - - 7.1% -

学外売店（大学付近） 25 - - - 40.0% 4.0% - 8.0% - 4.0% 4.0% 32.0% 8.0%

学外売店（大学最寄駅付近） 8 - - - 50.0% - - 12.5% - - - 37.5% -

学外売店（自宅付近） 24 - - - 25.0% - - 16.7% - - 4.2% 50.0% 4.2%

学外売店（その他） 25 4.0% 4.0% - 12.0% 4.0% - - 4.0% - - 68.0% 4.0%

自
炊

弁当持参 223 - 15.7% - 37.2% 2.7% 0.4% 10.3% 0.9% 1.8% - 28.3% 2.7%

学
内
売
店

学
外
店
舗

学
内
売
店

学
外
店
舗
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（4） 平日の昼食を学内外の食堂・売店・店舗で購入・食事する理由

図表1-71　平日の昼食を学内外の食堂・売店・店舗で購入・食事する理由（学部）【主な理由を2つまで】

※平日の昼食を「学内食堂で食事」「学内売店で購入」「学外店舗で購入・食事」する回答者のみ

合 計

通
学
途
中
に

　
　
　
　
あ
る
か
ら

講
義
棟
・
研
究
室

　
　
か
ら
近
い
か
ら

混
雑
し
て

　
　
　
い
な
い
か
ら

安
い
か
ら

店
舗
が
快
適
だ
か
ら

メ
ニ
ュ
ー

の
種
類
が

　
　
　
豊
富
だ
か
ら

美
味
し
い
か
ら

接
客
態
度
が

　
　
　
　
良
い
か
ら

量
が
ち
ょ

う
ど

　
　
　
　
よ
い
か
ら

生
協
I
C
カ
ー

ド

（

ミ
ー

ル
プ
ラ
ン
）

が
使
用
で
き
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

1) 学部全体 1,681 3.7% 45.4% 17.8% 24.8% 5.5% 9.7% 13.0% 0.4% 2.9% 19.2% 11.1% 0.6%

7) 男 1,177 2.3% 46.2% 18.3% 26.7% 4.6% 8.8% 13.4% 0.4% 2.4% 20.1% 10.5% 0.8%

1) 女 501 7.0% 43.3% 16.8% 20.6% 7.6% 12.0% 12.2% 0.4% 4.0% 17.0% 12.8% 0.2%

1) 文　系 731 5.1% 36.0% 18.9% 24.6% 7.0% 11.8% 14.6% 0.4% 3.4% 19.6% 12.3% 0.5%

9) 理　系 949 2.6% 52.7% 17.1% 25.0% 4.4% 8.1% 11.8% 0.4% 2.4% 18.9% 10.1% 0.6%

3) 1・2年生 763 2.9% 34.6% 19.1% 24.8% 6.9% 12.5% 14.8% 0.4% 2.6% 26.2% 11.3% 0.8%

5) 3年生以上 915 4.3% 54.5% 16.8% 24.8% 4.4% 7.3% 11.6% 0.4% 3.0% 13.2% 11.0% 0.4%

9) 自　宅 569 3.3% 41.3% 19.5% 26.7% 6.0% 11.1% 15.6% 0.7% 4.0% 19.2% 11.1% 0.7%

8) 自宅外 1,108 3.9% 47.6% 17.1% 23.9% 5.2% 8.9% 11.6% 0.3% 2.3% 19.0% 11.1% 0.5%

図表1-72　平日の昼食を学内外の食堂・売店・店舗で購入・食事する理由（大学院）【主な理由を2つまで】

※平日の昼食を「学内食堂で食事」「学内売店で購入」「学外店舗で購入・食事」する回答者のみ

合 計

通
学
途
中
に

　
　
　
　
あ
る
か
ら

講
義
棟
・
研
究
室

　
　
か
ら
近
い
か
ら

混
雑
し
て

　
　
　
い
な
い
か
ら

安
い
か
ら

店
舗
が
快
適
だ
か
ら

メ
ニ
ュ
ー

の
種
類
が

　
　
　
豊
富
だ
か
ら

美
味
し
い
か
ら

接
客
態
度
が

　
　
　
　
良
い
か
ら

量
が
ち
ょ

う
ど

　
　
　
　
よ
い
か
ら

生
協
I
C
カ
ー

ド

（

ミ
ー

ル
プ
ラ
ン
）

が
使
用
で
き
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

1) 大学院全体 951 6.7% 63.2% 10.1% 27.8% 3.5% 7.3% 11.4% 1.3% 3.9% 5.2% 8.7% 0.5%

6) 男 716 5.0% 63.3% 9.9% 29.3% 3.4% 6.7% 10.9% 1.3% 3.8% 5.0% 9.5% 0.6%

1) 女 231 12.1% 63.2% 10.0% 22.9% 3.9% 9.1% 13.0% 1.3% 4.3% 5.6% 6.5% 0.4%

8) 文　系 218 12.4% 50.0% 11.9% 27.5% 4.6% 13.3% 18.3% 1.4% 3.7% 7.3% 5.0% -

2) 理　系 732 5.1% 67.1% 9.6% 27.9% 3.1% 5.5% 9.3% 1.2% 4.0% 4.5% 9.8% 0.7%

7) 博士前期（修士） 717 7.0% 63.9% 10.3% 27.5% 3.6% 7.1% 11.9% 1.3% 4.0% 4.6% 7.7% 0.3%

4) 博士後期（博士） 234 6.0% 61.1% 9.4% 28.6% 3.0% 7.7% 9.8% 1.3% 3.4% 6.8% 12.0% 1.3%

5) 自　宅 245 9.8% 62.9% 9.8% 24.1% 3.7% 6.1% 12.2% - 5.3% 6.9% 9.0% 0.4%

3) 自宅外 703 5.7% 63.3% 10.2% 29.0% 3.4% 7.7% 11.1% 1.7% 3.4% 4.6% 8.5% 0.6%

課程
区分別
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図表1-73　平日の昼食を購入・食事した学内外の食堂・売店・店舗別、

平日の昼食を当該食堂・売店・店舗で購入・食事する理由（学部）【主な理由を2つまで】

合 計

通
学
途
中
に

　
　
　
　
あ
る
か
ら

講
義
棟
・
研
究
室
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ら
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し
て
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か
ら

安
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か
ら
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ら
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類
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ら
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I
C
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ー

ド
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が
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で
き
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

豊中福利会館３階食堂 131 1.5% 26.0% 22.1% 28.2% 11.5% 13.7% 14.5% 0.8% 2.3% 35.9% 6.9% -

豊中福利会館４階食堂 75 - 13.3% 30.7% 9.3% 8.0% 28.0% 41.3% 1.3% 6.7% 24.0% 4.0% -

図書館下食堂 326 2.1% 43.9% 2.1% 27.6% 4.3% 18.4% 13.8% - 3.1% 27.6% 10.1% 0.3%

DonDon 90 2.2% 27.8% 27.8% 30.0% 5.6% 4.4% 26.7% 1.1% - 18.9% 6.7% 1.1%

カフェ「カルチエ」 16 - 31.3% 62.5% - 18.8% 6.3% 6.3% - 18.8% 31.3% - -

カフェテリア「らふぉれ」 92 - 51.1% 42.4% 27.2% 2.2% 16.3% 16.3% - 1.1% - 2.2% 1.1%

カフェ＆レストラン
　　　　「宙（sora）」

74 4.1% 29.7% 48.6% 8.1% 27.0% 5.4% 18.9% - 2.7% - 9.5% 2.7%

とんかつ＆カレー専門店
　「LIBRE（リブレ）」

10 - - 20.0% 20.0% 20.0% - 80.0% - - - - -

ミュージアムカフェ「坂」 2 - - 100.0% - 50.0% - 50.0% - - - - -

キャンパスキッチン 25 - 40.0% 52.0% 16.0% 12.0% - 16.0% - - 20.0% 4.0% 4.0%

吹田福利会館　学生食堂
　　　　　　「ファミール」

253 2.0% 70.8% 0.8% 29.6% 2.8% 6.7% 2.8% - 2.4% 24.1% 11.1% -

薬学研究科食堂 20 - 100.0% 5.0% 20.0% 5.0% - - 5.0% - 30.0% - -

本部前福利会館２階食堂
　　　　　　　　　「鯨屋」

52 - 67.3% 3.8% 51.9% - - 15.4% - 3.8% - 7.7% 1.9%

本部前福利会館１階
　　喫茶・軽食「ひだまり」

18 - 61.1% 5.6% 11.1% 5.6% - 55.6% - - 11.1% 5.6% -

職員会館「さわらび」 2 - 100.0% - - - - 50.0% - - - - -

本部南棟（職員食堂）
　　　　「カフェテリア匠」

20 5.0% 50.0% - 10.0% 20.0% - 35.0% - 5.0% 20.0% 5.0% 5.0%

微研食堂 4 - - 50.0% 25.0% 50.0% - - - - 50.0% - -

銀杏会館レストラン
　　　　　　　「ミネルバ」

0 - - - - - - - - - - - -

レストラン「ラ・シェーナ」 0 - - - - - - - - - - - -

箕面福利会館１階食堂
　　　　　　「レインボー」

148 6.8% 41.2% 2.0% 31.8% 3.4% 6.1% 6.8% 0.7% 3.4% 18.9% 26.4% -

豊中福利会館購買（１階） 23 4.3% 34.8% 43.5% 13.0% - - 4.3% - 4.3% 26.1% 17.4% 4.3%

豊中福利会館３階パン工房 6 - - 33.3% - - - 50.0% - - 83.3% 33.3% -

図書館下食品店 56 10.7% 42.9% 35.7% 30.4% - 3.6% 1.8% - 3.6% 19.6% 10.7% -

学生交流棟
　　「コミュニティストア」

23 4.3% 39.1% 47.8% - - - - 4.3% 8.7% - 30.4% -

吹田福利会館売店 46 - 54.3% 43.5% 26.1% - 4.3% 2.2% - 4.3% 17.4% 8.7% -

医学部売店 13 - 84.6% 23.1% 15.4% - - - - - 15.4% 7.7% -

医学部保健学科出張所売店 25 8.0% 96.0% - 16.0% - - - 4.0% - - 16.0% -

歯学部売店 4 - 100.0% 25.0% - - - - - 25.0% 25.0% - -

本部前福利会館売店 12 8.3% 66.7% 41.7% 8.3% - 8.3% - - - 16.7% - -

セブン‐イレブン（微研） 6 - 100.0% 16.7% - - 16.7% - - - - - -

箕面福利会館１階
フードコンビニ「シェリー」

39 5.1% 41.0% 33.3% 17.9% - 5.1% - - 2.6% 5.1% 20.5% -

学外飲食店・レストラン 10 10.0% 40.0% 10.0% 10.0% 20.0% 20.0% 30.0% - - - 20.0% -

学外売店（大学付近） 24 29.2% 25.0% 33.3% 20.8% - 16.7% 8.3% - - - 8.3% 4.2%

学外売店（大学最寄駅付近） 7 42.9% 14.3% 14.3% 14.3% - - - - 14.3% - 14.3% -

学外売店（自宅付近） 14 35.7% - 21.4% 21.4% - - 14.3% - - - 50.0% -

学外売店（その他） 15 20.0% 20.0% 26.7% 33.3% - - 6.7% - - - 33.3% -

学
内
売
店

学
外
店
舗

学
内
食
堂
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図表1-74　平日の昼食を購入・食事した学内外の食堂・売店・店舗別、

平日の昼食を当該食堂・売店・店舗で購入・食事する理由（大学院）【主な理由を2つまで】
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き
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ら

そ
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他

無
回
答

豊中福利会館３階食堂 13 - 53.8% - 23.1% 15.4% 23.1% 15.4% - - 23.1% 7.7% -

豊中福利会館４階食堂 29 - 24.1% 20.7% 10.3% 6.9% 31.0% 31.0% - 6.9% 20.7% 3.4% -

図書館下食堂 71 4.2% 62.0% 2.8% 33.8% 4.2% 18.3% 11.3% 1.4% 2.8% 9.9% 2.8% -

DonDon 25 - 64.0% 24.0% 24.0% 4.0% 8.0% 12.0% - 4.0% 12.0% 4.0% -

カフェ「カルチエ」 0 - - - - - - - - - - - -

カフェテリア「らふぉれ」 105 - 62.9% 22.9% 27.6% 3.8% 16.2% 20.0% 5.7% 2.9% - 2.9% 1.0%

カフェ＆レストラン
　　　　「宙（sora）」

21 9.5% 38.1% 28.6% 23.8% 9.5% 9.5% 14.3% - - - - -

とんかつ＆カレー専門店
　「LIBRE（リブレ）」

5 - - - 20.0% 20.0% - 80.0% - 20.0% - - -

ミュージアムカフェ「坂」 1 - 100.0% - 100.0% - - - - - - - -

キャンパスキッチン 4 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% - - - - - - - -

吹田福利会館　学生食堂
　　　　　　「ファミール」

230 1.7% 76.5% 0.9% 37.0% 0.9% 3.5% 0.9% - 3.0% 9.6% 10.0% 0.9%

薬学研究科食堂 34 - 94.1% 5.9% 35.3% - - - - 2.9% 2.9% 5.9% -

本部前福利会館２階食堂
　　　　　　　　　「鯨屋」

79 1.3% 51.9% 7.6% 45.6% 5.1% 3.8% 31.6% 1.3% 7.6% - 6.3% 1.3%

本部前福利会館１階
　　喫茶・軽食「ひだまり」

7 - 71.4% - - - - 42.9% - - - - -

職員会館「さわらび」 5 20.0% 40.0% 20.0% - - - - - 40.0% - 20.0% -

本部南棟（職員食堂）
　　　　「カフェテリア匠」

30 - 76.7% - 3.3% 16.7% 3.3% 40.0% 6.7% - 13.3% 3.3% -

微研食堂 5 - 100.0% 20.0% - - - - - - - - -

銀杏会館レストラン
　　　　　　　「ミネルバ」

0 - - - - - - - - - - - -

レストラン「ラ・シェーナ」 0 - - - - - - - - - - - -

箕面福利会館１階食堂
　　　　　　「レインボー」

15 6.7% 66.7% 6.7% 53.3% 6.7% - 6.7% - 13.3% - 6.7% -

豊中福利会館購買（１階） 7 - 85.7% - 28.6% 14.3% - - - - - - -

豊中福利会館３階パン工房 0 - - - - - - - - - - - -

図書館下食品店 8 - 62.5% - 25.0% - 12.5% 25.0% - - - 25.0% -

学生交流棟
　　「コミュニティストア」

11 18.2% 90.9% 18.2% 9.1% - - - - 9.1% - 9.1% -

吹田福利会館売店 72 4.2% 72.2% 15.3% 19.4% 2.8% 1.4% 1.4% - 5.6% 4.2% 13.9% -

医学部売店 20 5.0% 85.0% 5.0% 45.0% - - - - 5.0% - 15.0% -

医学部保健学科出張所売店 18 11.1% 100.0% 5.6% 5.6% - - - 5.6% - - - -

歯学部売店 2 - 100.0% 100.0% - - - - - - - - -

本部前福利会館売店 11 9.1% 81.8% 9.1% 27.3% 9.1% - - - - - 9.1% -

セブン‐イレブン（微研） 26 - 69.2% 19.2% 3.8% - 19.2% 15.4% 3.8% - - 11.5% -

箕面福利会館１階
フードコンビニ「シェリー」

1 - - - 100.0% - - - - - - 100.0% -

学外飲食店・レストラン 14 35.7% 21.4% 7.1% 14.3% - - 21.4% - 14.3% - 21.4% -

学外売店（大学付近） 25 40.0% 36.0% 24.0% 12.0% 4.0% 4.0% 4.0% - - - 12.0% 4.0%

学外売店（大学最寄駅付近） 8 87.5% 25.0% 25.0% - 12.5% 12.5% 12.5% - 12.5% - - -

学外売店（自宅付近） 24 54.2% - 16.7% 25.0% - 4.2% 12.5% - - - 16.7% -

学外売店（その他） 25 28.0% 24.0% 8.0% 16.0% - 4.0% - - 4.0% - 44.0% -

学
内
売
店

学
外
店
舗

学
内
食
堂
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（5） 平日の昼食時における学内食堂の平均待ち時間

図表1-75　平日の昼食時における学内食堂の平均待ち時間（学部）  

※平日の昼食を「学内食堂で食事」する回答者のみ

合 計
ほとんど

待たなかった
5分程度 10分程度 15分程度 20分以上 無回答

8) 学部全体 1,358 14.4% 35.3% 34.7% 11.8% 3.2% 0.7%

5) 男 995 14.8% 35.0% 33.5% 12.5% 3.5% 0.8%

1) 女 361 13.0% 36.3% 38.2% 10.0% 2.2% 0.3%

6) 文　系 596 14.1% 38.6% 34.4% 9.4% 2.7% 0.8%

2) 理　系 762 14.6% 32.8% 34.9% 13.6% 3.5% 0.5%

7) 1・2年生 657 8.7% 32.4% 41.1% 12.3% 4.7% 0.8%

9) 3年生以上 699 19.6% 38.2% 28.6% 11.3% 1.7% 0.6%

6) 自　宅 456 16.0% 30.5% 37.3% 12.3% 3.3% 0.7%

9) 自宅外 899 13.6% 37.8% 33.3% 11.6% 3.1% 0.7%

図表1-76　平日の昼食時における学内食堂の平均待ち時間（大学院）  

※平日の昼食を「学内食堂で食事」する回答者のみ

合 計
ほとんど

待たなかった
5分程度 10分程度 15分程度 20分以上 無回答

9) 大学院全体 679 27.2% 44.6% 22.7% 3.4% 1.3% 0.7%

9) 男 539 26.9% 45.5% 23.2% 2.6% 1.3% 0.6%

9) 女 139 28.1% 41.7% 20.9% 6.5% 1.4% 1.4%

2) 文　系 162 28.4% 39.5% 25.3% 5.6% 0.6% 0.6%

7) 理　系 517 26.9% 46.2% 21.9% 2.7% 1.5% 0.8%

2) 博士前期（修士） 522 25.3% 45.6% 23.8% 3.3% 1.5% 0.6%

7) 博士後期（博士） 157 33.8% 41.4% 19.1% 3.8% 0.6% 1.3%

0) 自　宅 160 33.8% 42.5% 21.3% 0.6% 1.3% 0.6%

6) 自宅外 516 25.4% 45.2% 23.1% 4.3% 1.4% 0.8%

住居
区分別

課程
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

性別

文系・
理系別

住居
区分別

0%

20%

40%

60%

80%

学部全体
(n=1,358)

1・2年生
(n=657)

3年生以上
(n=699)

0%

20%

40%

60%

80%

大学院全体
(n=679)

博士前期（修士）
(n=522)

博士後期（博士）
(n=157)

　平日の昼食を学内食堂で食事する学生について、平日の昼食時における学内食堂での平均待ち時間
は、学生では「5分程度」と「10分程度」が34～35%台で拮抗して高く、大学院生では「5分程度」が
44.6%でピークである。
　個々の店舗別の待ち時間については、次頁のクロス集計表を参照されたい。
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図表1-77　学内食堂別、平日の昼食時における学内食堂の平均待ち時間（学部）

合 計
ほとんど
待たな
かった

5分程度 10分程度 15分程度 20分以上 無回答

豊中福利会館３階食堂 131 16.8% 40.5% 36.6% 5.3% 0.8% -

豊中福利会館４階食堂 75 26.7% 38.7% 28.0% 4.0% 2.7% -

図書館下食堂 326 8.0% 28.2% 41.7% 16.9% 4.9% 0.3%

DonDon 90 8.9% 46.7% 27.8% 12.2% 3.3% 1.1%

カフェ「カルチエ」 16 18.8% 68.8% 6.3% 6.3% - -

カフェテリア「らふぉれ」 92 40.2% 50.0% 5.4% 2.2% 1.1% 1.1%

カフェ＆レストラン「宙（sora）」 74 27.0% 47.3% 18.9% 4.1% - 2.7%

とんかつ＆カレー専門店「LIBRE（リブレ）」 10 - 20.0% 50.0% 20.0% 10.0% -

ミュージアムカフェ「坂」 2 100.0% - - - - -

キャンパスキッチン 25 - 28.0% 52.0% 12.0% 4.0% 4.0%

吹田福利会館　学生食堂「ファミール」 253 8.3% 27.3% 40.3% 19.8% 3.6% 0.8%

薬学研究科食堂 20 10.0% 50.0% 40.0% - - -

本部前福利会館２階食堂「鯨屋」 52 32.7% 42.3% 21.2% 3.8% - -

本部前福利会館１階喫茶・軽食「ひだまり」 18 5.6% 22.2% 38.9% 27.8% 5.6% -

職員会館「さわらび」 2 50.0% - 50.0% - - -

本部南棟（職員食堂）「カフェテリア匠」 20 25.0% 45.0% 20.0% 10.0% - -

微研食堂 4 25.0% 75.0% - - - -

銀杏会館レストラン「ミネルバ」 0 - - - - - -

レストラン「ラ・シェーナ」 0 - - - - - -

箕面福利会館１階食堂「レインボー」 148 6.1% 31.1% 47.3% 9.5% 5.4% 0.7%

図表1-78　学内食堂別、平日の昼食時における学内食堂の平均待ち時間（大学院）

合 計
ほとんど
待たな
かった

5分程度 10分程度 15分程度 20分以上 無回答

豊中福利会館３階食堂 13 53.8% 23.1% 15.4% 7.7% - -

豊中福利会館４階食堂 29 20.7% 24.1% 41.4% 10.3% 3.4% -

図書館下食堂 71 21.1% 46.5% 25.4% 2.8% 2.8% 1.4%

DonDon 25 28.0% 40.0% 24.0% 8.0% - -

カフェ「カルチエ」 0 - - - - - -

カフェテリア「らふぉれ」 105 53.3% 40.0% 4.8% 1.0% - 1.0%

カフェ＆レストラン「宙（sora）」 21 47.6% 47.6% 4.8% - - -

とんかつ＆カレー専門店「LIBRE（リブレ）」 5 60.0% 40.0% - - - -

ミュージアムカフェ「坂」 1 100.0% - - - - -

キャンパスキッチン 4 25.0% 75.0% - - - -

吹田福利会館　学生食堂「ファミール」 230 15.7% 47.4% 30.9% 3.5% 2.2% 0.4%

薬学研究科食堂 34 8.8% 61.8% 20.6% 5.9% 2.9% -

本部前福利会館２階食堂「鯨屋」 79 30.4% 50.6% 15.2% 1.3% - 2.5%

本部前福利会館１階喫茶・軽食「ひだまり」 7 14.3% 14.3% 71.4% - - -

職員会館「さわらび」 5 20.0% 60.0% 20.0% - - -

本部南棟（職員食堂）「カフェテリア匠」 30 33.3% 40.0% 20.0% 6.7% - -

微研食堂 5 20.0% 40.0% 40.0% - - -

銀杏会館レストラン「ミネルバ」 0 - - - - - -

レストラン「ラ・シェーナ」 0 - - - - - -

箕面福利会館１階食堂「レインボー」 15 20.0% 33.3% 40.0% 6.7% - -

学
内
食
堂

学
内
食
堂
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9. 福利厚生施設全般に関する要望

図表1-79　福利厚生施設全般に関する不満点（学部）【複数回答】  
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2) 2,362 33.6% 16.3% 59.1% 8.7% 7.2% 13.7% 9.3% 21.4% 27.2% 10.4% 14.7% 21.9% 9.5% 9.0% 26.2% 5.0% 18.3% 11.0% 7.9% 20.2% 17.7%

8) 男 1,468 32.4% 13.4% 59.3% 6.5% 5.3% 12.7% 8.4% 20.2% 27.7% 9.3% 13.8% 20.6% 10.6% 10.5% 24.9% 3.4% 21.2% 8.7% 11.1% 15.5% 12.2%

9) 女 889 35.5% 21.1% 58.8% 12.4% 10.5% 15.2% 10.7% 23.5% 26.4% 12.3% 16.3% 24.1% 7.6% 6.5% 28.2% 7.6% 13.5% 15.0% 2.6% 28.2% 26.9%
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い
店
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2) 19.0% 2.6% 8.1% 1.2% 10.7% 4.5% 1.6% 3.4% 1.7% 1.1% 3.6% 3.0% 16.8% 1.1% 4.0% 4.0%

8) 男 19.8% 3.6% 7.9% 1.5% 9.5% 4.1% 2.0% 3.7% 2.2% 1.2% 3.7% 2.7% 15.3% 1.2% 4.8% 4.2%

9) 女 17.8% 1.0% 8.5% 0.7% 12.8% 5.3% 0.8% 2.8% 0.8% 1.0% 3.4% 3.5% 19.2% 0.8% 2.6% 3.6%

性別

学部全体 

合
計

不
満
は
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い

店舗 営業時間 料理・商品
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答
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20%

40%

60%
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　福利厚生施設全般に関する不満点としては、学部生では「混雑している」（59.1%）が抜き出て高く、
以下、「食堂が少ない」「食堂が休日は閉店している」「メニュー（商品）の種類が限られている」
「売店が休日は閉店している」「食堂の閉店時刻が早い」の順に不満が多い。大学院生でも「混雑して
いる」（36.4%）が最も高く、以下も概ね共通している。
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図表1-80　福利厚生施設全般に関する不満点（大学院）【複数回答】  
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1) 1,301 24.4% 17.8% 36.4% 9.0% 11.1% 19.5% 5.5% 27.2% 31.7% 10.8% 25.1% 29.4% 18.0% 11.8% 30.0% 6.8% 18.4% 14.1% 8.1% 23.2% 24.1%

4) 男 904 25.0% 16.6% 37.1% 7.1% 9.2% 18.9% 5.2% 26.3% 32.1% 10.6% 24.7% 28.5% 20.6% 13.7% 31.2% 6.7% 20.5% 14.2% 10.8% 20.9% 22.3%

1) 女 391 22.8% 20.2% 34.5% 12.8% 15.1% 19.9% 5.9% 29.2% 30.4% 11.0% 26.1% 30.9% 11.5% 7.2% 26.9% 6.9% 13.6% 13.3% 1.8% 28.1% 28.1%
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1) 16.2% 2.8% 7.4% 0.7% 15.2% 3.0% 1.5% 2.6% 2.3% 0.9% 4.5% 3.3% 4.9% 2.0% 4.6% 4.1%

4) 男 15.9% 3.0% 6.1% 0.7% 12.3% 2.1% 1.7% 2.5% 2.7% 1.0% 5.1% 3.7% 4.4% 2.0% 4.9% 3.1%

1) 女 16.6% 2.3% 10.2% 0.5% 21.2% 5.1% 1.0% 2.6% 1.5% 0.8% 2.8% 2.3% 5.6% 2.0% 4.1% 6.4%
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10. 授業時間外の学生の居場所

（1） 授業時間外の学生の居場所（学生同士で議論・打合せ・くつろぐ場所）

図表1-81　授業時間外の学生の居場所（学部）【複数回答】  

合 計

学
内
食
堂
（

店
内
）

講
義
室
・
実
習
室
・

研
究
室
等

図
書
館

（

グ
ロ
ー

バ
ル

　
　
コ
モ
ン
ズ
等
）

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

室

サ
ー

ク
ル
室
等

空
地
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

学
内
屋
内
ス
ペ
ー

ス

（

ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト

　
　
コ
モ
ン
ズ
等
）

建
物
の

　
　
玄
関
ロ
ビ
ー

等

学
内
屋
外
ス
ペ
ー

ス

　
　
　
（

広
場
等
）

街
路
の
ベ
ン
チ

学
外
飲
食
店
等

そ
の
他

無
回
答

2) 学部全体 2,362 60.4% 49.6% 51.0% 6.7% 17.2% 2.7% 13.8% 5.8% 8.6% 5.0% 8.1% 7.7% 4.0%

8) 男 1,468 56.0% 49.3% 53.1% 7.6% 17.8% 3.6% 12.7% 4.9% 9.3% 6.1% 6.2% 9.2% 4.3%

9) 女 889 67.6% 50.1% 47.7% 5.3% 16.3% 1.1% 15.7% 7.3% 7.3% 3.3% 11.2% 5.2% 3.5%

8) 文　系 1,078 67.7% 38.6% 52.6% 6.8% 18.6% 2.7% 17.3% 5.9% 9.5% 4.6% 9.6% 4.8% 4.0%

2) 理　系 1,282 54.3% 58.9% 49.7% 6.6% 16.1% 2.7% 10.8% 5.7% 7.8% 5.3% 6.8% 10.1% 4.0%

2) 1・2年生 1,072 62.3% 37.8% 61.3% 7.4% 19.7% 2.9% 13.0% 5.7% 9.8% 5.6% 7.5% 7.0% 4.5%

4) 3年生以上 1,284 58.7% 59.4% 42.5% 6.2% 15.2% 2.5% 14.6% 5.9% 7.3% 4.5% 8.6% 8.2% 3.6%

図表1-82　授業時間外の学生の居場所（大学院）【複数回答】  

合 計

学
内
食
堂
（

店
内
）

講
義
室
・
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研
究
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書
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ー

バ
ル
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モ
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等
）

コ
ン
ピ
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ー
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ー

室

サ
ー

ク
ル
室
等

空
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・
グ
ラ
ウ
ン
ド

学
内
屋
内
ス
ペ
ー

ス

（

ス
チ
ュ
ー
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ン
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コ
モ
ン
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等
）

建
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ー
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学
内
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外
ス
ペ
ー

ス

　
　
　
（

広
場
等
）

街
路
の
ベ
ン
チ

学
外
飲
食
店
等

そ
の
他

無
回
答

1) 大学院全体 1,301 43.0% 73.8% 17.6% 2.1% 3.8% 3.1% 12.7% 9.5% 9.1% 5.2% 12.5% 12.2% 3.8%

4) 男 904 41.4% 75.7% 17.7% 1.7% 3.9% 3.2% 11.1% 8.3% 9.5% 5.2% 11.3% 12.8% 3.0%

1) 女 391 46.8% 70.1% 17.4% 3.1% 3.6% 2.8% 16.4% 12.0% 8.4% 5.1% 15.1% 10.7% 5.9%

5) 文　系 345 43.2% 68.1% 21.7% 5.5% 2.6% 2.6% 17.4% 10.7% 9.3% 6.4% 12.2% 11.6% 4.3%

5) 理　系 955 43.0% 75.8% 16.1% 0.8% 4.2% 3.2% 11.0% 9.0% 9.1% 4.8% 12.6% 12.5% 3.7%

7) 博士前期（修士） 967 45.0% 74.8% 18.3% 1.8% 4.1% 3.5% 11.8% 8.6% 9.8% 5.2% 12.5% 11.2% 3.5%

4) 博士後期（博士） 334 37.4% 71.0% 15.6% 3.0% 2.7% 1.8% 15.3% 12.0% 7.2% 5.4% 12.3% 15.3% 4.8%
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区分別
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理系別

学年別

性別

文系・
理系別
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80%

学部全体
(n=2,362)

1・2年生
(n=1,072)

3年生以上
(n=1,284)

0%

20%

40%

60%

80%

大学院全体
(n=1,301)

文　系
(n=345)

理　系
(n=955)

　授業時間外に学生同士で議論・打合せをしたり、くつろいだりするための、学生の居場所について質
問したところ、学部生では「学内食堂（店内）」が60.4%と最も高く、次いで「図書館（グローバルコ
モンズ等）」「講義室・実習室・研究室等」が5割前後で続く。一方、大学院生では「講義室・実習
室・研究室等」が73.8%と抜き出て高く、次いで「学内食堂（店内）」（43.0%）が続く。
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（2） 授業時間外の学生の居場所として増やして欲しい空間

図表1-83　授業時間外の学生の居場所として増やして欲しい空間（学部）【複数回答】  

合 計

学
内
食
堂
（

店
内
）

喫
茶
・
カ
フ
ェ

講
義
室
・
実
習
室
・

研
究
室
等

図
書
館

（

グ
ロ
ー

バ
ル

　
　
コ
モ
ン
ズ
等
）

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

室

サ
ー

ク
ル
室
等

空
地
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

学
内
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ス
ペ
ー

ス

（

ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト

　
　
コ
モ
ン
ズ
等
）

建
物
の

　
　
玄
関
ロ
ビ
ー

等

学
内
屋
外
ス
ペ
ー

ス

　
　
　
（

広
場
等
）

街
路
の
ベ
ン
チ

そ
の
他

す
で
に
十
分
な

　
　
　
空
間
が
あ
る

無
回
答

2) 学部全体 2,362 29.0% 62.0% 13.8% 30.6% 7.2% 11.8% 4.2% 25.1% 6.4% 13.2% 11.0% 3.9% 6.5% 4.0%

8) 男 1,468 26.6% 53.2% 15.7% 31.1% 8.3% 12.7% 5.4% 22.7% 6.9% 14.5% 12.3% 4.7% 7.9% 4.4%

9) 女 889 32.8% 76.7% 10.9% 30.0% 5.3% 10.3% 2.2% 29.2% 5.6% 11.0% 8.9% 2.6% 4.2% 3.3%

8) 文　系 1,078 29.4% 67.5% 10.8% 30.7% 6.2% 12.9% 3.3% 27.1% 5.3% 12.8% 11.2% 3.4% 6.1% 3.6%

2) 理　系 1,282 28.5% 57.5% 16.5% 30.6% 8.0% 10.9% 4.9% 23.4% 7.3% 13.5% 10.8% 4.3% 6.9% 4.3%

2) 1・2年生 1,072 32.6% 61.4% 12.0% 38.5% 6.7% 12.7% 3.8% 24.3% 5.9% 11.9% 10.0% 3.4% 5.8% 4.4%

4) 3年生以上 1,284 25.9% 62.7% 15.3% 24.1% 7.6% 11.0% 4.6% 25.8% 6.8% 14.3% 11.8% 4.4% 7.2% 3.6%

図表1-84　授業時間外の学生の居場所として増やして欲しい空間（大学院）【複数回答】  

合 計

学
内
食
堂
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店
内
）

喫
茶
・
カ
フ
ェ

講
義
室
・
実
習
室
・

研
究
室
等

図
書
館
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モ
ン
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等
）
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ン
ピ
ュ
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ー

室
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ー

ク
ル
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等
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ウ
ン
ド
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ス
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ス
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ス
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等
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ス
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ー

ス

　
　
　
（

広
場
等
）

街
路
の
ベ
ン
チ

そ
の
他

す
で
に
十
分
な

　
　
　
空
間
が
あ
る

無
回
答

1) 大学院全体 1,301 22.2% 57.0% 18.7% 16.1% 4.7% 3.8% 5.8% 22.4% 7.2% 13.8% 10.1% 5.7% 11.0% 3.9%

4) 男 904 20.6% 54.5% 17.9% 15.8% 4.3% 4.3% 7.3% 21.7% 6.9% 13.4% 10.3% 6.1% 11.9% 3.1%

1) 女 391 26.1% 62.4% 20.7% 16.6% 5.6% 2.6% 2.6% 24.3% 8.2% 14.6% 9.5% 4.9% 9.0% 5.6%

5) 文　系 345 18.0% 56.2% 22.6% 18.3% 7.2% 2.6% 3.8% 20.3% 6.4% 14.8% 9.9% 5.5% 11.6% 4.3%

5) 理　系 955 23.7% 57.2% 17.3% 15.3% 3.8% 4.2% 6.6% 23.2% 7.5% 13.5% 10.2% 5.8% 10.8% 3.8%

7) 博士前期（修士） 967 22.5% 57.9% 17.3% 16.1% 5.0% 4.0% 6.0% 22.1% 7.2% 14.2% 9.9% 5.0% 11.9% 3.4%

4) 博士後期（博士） 334 21.3% 54.2% 22.8% 15.9% 3.9% 3.0% 5.4% 23.4% 7.2% 12.9% 10.5% 7.8% 8.4% 5.4%

課程
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

性別

文系・
理系別
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(n=2,362)
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(n=1,468)

女
(n=889)
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大学院全体
(n=1,301)
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　授業時間外の学生の居場所として増やして欲しい空間としては、学部生・大学院生ともに「喫茶・カ
フェ」（学部生の62.0%、大学院生の57.0%）が抜き出て高い。「学内食堂（店内）」「図書館（グロー
バルコモンズ等）」「学内屋内スペース（スチューデントコモンズ等）」についても、一定の要望が見
られる。
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11. 入学後の消費者トラブルの経験、及び大学生活での被害経験

（1） 入学後の消費者トラブルの経験

図表1-85　入学後の消費者トラブルの経験（学部）【複数回答】  

合 計

不
動
産

（

ア
パ
ー

ト
・

　
　
　
下
宿
な
ど
）

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

語
学
・
資
格
関
連

旅
行

美
容

訪
問
販
売

（

布
団
・
浄
水
器
・

　
　
各
種
点
検
等
）

左
記
以
外
の

　
サ
ー

ビ
ス
ま
た
は

　
　
　
物
品
の
購
入

見
知
ら
ぬ
相
手
か
ら

の
メ
ー

ル
や
電
話
に

　
よ
る
不
当
な
請
求

特
に
な
し

無
回
答

2) 学部全体 2,362 2.4% 3.3% 0.4% 0.7% 0.2% 3.0% 1.3% 5.0% 82.4% 4.0%

8) 男 1,468 2.5% 3.6% 0.3% 0.8% 0.1% 3.1% 1.3% 5.2% 81.0% 4.4%

9) 女 889 2.1% 2.9% 0.6% 0.6% 0.4% 2.7% 1.2% 4.4% 84.8% 3.3%

2) 自　宅 932 0.5% 1.5% 0.4% 0.5% 0.1% 0.6% 0.8% 4.1% 89.4% 3.4%

3) 自宅外 1,423 3.6% 4.6% 0.4% 0.8% 0.3% 4.5% 1.5% 5.6% 78.0% 4.2%

図表1-86　入学後の消費者トラブルの経験（大学院）【複数回答】  

合 計

不
動
産

（

ア
パ
ー
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下
宿
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ど
）

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
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学
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）
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記
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サ
ー

ビ
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は

　
　
　
物
品
の
購
入

見
知
ら
ぬ
相
手
か
ら

の
メ
ー

ル
や
電
話
に

　
よ
る
不
当
な
請
求

特
に
な
し

無
回
答

1) 大学院全体 1,301 3.5% 3.9% 1.7% 1.7% 0.8% 3.8% 2.0% 4.2% 80.4% 3.5%

4) 男 904 2.9% 3.3% 1.2% 1.5% 0.4% 3.8% 2.1% 3.5% 82.6% 2.7%

1) 女 391 4.6% 5.1% 2.6% 2.0% 1.8% 3.8% 1.8% 5.6% 75.2% 5.6%

8) 自　宅 408 1.0% 1.7% 0.2% 1.2% - 0.7% 0.7% 3.7% 88.0% 4.2%

8) 自宅外 888 4.6% 5.0% 2.4% 1.9% 1.2% 5.2% 2.6% 4.3% 76.9% 3.3%
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区分別
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学部全体(n=2,362) 自　宅(n=932) 自宅外(n=1,423)

90%

85%

80%

　入学後の消費者トラブルの経験については、学部生・大学院生ともに8割以上の学生が「特になし」と
回答している。トラブル経験ありの中では、学部生・大学院生ともに「見知らぬ相手からのメールや電
話による不当な請求」が最も高く、「インターネット」「訪問販売（布団・浄水器・各種点検等）」と
続く。

0%
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10%

15%

20%

25%
大学院全体(n=1,301) 自　宅(n=408) 自宅外(n=888)

90%

85%
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（2） 入学後の大学生活での被害経験

図表1-87　入学後の大学生活での被害経験（学部）【複数回答】  

合 計

イ
ン
タ
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ネ
ッ

ト
上

（
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S
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ブ
ロ
グ
等
）
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シ
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ラ
ス
メ
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カ
デ
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ス
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カ
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身
体
的
・
性
的
暴
力

左
記
以
外
の

　
精
神
的
・
身
体
的

　
　
　
　
　
　
被
害

特
に
な
し

無
回
答

2) 学部全体 2,362 1.9% 1.5% 0.8% 0.4% 2.7% 88.7% 4.9%

8) 男 1,468 1.8% 0.7% 0.3% 0.4% 2.1% 89.9% 5.4%

9) 女 889 2.1% 2.7% 1.7% 0.3% 3.7% 86.8% 3.9%

2) 自　宅 932 1.7% 1.5% 0.5% 0.3% 2.5% 89.8% 4.0%

3) 自宅外 1,423 2.1% 1.5% 1.1% 0.4% 2.8% 88.3% 5.3%

図表1-88　入学後の大学生活での被害経験（大学院）【複数回答】  

合 計
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的
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被
害

特
に
な
し

無
回
答

1) 大学院全体 1,301 1.3% 3.9% 1.3% 0.4% 3.8% 86.3% 4.2%

4) 男 904 0.9% 2.5% 0.7% 0.2% 2.4% 90.3% 3.4%

1) 女 391 2.3% 7.2% 2.8% 0.8% 7.2% 77.0% 6.1%

8) 自　宅 408 1.2% 5.6% 1.2% 0.5% 5.1% 84.1% 4.2%

8) 自宅外 888 1.4% 3.2% 1.4% 0.3% 3.3% 87.3% 4.3%
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学部全体(n=2,362) 男(n=1,468) 女(n=889)
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　入学後の大学生活での被害経験については、学部生の88.7%・大学院生の86.3%が「特になし」と回答
している。被害経験ありの中では、学部生では「左記以外の精神的・身体的被害」が最も高く、大学院
生では「左記以外の精神的・身体的被害」と拮抗して「セクシャルハラスメント・アカデミックハラス
メント」が挙げられている。
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第 2 章　健康について

1. 健康状態

（1） 現在の健康状態

図表2-1　現在の健康状態（学部）

合 計 健康 やや不健康 不健康 無回答

2) 　学部全体 2,362 76.7% 18.2% 1.7% 3.4%

8) 男 1,468 76.6% 17.6% 2.1% 3.7%

9) 女 889 77.1% 19.2% 0.9% 2.8%

8) 文　系 1,078 77.6% 18.1% 1.1% 3.2%

2) 理　系 1,282 76.1% 18.3% 2.1% 3.5%

2) 1・2年生 1,072 74.3% 20.2% 1.4% 4.0%

4) 3年生以上 1,284 78.7% 16.6% 1.9% 2.9%

2) 自　宅 932 79.3% 16.0% 1.6% 3.1%

3) 自宅外 1,423 75.0% 19.8% 1.7% 3.5%

図表2-2　現在の健康状態（大学院）

合 計 健康 やや不健康 不健康 無回答

1) 大学院全体 1,301 68.3% 25.1% 3.5% 3.2%

4) 男 904 69.9% 24.1% 3.5% 2.4%

1) 女 391 64.2% 27.6% 3.3% 4.9%

5) 文　系 345 61.7% 29.0% 4.9% 4.3%

5) 理　系 955 70.6% 23.8% 2.9% 2.7%

7) 博士前期（修士） 967 70.8% 23.4% 3.0% 2.8%

4) 博士後期（博士） 334 60.8% 30.2% 4.8% 4.2%

8) 自　宅 408 69.9% 22.3% 4.4% 3.4%

8) 自宅外 888 67.3% 26.6% 3.0% 3.0%
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住居
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区分別
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文系・
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

博士前期（修士）

博士後期（博士）

健康 やや不健康 不健康 無回答

1,301

　n

967

334

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

1・2年生

3年生以上

健康 やや不健康 不健康 無回答

2,362

　n

1,072

1,284

　現在の健康状態について、学部生の76.7%、大学院生の68.3%が「健康」と回答する一方、「やや不健
康」「不健康」を合わせた健康に不安がある学生は、学部生の19.9%、大学院生の28.6%となっている。
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（2） 不健康の理由

図表2-3　不健康の理由（学部） ※現在の健康状態が「やや不健康」「不健康」な回答者のみ

合 計
生来病弱・
病気治療中

不摂生 睡眠不足
精神的な
悩み

ｻｰｸﾙ活動
による
過労

ｱﾙﾊﾞｲﾄ
による
過労

その他 無回答

0) 学部全体 470 12.1% 16.4% 35.3% 21.3% 3.4% 3.4% 8.1% -

9) 男 289 11.8% 17.3% 36.3% 19.7% 3.5% 3.8% 7.6% -

9) 女 179 12.8% 14.5% 34.1% 23.5% 3.4% 2.8% 8.9% -

7) 文　系 207 15.5% 15.0% 31.4% 23.2% 5.3% 3.4% 6.3% -

2) 理　系 262 9.5% 17.6% 38.5% 19.5% 1.9% 3.4% 9.5% -

2) 1・2年生 232 13.4% 12.9% 38.8% 19.4% 3.4% 3.0% 9.1% -

7) 3年生以上 237 11.0% 19.8% 32.1% 22.8% 3.4% 3.8% 7.2% -

4) 自　宅 164 15.2% 8.5% 42.7% 15.2% 3.7% 4.3% 10.4% -

6) 自宅外 306 10.5% 20.6% 31.4% 24.5% 3.3% 2.9% 6.9% -

図表2-4　不健康の理由（大学院） ※現在の健康状態が「やや不健康」「不健康」な回答者のみ

合 計
生来病弱・
病気治療中

不摂生 睡眠不足
精神的な
悩み

ｻｰｸﾙ活動
による
過労

ｱﾙﾊﾞｲﾄ
による
過労

その他 無回答

2) 大学院全体 372 7.3% 23.7% 34.9% 25.0% - 2.2% 5.6% 1.3%

0) 男 250 6.8% 25.6% 34.8% 26.0% - 1.2% 4.4% 1.2%

1) 女 121 8.3% 19.8% 34.7% 23.1% - 4.1% 8.3% 1.7%

7) 文　系 117 10.3% 16.2% 29.1% 29.9% - 4.3% 9.4% 0.9%

5) 理　系 255 5.9% 27.1% 37.6% 22.7% - 1.2% 3.9% 1.6%

5) 博士前期（修士） 255 5.5% 25.9% 36.5% 24.3% - 2.4% 3.9% 1.6%

7) 博士後期（博士） 117 11.1% 18.8% 31.6% 26.5% - 1.7% 9.4% 0.9%

9) 自　宅 109 8.3% 22.0% 38.5% 20.2% - 2.8% 7.3% 0.9%

3) 自宅外 263 6.8% 24.3% 33.5% 27.0% - 1.9% 4.9% 1.5%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
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(n=470)

男
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女
(n=179)

0%

10%

20%

30%

40%

大学院全体
(n=372)

男
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女
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　現在の健康状態が「やや不健康」「不健康」な回答者に対して、不健康の理由について質問したとこ
ろ、学部生・大学院生ともに「睡眠不足」（学部生の35.3%、大学院生の34.9%）が最も高く、次いで
「精神的な悩み」（学部生の21.3%、大学院生の25.0%）、「不摂生」（学部生の16.4%、大学院生の
23.7%）がともに続く。
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2. 悩み・不安

（1） 現在の悩み・不安の有無

図表2-5　現在の悩み・不安の有無（学部）  

合 計 とてもある 少しある
どちらでも

ない
あまりない 全くない 無回答

2) 　学部全体 2,362 11.2% 45.4% 9.8% 20.9% 8.8% 4.0%

8) 男 1,468 11.6% 41.1% 9.8% 22.4% 10.9% 4.2%

9) 女 889 10.6% 52.8% 9.6% 18.4% 5.2% 3.5%

8) 文　系 1,078 13.2% 49.5% 8.6% 18.5% 6.5% 3.7%

2) 理　系 1,282 9.5% 42.0% 10.8% 22.9% 10.7% 4.1%

2) 1・2年生 1,072 11.2% 44.3% 10.4% 20.1% 9.4% 4.5%

4) 3年生以上 1,284 11.1% 46.4% 9.2% 21.6% 8.2% 3.5%

2) 自　宅 932 9.5% 44.8% 9.9% 23.4% 8.7% 3.6%

3) 自宅外 1,423 12.2% 45.8% 9.8% 19.3% 8.9% 4.1%

図表2-6　現在の悩み・不安の有無（大学院）  

合 計 とてもある 少しある
どちらでも

ない
あまりない 全くない 無回答

1) 大学院全体 1,301 15.4% 44.0% 8.4% 21.6% 7.0% 3.5%

4) 男 904 15.8% 41.0% 8.6% 22.9% 8.8% 2.8%

1) 女 391 14.6% 51.2% 7.4% 18.9% 2.6% 5.4%

5) 文　系 345 18.6% 48.1% 7.0% 17.4% 4.3% 4.6%

5) 理　系 955 14.3% 42.6% 8.9% 23.0% 8.0% 3.1%

7) 博士前期（修士） 967 14.9% 44.6% 8.7% 21.8% 6.9% 3.1%

4) 博士後期（博士） 334 17.1% 42.5% 7.5% 21.0% 7.2% 4.8%

8) 自　宅 408 13.7% 48.3% 7.1% 20.6% 6.6% 3.7%

8) 自宅外 888 16.1% 42.2% 9.0% 22.1% 7.1% 3.5%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別
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区分別
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文系・
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文　系

理　系

とてもある 少しある どちらでもない あまりない 全くない 無回答

1,301

　n

345
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　学部全体

文　系

理　系

とてもある 少しある どちらでもない あまりない 全くない 無回答

2,362

　n

1,078

1,282

　現在の悩み・不安の有無について、「とてもある」「少しある」を合わせた悩み・不安がある学生
は、学部生の56.6%、大学院生の59.4%である。
　回答者属性別に見ると、学部生・大学院生ともに「文系・理系別」の差異が最も大きく、文系学生は
6割以上（学部生の62.7%、大学院生の66.7%）が悩み・不安があるのに対し、理系学生は5割台（学部生
の51.5%、大学院生の56.9%）に留まる。
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（2） 悩み・不安の主な原因

図表2-7　悩み・不安の主な原因（学部） ※現在、悩み・不安が「とてもある」「少しある」回答者のみ

合 計

勉
学
・
研
究

サ
ー

ク
ル

　
　
活
動
関
係

身
体
的
不
調

異
性
問
題

交
友
関
係

家
族
と
の
関
係

就
職
・

　
　
進
路
関
係

自
分
の
性
格

経
済
問
題

教
員
と
の
関
係

研
究
室
で
の

　
　
人
間
関
係

そ
の
他

無
回
答

7) 学部全体 1,337 34.3% 7.6% 2.4% 6.4% 5.2% 1.4% 27.1% 6.8% 3.3% 0.2% 0.6% 4.3% 0.5%

3) 男 773 35.7% 7.4% 1.8% 8.7% 5.4% 1.2% 23.4% 7.2% 3.6% 0.1% 0.3% 4.8% 0.4%

3) 女 563 32.3% 7.8% 3.2% 3.2% 5.0% 1.8% 32.1% 6.2% 2.8% 0.2% 1.1% 3.6% 0.7%

6) 文　系 676 29.9% 6.7% 2.5% 5.3% 4.6% 1.6% 37.6% 4.7% 2.8% 0.1% 0.4% 3.3% 0.4%

0) 理　系 660 38.6% 8.5% 2.3% 7.4% 5.9% 1.2% 16.4% 8.9% 3.8% 0.3% 0.8% 5.3% 0.6%

5) 1・2年生 595 29.7% 11.3% 4.2% 7.7% 8.9% 1.7% 15.6% 8.7% 4.9% 0.3% 0.2% 5.9% 0.8%

9) 3年生以上 739 37.6% 4.6% 0.9% 5.3% 2.3% 1.2% 36.4% 5.3% 2.0% 0.1% 0.9% 3.0% 0.3%

7) 自　宅 507 33.3% 8.5% 3.0% 6.7% 4.3% 3.2% 26.8% 6.5% 3.0% 0.2% 0.2% 3.9% 0.4%

6) 自宅外 826 34.7% 6.9% 2.1% 6.2% 5.8% 0.4% 27.2% 7.0% 3.5% 0.2% 0.8% 4.5% 0.6%

図表2-8　悩み・不安の主な原因（大学院） ※現在、悩み・不安が「とてもある」「少しある」回答者のみ

合 計

勉
学
・
研
究

サ
ー

ク
ル

　
　
活
動
関
係

身
体
的
不
調

異
性
問
題

交
友
関
係

家
族
と
の
関
係

就
職
・

　
　
進
路
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係
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分
の
性
格

経
済
問
題

教
員
と
の
関
係

研
究
室
で
の

　
　
人
間
関
係

そ
の
他

無
回
答

4) 大学院全体 774 50.5% 0.3% 1.8% 3.1% 1.7% 0.6% 27.1% 2.3% 3.6% 2.8% 2.8% 2.7% 0.5%

4) 男 514 49.6% 0.4% 1.8% 4.1% 1.8% 0.8% 30.0% 1.8% 2.9% 2.5% 2.1% 1.9% 0.4%

7) 女 257 52.9% - 1.9% 1.2% 1.2% 0.4% 21.4% 3.1% 5.1% 3.5% 4.3% 4.3% 0.8%

0) 文　系 230 58.7% - 2.2% 0.4% 1.3% - 22.2% 3.5% 2.2% 3.0% 1.7% 4.3% 0.4%

4) 理　系 544 47.1% 0.4% 1.7% 4.2% 1.8% 0.9% 29.2% 1.8% 4.2% 2.8% 3.3% 2.0% 0.6%

5) 博士前期（修士） 575 47.7% 0.3% 1.9% 4.0% 1.9% 0.7% 28.7% 2.8% 3.1% 2.3% 3.0% 3.1% 0.5%

9) 博士後期（博士） 199 58.8% - 1.5% 0.5% 1.0% 0.5% 22.6% 1.0% 5.0% 4.5% 2.5% 1.5% 0.5%

3) 自　宅 253 49.8% - 1.6% 2.4% 3.2% 1.6% 23.7% 3.6% 4.7% 3.2% 3.2% 3.2% -

8) 自宅外 518 50.6% 0.4% 1.9% 3.5% 1.0% 0.2% 29.0% 1.7% 3.1% 2.7% 2.7% 2.5% 0.8%
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　現在、悩み・不安が「とてもある」「少しある」回答者に対して、悩み・不安の主な原因を質問した
ところ、学部生・大学院生ともに「勉学・研究」（学部生の34.3%、大学院生の50.5%）が最も高く、次
いで「就職・進路関係」（学部生の27.1%、大学院生の27.1%）と続く。
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（3） 悩み・不安の解消方法

図表2-9　悩み・不安の解消方法（学部） ※現在、悩み・不安が「とてもある」「少しある」回答者のみ

合 計

友
人
（

知
人
）

　
　
に
相
談

教
員
に
相
談

家
族
に
相
談

ス
ポ
ー

ツ
・

　
　
　
　
娯
楽

旅
行

学
内
の
相
談
室

学
外
の
相
談
室

そ
の
他

解
消
方
法
が

　
　
　
　
な
い

無
回
答

7) 学部全体 1,337 36.2% 2.4% 11.6% 11.9% 1.3% 1.3% 0.1% 13.2% 20.6% 1.3%

3) 男 773 31.2% 2.6% 6.7% 15.0% 1.8% 1.3% 0.1% 14.9% 25.1% 1.3%

3) 女 563 43.2% 2.1% 18.3% 7.5% 0.7% 1.4% - 11.0% 14.4% 1.4%

6) 文　系 676 39.9% 1.8% 15.2% 7.8% 0.7% 1.3% 0.1% 13.9% 17.2% 1.9%

0) 理　系 660 32.3% 3.0% 7.9% 16.1% 2.0% 1.4% - 12.6% 24.1% 0.8%

5) 1・2年生 595 31.9% 0.7% 12.4% 13.3% 1.3% 0.8% - 15.3% 22.4% 1.8%

9) 3年生以上 739 39.8% 3.8% 11.0% 10.8% 1.4% 1.8% 0.1% 11.4% 19.1% 0.9%

7) 自　宅 507 35.5% 1.6% 12.2% 12.6% 2.0% 0.8% 0.2% 13.4% 20.5% 1.2%

6) 自宅外 826 36.6% 2.9% 11.3% 11.5% 1.0% 1.7% - 13.1% 20.6% 1.5%

図表2-10　悩み・不安の主な原因（大学院） ※現在、悩み・不安が「とてもある」「少しある」回答者のみ
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の
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の
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室
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方
法
が

な
い

無
回
答

4) 大学院全体 774 34.2% 7.5% 7.9% 13.0% 1.8% 1.2% 0.3% 11.0% 21.3% 1.8%

4) 男 514 31.7% 7.4% 5.4% 14.8% 1.8% 1.0% 0.2% 12.6% 23.3% 1.8%

7) 女 257 39.3% 7.8% 12.8% 9.3% 1.9% 1.6% 0.4% 7.8% 17.1% 1.9%

0) 文　系 230 34.8% 9.6% 10.4% 10.9% 2.2% 1.3% 0.4% 9.6% 18.3% 2.6%

4) 理　系 544 34.0% 6.6% 6.8% 14.0% 1.7% 1.1% 0.2% 11.6% 22.6% 1.5%

5) 博士前期（修士） 575 36.0% 6.4% 7.3% 13.7% 1.9% 1.4% 0.2% 10.3% 20.9% 1.9%

9) 博士後期（博士） 199 29.1% 10.6% 9.5% 11.1% 1.5% 0.5% 0.5% 13.1% 22.6% 1.5%

3) 自　宅 253 28.5% 10.7% 11.1% 9.9% 3.2% 1.2% 0.4% 11.5% 20.6% 3.2%

8) 自宅外 518 37.3% 5.6% 6.2% 14.7% 1.2% 1.2% 0.2% 10.8% 21.8% 1.2%
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　現在、悩み・不安が「とてもある」「少しある」回答者に対して、悩み・不安の解消方法を質問した
ところ、学部生・大学院生ともに「友人（知人）に相談」（学部生の36.2%、大学院生の34.2%）が最も
高いが、学部生・大学院ともに2割強は「解消方法がない」（学部生の20.6%、大学院生の21.3%）と回答
している。
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3. 各相談室の認知状況

図表2-11　各相談室の認知状況（学部）【複数回答】

合 計
保健ｾﾝﾀｰ

学生
相談室

ｾｸｼｬﾙ・
ﾊﾗｽﾒﾝﾄ
相談室

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・
ﾊﾟﾜｰ等
ﾊﾗｽﾒﾝﾄ
相談室

ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
支援ｾﾝﾀｰ
障害学生
支援ﾕﾆｯﾄ

ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
支援ｾﾝﾀｰ
学生生活
支援ﾕﾆｯﾄ

ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
支援ｾﾝﾀｰ
ｷｬﾘｱ支援
ﾕﾆｯﾄ

各学部・
研究科の
相談室

いずれも
知らない

無回答

2) 学部全体 2,362 49.2% 15.7% 8.1% 6.0% 13.4% 11.2% 25.1% 30.5% 4.7%

8) 男 1,468 45.1% 12.7% 6.8% 4.4% 11.9% 9.3% 26.9% 34.9% 5.1%

9) 女 889 55.9% 20.9% 10.3% 8.7% 16.0% 14.3% 22.2% 23.2% 3.9%

8) 文　系 1,078 55.0% 19.5% 9.7% 8.6% 19.4% 17.3% 20.7% 24.4% 4.5%

2) 理　系 1,282 44.3% 12.6% 6.8% 3.8% 8.4% 6.1% 28.9% 35.6% 4.8%

2) 1・2年生 1,072 46.5% 13.8% 7.3% 5.6% 12.4% 7.7% 25.3% 32.4% 5.0%

4) 3年生以上 1,284 51.5% 17.4% 8.9% 6.4% 14.3% 14.0% 25.2% 28.9% 4.4%

2) 自　宅 932 46.9% 16.5% 7.6% 6.5% 13.9% 11.9% 26.6% 31.0% 4.5%

3) 自宅外 1,423 50.7% 15.2% 8.5% 5.7% 13.1% 10.8% 24.2% 30.3% 4.6%

図表2-12　各相談室の認知状況（大学院）【複数回答】

合 計
保健ｾﾝﾀｰ

学生
相談室

ｾｸｼｬﾙ・
ﾊﾗｽﾒﾝﾄ
相談室

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・
ﾊﾟﾜｰ等
ﾊﾗｽﾒﾝﾄ
相談室

ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
支援ｾﾝﾀｰ
障害学生
支援ﾕﾆｯﾄ

ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
支援ｾﾝﾀｰ
学生生活
支援ﾕﾆｯﾄ

ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
支援ｾﾝﾀｰ
ｷｬﾘｱ支援
ﾕﾆｯﾄ

各学部・
研究科の
相談室

いずれも
知らない

無回答

1) 大学院全体 1,301 59.2% 27.7% 18.7% 7.0% 14.1% 13.1% 27.4% 24.5% 4.3%

4) 男 904 56.6% 23.3% 16.5% 4.8% 11.9% 10.2% 28.5% 28.4% 3.5%

1) 女 391 65.0% 38.4% 24.0% 12.0% 19.2% 19.7% 24.8% 15.6% 6.1%

5) 文　系 345 62.0% 35.9% 23.8% 11.6% 17.7% 17.1% 24.1% 20.6% 4.9%

5) 理　系 955 58.1% 24.7% 16.8% 5.3% 12.8% 11.7% 28.6% 26.0% 4.1%

7) 博士前期（修士） 967 58.3% 25.6% 15.9% 6.2% 13.5% 13.1% 28.0% 25.7% 3.5%

4) 博士後期（博士） 334 61.7% 33.8% 26.6% 9.3% 15.6% 13.2% 25.7% 21.0% 6.6%

8) 自　宅 408 55.6% 28.4% 18.9% 6.9% 14.2% 13.7% 26.0% 26.5% 3.9%

8) 自宅外 888 60.8% 27.3% 18.7% 7.0% 14.1% 13.0% 28.0% 23.6% 4.5%
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　各相談室の認知状況について、学部生・大学院生ともに「保健センター学生相談室」（学部生の
49.2%、大学院生の59.2%）が最も高い。次いで、学部生では「各学部・研究科の相談室」が25.1%、大
学院生では「セクシャル・ハラスメント相談室」が27.7%、「各学部・研究科の相談室」が27.4%と、僅
差で続く。キャンパスライフ支援センターは2013年6月に整備されており、認知の低さにつながってい
るものと考えられる。
　なお、学部生の30.5%、大学院生の24.5%は「いずれも知らない」と回答している。
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4. 病気・負傷

（1） 4月以降の病気の有無

図表2-13　4月以降の病気の有無（学部）  

合 計 した しなかった 無回答

2) 　学部全体 2,362 28.1% 68.5% 3.4%

8) 男 1,468 28.7% 67.6% 3.7%

9) 女 889 27.0% 70.1% 2.9%

8) 文　系 1,078 26.3% 70.6% 3.1%

2) 理　系 1,282 29.5% 66.8% 3.7%

2) 1・2年生 1,072 28.4% 67.5% 4.1%

4) 3年生以上 1,284 28.0% 69.2% 2.8%

2) 自　宅 932 24.6% 72.2% 3.2%

3) 自宅外 1,423 30.4% 66.1% 3.4%

図表2-14　4月以降の病気の有無（大学院）  

合 計 した しなかった 無回答

1) 大学院全体 1,301 32.1% 64.9% 3.1%

4) 男 904 30.5% 66.9% 2.5%

1) 女 391 36.1% 59.6% 4.3%

5) 文　系 345 36.2% 59.7% 4.1%

5) 理　系 955 30.6% 66.7% 2.7%

7) 博士前期（修士） 967 32.3% 65.1% 2.6%

4) 博士後期（博士） 334 31.4% 64.1% 4.5%

8) 自　宅 408 27.5% 69.1% 3.4%

8) 自宅外 888 34.1% 63.0% 2.9%
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区分別
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　4月以降の病気の有無について、学部生の28.1%、大学院生の32.1%が病気を「した」と回答している。
　回答者属性別に見ると、学部生・大学院生ともに「住居区分別」の差異が最も大きく、自宅学生で病
気をしたのは2割台（学部生の24.6%、大学院生の27.5%）であるのに対し、自宅外学生は3割以上（学部
生の30.4%、大学院生の34.1%）が病気をしている。
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（2） 病気の種類

図表2-15　病気の種類（学部）【複数回答】 ※4月以降に病気を「した」回答者のみ

合 計 風邪
呼吸器

系
循環器

系
消化器

系
泌尿器

系
神経・
精神

歯 その他 無回答

3) 学部全体 663 80.4% 7.1% 1.2% 15.1% 2.1% 4.4% 9.7% 9.2% 1.7%

1) 男 421 81.0% 7.4% 1.0% 14.5% 1.9% 4.8% 9.7% 7.1% 2.1%

0) 女 240 79.2% 6.7% 1.7% 16.3% 2.5% 3.8% 9.6% 12.9% 0.8%

4) 文　系 284 79.6% 8.5% 2.1% 14.4% 1.4% 4.6% 9.9% 10.9% 1.8%

8) 理　系 378 81.0% 6.1% 0.5% 15.6% 2.6% 4.2% 9.5% 7.9% 1.6%

4) 1・2年生 304 85.5% 9.5% 1.3% 11.2% 1.6% 3.9% 6.6% 8.9% 1.3%

9) 3年生以上 359 76.0% 5.0% 1.1% 18.4% 2.5% 4.7% 12.3% 9.5% 1.9%

9) 自　宅 229 84.3% 7.4% 0.4% 14.4% 0.9% 5.2% 10.5% 7.4% 1.3%

3) 自宅外 433 78.5% 6.9% 1.6% 15.5% 2.8% 3.7% 9.2% 10.2% 1.8%

図表2-16　病気の種類（大学院）【複数回答】 ※4月以降に病気を「した」回答者のみ

合 計 風邪
呼吸器

系
循環器

系
消化器

系
泌尿器

系
神経・
精神

歯 その他 無回答

7) 大学院全体 417 73.6% 6.7% 2.4% 15.6% 2.4% 6.2% 16.8% 12.9% 1.2%

6) 男 276 76.4% 5.8% 2.5% 14.5% 1.4% 5.8% 14.5% 9.8% 0.4%

1) 女 141 68.1% 8.5% 2.1% 17.7% 4.3% 7.1% 21.3% 19.1% 2.8%

5) 文　系 125 76.0% 8.0% 1.6% 16.8% 2.4% 3.2% 20.8% 16.8% 3.2%

2) 理　系 292 72.6% 6.2% 2.7% 15.1% 2.4% 7.5% 15.1% 11.3% 0.3%

2) 博士前期（修士） 312 75.0% 6.1% 3.2% 14.4% 2.9% 5.8% 14.1% 10.6% 1.0%

5) 博士後期（博士） 105 69.5% 8.6% - 19.0% 1.0% 7.6% 24.8% 20.0% 1.9%

2) 自　宅 112 79.5% 3.6% 2.7% 9.8% 0.9% 5.4% 16.1% 11.6% 0.9%

3) 自宅外 303 71.3% 7.9% 2.3% 17.8% 3.0% 6.6% 16.8% 13.5% 1.3%
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　4月以降に病気を「した」回答者に対して、病気の種類を質問したところ、学部生・大学院生ともに
「風邪」（学部生の80.4%、大学院生の73.6%）が抜き出て高い。次いで、学部生は「消化器系」
（15.1%）、大学院生は「歯」（16.8%）が挙げられる。
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（3） 4月以降の負傷の有無

図表2-17　4月以降の負傷の有無（学部）  

合 計 した しなかった 無回答

2) 　学部全体 2,362 16.2% 77.8% 6.0%

8) 男 1,468 17.0% 77.0% 6.0%

9) 女 889 14.8% 79.2% 6.0%

8) 文　系 1,078 14.0% 80.1% 5.9%

2) 理　系 1,282 18.0% 76.0% 6.0%

2) 1・2年生 1,072 16.3% 77.8% 5.9%

4) 3年生以上 1,284 16.0% 77.9% 6.1%

2) 自　宅 932 15.3% 78.9% 5.8%

3) 自宅外 1,423 16.8% 77.2% 6.0%

図表2-18　4月以降の負傷の有無（大学院）  

合 計 した しなかった 無回答

1) 大学院全体 1,301 15.4% 79.2% 5.5%

4) 男 904 16.5% 79.0% 4.5%

1) 女 391 13.0% 79.3% 7.7%

5) 文　系 345 9.0% 84.1% 7.0%

5) 理　系 955 17.7% 77.4% 4.9%

7) 博士前期（修士） 967 16.8% 78.1% 5.2%

4) 博士後期（博士） 334 11.4% 82.3% 6.3%

8) 自　宅 408 13.2% 80.9% 5.9%

8) 自宅外 888 16.3% 78.4% 5.3%
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　4月以降の負傷の有無について、学部生の16.2%、大学院生の15.4%が負傷を「した」と回答している。
　回答者属性別に見ると、学部生・大学院生ともに「文系・理系別」の差異が最も大きく、理系学生の
方が文系学生より負傷をした比率が高い。
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（4） 負傷時の状況

図表2-19　負傷時の状況（学部） ※4月以降に負傷を「した」回答者のみ

合 計 実験実習中 体育実技中
サークル
活動中

通学途上
それ以外の

とき
無回答

2) 学部全体 382 5.2% 2.6% 38.5% 12.8% 40.3% 0.5%

9) 男 249 5.2% 2.4% 43.4% 11.6% 36.9% 0.4%

2) 女 132 5.3% 3.0% 29.5% 15.2% 46.2% 0.8%

1) 文　系 151 - 1.3% 37.1% 11.9% 49.7% -

1) 理　系 231 8.7% 3.5% 39.4% 13.4% 34.2% 0.9%

5) 1・2年生 175 1.7% 4.0% 45.7% 11.4% 36.0% 1.1%

6) 3年生以上 206 8.3% 1.5% 32.0% 14.1% 44.2% -

3) 自　宅 143 7.0% 3.5% 35.7% 16.1% 36.4% 1.4%

9) 自宅外 239 4.2% 2.1% 40.2% 10.9% 42.7% -

図表2-20　負傷時の状況（大学院） ※4月以降に負傷を「した」回答者のみ

合 計 実験実習中 体育実技中
サークル
活動中

通学途上
それ以外の

とき
無回答

0) 大学院全体 200 11.0% 2.5% 9.0% 27.5% 49.0% 1.0%

9) 男 149 11.4% 3.4% 11.4% 26.2% 47.7% -

1) 女 51 9.8% - 2.0% 31.4% 52.9% 3.9%

1) 文　系 31 3.2% 3.2% 3.2% 29.0% 58.1% 3.2%

9) 理　系 169 12.4% 2.4% 10.1% 27.2% 47.3% 0.6%

2) 博士前期（修士） 162 9.3% 1.9% 10.5% 26.5% 51.2% 0.6%

8) 博士後期（博士） 38 18.4% 5.3% 2.6% 31.6% 39.5% 2.6%

4) 自　宅 54 11.1% - 9.3% 24.1% 53.7% 1.9%

5) 自宅外 145 11.0% 3.4% 9.0% 29.0% 46.9% 0.7%
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　4月以降に負傷を「した」回答者に対して、負傷時の状況を質問したところ、学部生・大学院生とも
に「それ以外のとき」（学部生の40.3%、大学院生の49.0%）が最も高い。次いで、学部生は「サークル
活動中」（38.5%）、大学院生は「通学途上」（27.5%）が挙げられる。
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（5） 病気・負傷の治療に利用した医療機関

図表2-21　病気・負傷の治療に利用した医療機関（学部）【複数回答】  

※4月以降に病気または負傷を「した」回答者のみ

合 計
本学保健
センター

阪大病院
本学指定の
学外病院

その他の
病院・
医院等

医療機関に
かからな
かった

無回答

6) 学部全体 896 8.6% 1.0% 3.5% 50.2% 34.8% 7.5%

1) 男 571 7.7% 1.2% 3.2% 48.3% 37.3% 7.5%

2) 女 322 10.2% 0.6% 4.0% 53.4% 30.4% 7.5%

8) 文　系 378 8.7% 1.1% 2.9% 56.1% 29.1% 9.0%

7) 理　系 517 8.3% 1.0% 3.7% 46.0% 39.1% 6.4%

1) 1・2年生 411 7.5% 1.0% 1.9% 47.9% 38.2% 8.8%

4) 3年生以上 484 9.5% 1.0% 4.8% 52.3% 31.8% 6.4%

4) 自　宅 324 4.9% 0.6% 1.9% 54.6% 33.0% 8.0%

1) 自宅外 571 10.7% 1.2% 4.4% 47.6% 35.9% 7.2%

図表2-22　病気・負傷の治療に利用した医療機関（大学院）【複数回答】  

※4月以降に病気または負傷を「した」回答者のみ

合 計
本学保健
センター

阪大病院
本学指定の
学外病院

その他の
病院・
医院等

医療機関に
かからな
かった

無回答

6) 大学院全体 536 13.4% 4.1% 4.3% 51.7% 27.2% 10.4%

0) 男 370 11.9% 3.5% 4.9% 50.3% 30.8% 7.6%

6) 女 166 16.9% 5.4% 3.0% 54.8% 19.3% 16.9%

7) 文　系 137 19.0% 3.6% 5.8% 55.5% 19.0% 13.9%

9) 理　系 399 11.5% 4.3% 3.8% 50.4% 30.1% 9.3%

5) 博士前期（修士） 405 14.1% 4.4% 4.2% 48.9% 28.9% 10.6%

1) 博士後期（博士） 131 11.5% 3.1% 4.6% 60.3% 22.1% 9.9%

7) 自　宅 147 8.2% 1.4% 3.4% 54.4% 29.9% 9.5%

6) 自宅外 386 15.3% 5.2% 4.7% 51.0% 26.2% 10.6%
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　4月以降に病気または負傷を「した」回答者に、治療に利用した医療機関について質問したところ、
学部生・大学院生ともに「その他の病院・医院等」（学部生の50.2%、大学院生の51.7%）が最も高い。
「本学保健センター」の利用は、学部生の8.6%、大学院生の13.4%である。なお、「医療機関にかから
なかった」学生も多く、学部生の34.8%、大学院生の27.2%は、何れの医療機関にもかかっていない。
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5. 運動

図表2-23　運動の頻度（学部）

合 計
している
（1週間に
1回以上）

たまにしている
（1ヶ月に
1～2回）

していない 無回答

2) 　学部全体 2,362 35.6% 25.7% 33.4% 5.3%

8) 男 1,468 40.9% 27.0% 26.8% 5.3%

9) 女 889 27.0% 23.6% 44.2% 5.2%

8) 文　系 1,078 34.5% 23.9% 36.5% 5.0%

2) 理　系 1,282 36.7% 27.1% 30.7% 5.5%

2) 1・2年生 1,072 40.5% 25.3% 29.0% 5.2%

4) 3年生以上 1,284 31.5% 26.0% 37.2% 5.3%

2) 自　宅 932 34.8% 23.9% 36.1% 5.3%

3) 自宅外 1,423 36.3% 26.8% 31.8% 5.2%

図表2-24　運動の頻度（大学院）

合 計
している
（1週間に
1回以上）

たまにしている
（1ヶ月に
1～2回）

していない 無回答

1) 大学院全体 1,301 25.6% 33.4% 36.1% 4.9%

4) 男 904 30.5% 35.2% 30.3% 4.0%

1) 女 391 14.3% 28.6% 49.9% 7.2%

5) 文　系 345 21.2% 29.3% 43.2% 6.4%

5) 理　系 955 27.2% 34.9% 33.5% 4.4%

7) 博士前期（修士） 967 26.7% 34.2% 34.5% 4.6%

4) 博士後期（博士） 334 22.5% 30.8% 40.7% 6.0%

8) 自　宅 408 22.5% 31.6% 40.4% 5.4%

8) 自宅外 888 27.0% 34.2% 34.0% 4.7%
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　運動の頻度について、学部生では、「している（1週間に1回以上）」が35.6%と最も高く、「している
（1週間に1回以上）」「たまにしている（1ヶ月に1～2回以上）」を合わせた運動をしている回答者は
61.3%である。
　一方、大学院生では、「していない」が36.1%と最も高い。
　回答者属性別に見ると、学部生・大学院生ともに「性別」の差異が最も大きく、運動をしていない比
率は、男では、学部生の26.8%、大学院生の30.3%であるのに対し、女は4割以上（学部生の44.2%、大学
院生の49.9%）が運動をしていない。
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6. 睡眠

図表2-25　1日あたりの睡眠時間（学部）

合 計 5時間未満 5～8時間未満
8～10時間

未満
10時間以上 無回答

2) 学部全体 2,362 9.5% 80.0% 4.8% 0.4% 5.2%

8) 男 1,468 9.2% 80.0% 5.2% 0.4% 5.2%

9) 女 889 10.0% 80.2% 4.3% 0.4% 5.1%

8) 文　系 1,078 7.8% 81.6% 4.9% 0.4% 5.3%

2) 理　系 1,282 10.9% 78.7% 4.8% 0.5% 5.1%

2) 1・2年生 1,072 11.8% 78.6% 4.1% 0.2% 5.3%

4) 3年生以上 1,284 7.5% 81.3% 5.5% 0.6% 5.1%

2) 自　宅 932 10.9% 81.0% 2.9% 0.4% 4.7%

3) 自宅外 1,423 8.6% 79.5% 6.0% 0.4% 5.5%

図表2-26　1日あたりの睡眠時間（大学院）

合 計 5時間未満 5～8時間未満
8～10時間

未満
10時間以上 無回答

1) 大学院全体 1,301 11.5% 76.2% 7.1% 0.5% 4.6%

4) 男 904 11.2% 77.8% 6.4% 0.7% 4.0%

1) 女 391 12.5% 72.4% 8.7% 0.3% 6.1%

5) 文　系 345 13.0% 69.9% 10.7% 0.6% 5.8%

5) 理　系 955 11.0% 78.5% 5.8% 0.5% 4.2%

7) 博士前期（修士） 967 10.5% 78.0% 6.9% 0.4% 4.1%

4) 博士後期（博士） 334 14.4% 71.3% 7.5% 0.9% 6.0%

8) 自　宅 408 15.9% 73.0% 4.4% 1.0% 5.6%

8) 自宅外 888 9.6% 77.7% 8.2% 0.3% 4.2%
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　1日あたりの睡眠時間について、学部生・大学院生ともに「5～8時間未満」（学部生の80.0%、大学院
生の76.2%）の割合が高いが「5時間未満」の割合も10%前後ある。
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7. 喫煙

図表2-27　1日あたりの喫煙本数（学部）

合 計 吸わない 10本未満 20本未満 20本以上 無回答

2) 　学部全体 2,362 91.7% 2.3% 0.6% 0.0% 5.2%

8) 男 1,468 90.9% 3.1% 1.0% - 5.0%

9) 女 889 93.3% 1.1% - 0.1% 5.5%

8) 文　系 1,078 91.6% 2.4% 0.8% - 5.2%

2) 理　系 1,282 92.0% 2.3% 0.5% 0.1% 5.2%

2) 1・2年生 1,072 93.9% 0.8% 0.1% - 5.1%

4) 3年生以上 1,284 90.0% 3.6% 1.1% 0.1% 5.3%

2) 自　宅 932 93.9% 0.8% 0.3% - 5.0%

3) 自宅外 1,423 90.4% 3.4% 0.8% 0.1% 5.3%

図表2-28　1日あたりの喫煙本数（大学院）

合 計 吸わない 10本未満 20本未満 20本以上 無回答

1) 大学院全体 1,301 89.5% 3.4% 1.6% 0.6% 4.9%

4) 男 904 88.3% 4.4% 2.2% 0.9% 4.2%

1) 女 391 92.1% 1.0% 0.3% - 6.6%

5) 文　系 345 84.1% 6.4% 2.6% 0.9% 6.1%

5) 理　系 955 91.4% 2.3% 1.3% 0.5% 4.5%

7) 博士前期（修士） 967 90.0% 3.4% 1.4% 0.6% 4.6%

4) 博士後期（博士） 334 88.0% 3.3% 2.1% 0.6% 6.0%

8) 自　宅 408 88.2% 3.7% 1.5% 0.5% 6.1%

8) 自宅外 888 90.1% 3.2% 1.7% 0.7% 4.4%
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　1日あたりの喫煙本数について、学部生の91.7%、大学院生の89.5%が「吸わない」と回答している。前
回調査（学部生93.9%、大学院生88.2%）や前々回調査（学部生92.2%、大学院生82.7%）の結果を見る
と、長期的に見て、大学院生で喫煙をしない割合は増加傾向にある。
　回答者属性別に見ると、学部生では「学年別」の差異が最も大きいが、1・2年生で93.9%、3年生以上
で90.0%あり、両者の開きは約4ポイントである。
　一方、大学院生では「文系・理系別」の差異が最も大きく、文系学生で84.1%、理系学生で91.4%であ
り、両者の開きは約7ポイントである。
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8. 飲酒

（1） 飲酒頻度

図表2-29　飲酒頻度（学部）

合 計 飲まない
飲む

（月に2・3回
程度以下）

飲む
（週に2・3回

程度）

飲む
（毎日）

無回答

2) 　学部全体 2,362 35.6% 44.2% 13.5% 1.7% 5.1%

8) 男 1,468 33.1% 43.8% 15.7% 2.3% 5.0%

9) 女 889 39.7% 44.9% 9.8% 0.6% 5.1%

8) 文　系 1,078 35.9% 44.0% 13.6% 1.7% 4.8%

2) 理　系 1,282 35.4% 44.3% 13.4% 1.6% 5.2%

2) 1・2年生 1,072 52.1% 33.5% 8.1% 1.2% 5.0%

4) 3年生以上 1,284 21.7% 53.3% 18.1% 2.0% 5.0%

2) 自　宅 932 40.1% 42.3% 11.7% 1.3% 4.6%

3) 自宅外 1,423 32.6% 45.5% 14.8% 1.9% 5.3%

図表2-30　飲酒頻度（大学院）

合 計 飲まない
飲む

（月に2・3回
程度以下）

飲む
（週に2・3回

程度）

飲む
（毎日）

無回答

1) 大学院全体 1,301 23.2% 51.3% 17.0% 4.1% 4.5%

4) 男 904 18.8% 53.1% 20.0% 4.4% 3.7%

1) 女 391 33.8% 46.3% 10.2% 3.3% 6.4%

5) 文　系 345 30.4% 45.8% 13.3% 4.6% 5.8%

5) 理　系 955 20.5% 53.3% 18.3% 3.9% 4.0%

7) 博士前期（修士） 967 21.0% 53.6% 17.7% 3.7% 4.0%

4) 博士後期（博士） 334 29.6% 44.6% 15.0% 5.1% 5.7%

8) 自　宅 408 25.2% 48.3% 16.7% 4.9% 4.9%

8) 自宅外 888 22.2% 52.7% 17.1% 3.7% 4.3%
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　飲酒頻度について、「飲む（月に2・3回程度以下）」「飲む（週に2・3回程度）」「飲む（毎日）」
を合わせたお酒を飲む学生は、学部生の59.4%、大学院生の72.4%である。
　回答者属性別に見ると、学部生では、「学年別」の差異が最も大きく、1・2年生では42.8%であるのに
対し、3年生以上では73.4%が飲酒している。
　一方、大学院生では、「性別」の差異が最も大きく、女は59.8%であるのに対し、男は77.5%が飲酒し
ている。
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（2） 適度な飲酒量の把握状況

図表2-31　適度な飲酒量の把握状況（学部）

合 計 判っている 大体判っている 判らない 無回答

2) 　学部全体 2,362 32.0% 42.9% 20.0% 5.1%

8) 男 1,468 33.7% 43.8% 17.6% 4.9%

9) 女 889 29.0% 41.6% 24.0% 5.4%

8) 文　系 1,078 31.5% 43.2% 20.3% 4.9%

2) 理　系 1,282 32.4% 42.7% 19.7% 5.2%

2) 1・2年生 1,072 23.8% 38.6% 32.2% 5.4%

4) 3年生以上 1,284 38.9% 46.6% 9.7% 4.8%

2) 自　宅 932 28.1% 42.9% 24.1% 4.8%

3) 自宅外 1,423 34.6% 42.9% 17.3% 5.2%

図表2-32　適度な飲酒量の把握状況（大学院）

合 計 判っている 大体判っている 判らない 無回答

1) 大学院全体 1,301 44.6% 43.2% 7.5% 4.8%

4) 男 904 44.7% 44.9% 6.3% 4.1%

1) 女 391 44.8% 38.6% 10.2% 6.4%

5) 文　系 345 44.1% 38.6% 11.0% 6.4%

5) 理　系 955 44.8% 44.8% 6.2% 4.2%

7) 博士前期（修士） 967 43.6% 45.2% 6.9% 4.2%

4) 博士後期（博士） 334 47.3% 37.4% 9.0% 6.3%

8) 自　宅 408 44.9% 41.9% 8.1% 5.1%

8) 自宅外 888 44.7% 43.6% 7.1% 4.6%
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　適度な飲酒量の把握状況について、「判っている」「大体判っている」を合わせた適度な飲酒量を概
ね把握している学生は、学部生の74.9%、大学院生の87.8%である。前回調査（学部生88.3%、大学院生
86.5%）の結果を見ると、学部生で適度な飲酒量を概ね把握している割合が減少している。
　回答者属性別に見ると、学部生では、「学年別」の差異が最も大きく、1・2年生の62.4%、3年生以上
の85.5%は飲酒量を把握している。
　一方、大学院生では、「文系・理系別」の差が最も大きく、文系学生の82.7%、理系学生の89.6%は飲
酒量を把握している。
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（3） 一気飲みに関わった経験

図表2-33　一気飲みに関わった経験（他の人がしているのを見た経験を含む）（学部）  

合 計 ある ない 無回答

2) 　学部全体 2,362 44.7% 50.2% 5.1%

8) 男 1,468 44.1% 50.9% 5.0%

9) 女 889 45.9% 48.9% 5.2%

8) 文　系 1,078 44.3% 50.9% 4.7%

2) 理　系 1,282 45.1% 49.6% 5.3%

2) 1・2年生 1,072 37.7% 57.4% 4.9%

4) 3年生以上 1,284 50.7% 44.2% 5.1%

2) 自　宅 932 44.5% 50.9% 4.6%

3) 自宅外 1,423 45.0% 49.8% 5.3%

図表2-34　一気飲みに関わった経験（他の人がしているのを見た経験を含む）（大学院）  

合 計 ある ない 無回答

1) 大学院全体 1,301 42.4% 52.9% 4.7%

4) 男 904 46.9% 49.2% 3.9%

1) 女 391 31.7% 61.6% 6.6%

5) 文　系 345 27.2% 66.4% 6.4%

5) 理　系 955 48.0% 48.0% 4.1%

7) 博士前期（修士） 967 46.0% 49.9% 4.0%

4) 博士後期（博士） 334 32.0% 61.4% 6.6%

8) 自　宅 408 38.0% 56.4% 5.6%

8) 自宅外 888 44.5% 51.2% 4.3%
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　一気飲みに関わった経験について、学部生の44.7%、大学院生の42.4%が「ある」と回答している。回
答者自身の一気飲みの経験の有無について回答を求めた前回調査で「ある」と回答した学生は、学部生
の57.5%、大学院生の65.4%であり、一気飲みに関わる機会は減少していることがうかがわれる。
　回答者属性別に見ると、学部生では「学年別」の差異が最も大きく、1・2年生で一気飲みに関わった
経験があるのは37.7%であるのに対し、3年生以上では50.7%が関わっている。
　一方、大学院生では「文系・理系別」の差異が最も大きく、文系学生で一気飲みに関わった経験があ
るのは27.2%であるのに対し、理系学生では48.0%が関わっている。
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9. 学生保険への加入状況

図表2-35　学生保険への加入状況（学部）

合 計
学生教育研究
災害傷害保険
（学研災）

学生教育研究
賠償責任保険
（学研賠）

大学生活
協同組合の

学生総合共済

いずれにも
加入していない

無回答

2) 学部全体 2,362 55.4% 32.8% 49.7% 11.4% 5.7%

8) 男 1,468 59.3% 34.1% 50.6% 9.8% 5.7%

9) 女 889 48.8% 30.5% 48.6% 14.2% 5.5%

8) 文　系 1,078 42.2% 28.6% 50.6% 16.9% 5.4%

2) 理　系 1,282 66.5% 36.3% 49.1% 6.8% 5.9%

2) 1・2年生 1,072 57.5% 30.5% 47.6% 11.4% 5.7%

4) 3年生以上 1,284 53.7% 34.7% 51.7% 11.4% 5.6%

2) 自　宅 932 55.6% 31.3% 42.5% 14.4% 5.3%

3) 自宅外 1,423 55.4% 33.9% 54.5% 9.5% 5.8%

図表2-36　学生保険への加入状況（大学院）

合 計
学生教育研究
災害傷害保険
（学研災）

学生教育研究
賠償責任保険
（学研賠）

大学生活
協同組合の

学生総合共済

いずれにも
加入していない

無回答

1) 大学院全体 1,301 69.3% 34.4% 43.5% 9.9% 4.8%

4) 男 904 72.6% 36.0% 45.6% 8.6% 3.8%

1) 女 391 61.6% 31.5% 38.9% 12.8% 7.4%

5) 文　系 345 56.5% 35.1% 36.5% 16.5% 6.4%

5) 理　系 955 73.9% 34.2% 46.1% 7.5% 4.3%

7) 博士前期（修士） 967 70.4% 35.0% 46.4% 8.2% 4.3%

4) 博士後期（博士） 334 66.2% 32.9% 35.0% 15.0% 6.3%

8) 自　宅 408 65.7% 37.3% 39.7% 11.3% 5.6%

8) 自宅外 888 71.1% 33.2% 45.4% 9.2% 4.5%
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　学生保険への加入状況について、「いずれにも加入していない」という未加入の学生は学部学生の
11.4%、大学院生の9.9%であった。前回調査（学部生10.8%、大学院生10.2%）や前々回調査（学部生
9.2%、大学院生13.6%）の結果を見ると、未加入の学生の割合は、大学院生では減少が続いているが、学
部生では増加している。
　回答者属性別に見ると、学部生、大学院生ともに理系と比較して、文系の未加入率が高い。また大学
院生で博士前期（修士）と比較して、博士後期（博士）の未加入率が高い。
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第 3 章　修学状況について

1. 授業に対する満足度、及び出席状況

（1） 授業が不満足な科目の有無

図表3-1　授業が不満足な科目の有無（学部）  

合 計
不満足な

科目はない

不満足な
科目は

少しある

不満足な
科目が多い

ほとんどの
科目が
不満足

無回答

2,362 26.2% 51.7% 10.8% 3.0% 8.3%

計 168 29.8% 52.4% 7.1% 3.0% 7.7%

1・2年生 91 23.1% 58.2% 8.8% 2.2% 7.7%

3年生以上 76 36.8% 46.1% 5.3% 3.9% 7.9%

計 120 34.2% 47.5% 10.8% 2.5% 5.0%

1・2年生 49 20.4% 53.1% 18.4% 2.0% 6.1%

3年生以上 70 44.3% 42.9% 5.7% 2.9% 4.3%

計 245 15.9% 62.0% 13.9% 3.3% 4.9%

1・2年生 111 13.5% 61.3% 15.3% 4.5% 5.4%

3年生以上 134 17.9% 62.7% 12.7% 2.2% 4.5%

計 141 14.9% 63.8% 15.6% 2.1% 3.5%

1・2年生 73 8.2% 67.1% 19.2% 2.7% 2.7%

3年生以上 68 22.1% 60.3% 11.8% 1.5% 4.4%

計 197 34.5% 40.1% 10.7% 3.6% 11.2%

1・2年生 100 29.0% 43.0% 12.0% 3.0% 13.0%

3年生以上 97 40.2% 37.1% 9.3% 4.1% 9.3%

計 89 21.3% 41.6% 15.7% 7.9% 13.5%

1・2年生 28 25.0% 50.0% 17.9% - 7.1%

3年生以上 61 19.7% 37.7% 14.8% 11.5% 16.4%

計 125 39.2% 47.2% 6.4% 2.4% 4.8%

1・2年生 51 19.6% 66.7% 7.8% 5.9% -

3年生以上 74 52.7% 33.8% 5.4% - 8.1%

計 27 22.2% 59.3% 11.1% - 7.4%

1・2年生 17 11.8% 64.7% 17.6% - 5.9%

3年生以上 10 40.0% 50.0% - - 10.0%

計 53 22.6% 50.9% 11.3% - 15.1%

1・2年生 23 21.7% 47.8% 21.7% - 8.7%

3年生以上 30 23.3% 53.3% 3.3% - 20.0%

計 509 25.9% 48.7% 10.4% 3.3% 11.6%

1・2年生 200 16.0% 62.0% 14.5% 3.0% 4.5%

3年生以上 308 32.5% 39.9% 7.8% 3.6% 16.2%

計 282 27.0% 50.0% 9.6% 3.2% 10.3%

1・2年生 125 18.4% 58.4% 16.0% 4.0% 3.2%

3年生以上 157 33.8% 43.3% 4.5% 2.5% 15.9%

計 404 26.5% 55.7% 10.1% 2.5% 5.2%

1・2年生 204 17.2% 63.2% 11.8% 3.4% 4.4%

3年生以上 198 36.4% 47.5% 8.6% 1.5% 6.1%

学部全体
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所
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×
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　授業が不満足な科目の有無について、学部生では、「不満足な科目は少しある」「不満足な科目
が多い」「ほとんどの科目が不満足」を合わせて65.5%の回答者が、授業に不満を感じている。
　一方、大学院生では、「不満足な科目はない」が47.5%と最も高い。
　学部生の回答者属性別を見ると、学部生のうち経済学部の学生が不満足な科目がある割合が最も
高く、理学部の学生は最も低い。大学院生では、文系と理系の間に大きな差は見られない。
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図表3-2　授業が不満足な科目の有無（学部）  

合 計
不満足な

科目はない

不満足な
科目は

少しある

不満足な
科目が多い

ほとんどの
科目が
不満足

無回答

2) 2,362 26.2% 51.7% 10.8% 3.0% 8.3%

2) 1,072 18.2% 59.2% 14.0% 3.2% 5.4%

4) 1,284 33.0% 45.2% 8.1% 3.0% 10.7%

8) 文系全体 1,078 23.9% 56.8% 11.3% 2.7% 5.3%

) 1・2年生 528 16.5% 61.6% 13.6% 3.2% 5.1%

) 3年生以上 546 31.1% 52.0% 9.2% 2.2% 5.5%

2) 理系全体 1,282 28.2% 47.3% 10.3% 3.4% 10.8%

) 1・2年生 544 19.9% 57.0% 14.3% 3.1% 5.7%

) 3年生以上 737 34.5% 40.2% 7.3% 3.5% 14.5%

図表3-3　授業が不満足な科目の有無（大学院）  

合 計
不満足な

科目はない

不満足な
科目は

少しある

不満足な
科目が多い

ほとんどの
科目が
不満足

無回答

1) 1,301 47.5% 32.2% 6.5% 1.7% 12.1%

7) 967 45.4% 35.3% 6.6% 2.0% 10.8%

4) 334 53.6% 23.4% 6.0% 0.9% 16.2%

5) 345 47.2% 37.4% 7.0% 0.6% 7.8%

5) 955 47.5% 30.4% 6.3% 2.1% 13.7%

理　系

1・2年生

3年生以上

学部全体

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

文系・
理系別

文　系

理　系

博士前期（修士）課程
区分別 博士後期（博士）

n　 

n　 

2,362

1,072

1,284

1,078

1,282

大学院全体

1,301

967

334

345

955

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学部全体

1・2年生

3年生以上

文　系

理　系

不満足な科目
はない

不満足な科目
は少しある

不満足な科目
が多い

ほとんどの科目
が不満足

無回答

学
年
別

文
理
別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

博士前期(修士)

博士後期(博士)

文　系

理　系

不満足な科目
はない

不満足な科目
は少しある

不満足な科目
が多い

ほとんどの科目
が不満足

無回答

課
程
区
分
別

文
理
別
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（2） 授業が不満足な理由

図表3-4　授業が不満足な理由（学部）  

 ※授業が「不満足な科目は少しある」「不満足な科目が多い」「ほとんどの科目が不満足」回答者のみ

合 計
講義内容に
魅力がない

教え方が
よくない

講義内容が
難しすぎる

その他 無回答

1,546 40.3% 39.3% 11.5% 7.8% 1.2%

計 105 58.1% 22.9% 9.5% 9.5% -

1・2年生 63 57.1% 20.6% 11.1% 11.1% -

3年生以上 42 59.5% 26.2% 7.1% 7.1% -

計 73 41.1% 39.7% 8.2% 9.6% 1.4%

1・2年生 36 44.4% 36.1% 8.3% 8.3% 2.8%

3年生以上 36 36.1% 44.4% 8.3% 11.1% -

計 194 38.1% 45.9% 6.2% 9.8% -

1・2年生 90 37.8% 44.4% 7.8% 10.0% -

3年生以上 104 38.5% 47.1% 4.8% 9.6% -

計 115 42.6% 36.5% 12.2% 5.2% 3.5%

1・2年生 65 41.5% 36.9% 10.8% 6.2% 4.6%

3年生以上 50 44.0% 36.0% 14.0% 4.0% 2.0%

計 107 42.1% 33.6% 14.0% 10.3% -

1・2年生 58 41.4% 34.5% 15.5% 8.6% -

3年生以上 49 42.9% 32.7% 12.2% 12.2% -

計 58 27.6% 51.7% 8.6% 12.1% -

1・2年生 19 21.1% 47.4% 15.8% 15.8% -

3年生以上 39 30.8% 53.8% 5.1% 10.3% -

計 70 44.3% 32.9% 20.0% 2.9% -

1・2年生 41 46.3% 39.0% 14.6% - -

3年生以上 29 41.4% 24.1% 27.6% 6.9% -

計 19 15.8% 42.1% 31.6% 10.5% -

1・2年生 14 14.3% 35.7% 42.9% 7.1% -

3年生以上 5 20.0% 60.0% - 20.0% -

計 33 15.2% 54.5% 24.2% 3.0% 3.0%

1・2年生 16 12.5% 50.0% 31.3% - 6.3%

3年生以上 17 17.6% 58.8% 17.6% 5.9% -

計 318 31.4% 45.3% 15.1% 6.6% 1.6%

1・2年生 159 29.6% 49.1% 15.7% 4.4% 1.3%

3年生以上 158 33.5% 41.1% 14.6% 8.9% 1.9%

計 177 32.2% 42.4% 16.9% 6.2% 2.3%

1・2年生 98 39.8% 40.8% 15.3% 2.0% 2.0%

3年生以上 79 22.8% 44.3% 19.0% 11.4% 2.5%

計 276 55.1% 31.9% 3.6% 8.3% 1.1%

1・2年生 160 53.8% 34.4% 3.8% 8.1% -

3年生以上 114 57.0% 28.9% 3.5% 7.9% 2.6%

歯学部

薬学部

所
属
学
部
×
学
年
別

工学部

基礎工学部

外国語学部

理学部

医学部
（医）

医学部
（保）

学部全体

人間科学部

法学部

経済学部

文学部

　授業が「不満足な科目は少しある」「不満足な科目が多い」「ほとんどの科目が不満足」の回答
者に対して、授業が不満足な理由を質問したところ、学部生・大学院生ともに「講義内容に魅力が
ない」（学部生の40.3%、大学院生の42.9%）が最も多く、次いで、「教え方がよくない」（学部生
の39.3%、大学院生の33.7%）がともに続く。
　学部生の回答者属性別を見ると、文学部と外国語学部において、「講義内容に魅力がない」の割
合が、薬学部と医学部（医）において「教え方がよくない」の割合が、それぞれ5割を超えている。
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図表3-5　授業が不満足な理由（学部）  

 ※授業が「不満足な科目は少しある」「不満足な科目が多い」「ほとんどの科目が不満足」回答者のみ

合 計
講義内容に
魅力がない

教え方が
よくない

講義内容が
難しすぎる

その他 無回答

6) 1,546 40.3% 39.3% 11.5% 7.8% 1.2%

9) 819 41.0% 39.2% 12.1% 6.6% 1.1%

3) 723 39.4% 39.4% 10.9% 9.0% 1.2%

3) 文系全体 763 48.0% 35.6% 6.8% 8.5% 1.0%

) 1・2年生 414 48.1% 35.0% 7.2% 8.7% 1.0%

) 3年生以上 346 47.7% 36.7% 6.4% 8.1% 1.2%

2) 理系全体 782 32.9% 42.7% 16.1% 7.0% 1.3%

) 1・2年生 405 33.8% 43.5% 17.0% 4.4% 1.2%

) 3年生以上 376 31.9% 41.8% 15.2% 9.8% 1.3%

図表3-6　授業が不満足な理由（大学院）  

 ※授業が「不満足な科目は少しある」「不満足な科目が多い」「ほとんどの科目が不満足」回答者のみ

合 計
講義内容に
魅力がない

教え方が
よくない

講義内容が
難しすぎる

その他 無回答

5) 525 42.9% 33.7% 9.3% 12.2% 1.9%

4) 424 46.7% 31.6% 10.4% 9.9% 1.4%

1) 101 26.7% 42.6% 5.0% 21.8% 4.0%

5) 155 36.1% 40.6% 7.7% 12.9% 2.6%

0) 370 45.7% 30.8% 10.0% 11.9% 1.6%

学部全体

1・2年生

3年生以上
文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

文　系

理　系

文系・
理系別

文　系

理　系

大学院全体

博士前期（修士）課程
区分別 博士後期（博士）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

大学院全体
(n=525)

博士前期（修士）
(n=424)

博士後期（博士）
(n=101)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

学部全体
(n=1,546)

文　系
(n=763)

理　系
(n=782)
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（3） 授業への出席状況

図表3-7　授業への出席状況（学部）  

合 計
9割以上
出席

7割以上
出席

半分以上
出席

3割以上
出席

ほとんど
出席

していない
無回答

2,362 71.0% 14.3% 3.0% 0.8% 1.0% 10.0%

計 168 66.7% 19.0% 3.0% 0.6% 1.2% 9.5%

1・2年生 91 73.6% 16.5% - - - 9.9%

3年生以上 76 57.9% 22.4% 6.6% 1.3% 2.6% 9.2%

計 120 72.5% 16.7% 1.7% 0.8% 0.8% 7.5%

1・2年生 49 85.7% 6.1% - - 2.0% 6.1%

3年生以上 70 62.9% 24.3% 2.9% 1.4% - 8.6%

計 245 57.6% 23.7% 7.3% 2.0% 2.4% 6.9%

1・2年生 111 72.1% 15.3% 5.4% 1.8% - 5.4%

3年生以上 134 45.5% 30.6% 9.0% 2.2% 4.5% 8.2%

計 141 70.2% 18.4% 7.1% 0.7% - 3.5%

1・2年生 73 78.1% 13.7% 5.5% - - 2.7%

3年生以上 68 61.8% 23.5% 8.8% 1.5% - 4.4%

計 197 75.1% 9.6% 0.5% 0.5% 0.5% 13.7%

1・2年生 100 76.0% 10.0% - - - 14.0%

3年生以上 97 74.2% 9.3% 1.0% 1.0% 1.0% 13.4%

計 89 67.4% 6.7% 5.6% 4.5% 3.4% 12.4%

1・2年生 28 75.0% 14.3% 3.6% - 3.6% 3.6%

3年生以上 61 63.9% 3.3% 6.6% 6.6% 3.3% 16.4%

計 125 89.6% 4.8% 1.6% - - 4.0%

1・2年生 51 94.1% 3.9% 2.0% - - -

3年生以上 74 86.5% 5.4% 1.4% - - 6.8%

計 27 85.2% 3.7% - 3.7% - 7.4%

1・2年生 17 88.2% - - 5.9% - 5.9%

3年生以上 10 80.0% 10.0% - - - 10.0%

計 53 71.7% 11.3% - - - 17.0%

1・2年生 23 82.6% 8.7% - - - 8.7%

3年生以上 30 63.3% 13.3% - - - 23.3%

計 509 71.9% 9.6% 1.8% 0.2% 1.2% 15.3%

1・2年生 200 83.0% 10.5% 2.0% - - 4.5%

3年生以上 308 64.6% 9.1% 1.6% 0.3% 1.9% 22.4%

計 282 67.0% 15.2% 3.2% 0.7% 1.4% 12.4%

1・2年生 125 78.4% 15.2% 2.4% - 0.8% 3.2%

3年生以上 157 58.0% 15.3% 3.8% 1.3% 1.9% 19.7%

計 404 74.5% 17.3% 2.5% 0.2% 0.2% 5.2%

1・2年生 204 77.9% 15.2% 2.0% - 0.5% 4.4%

3年生以上 198 70.7% 19.7% 3.0% 0.5% - 6.1%

歯学部

薬学部

所
属
学
部
×
学
年
別

工学部

基礎工学部

外国語学部

理学部

医学部
（医）

医学部
（保）

学部全体

人間科学部

法学部

経済学部

文学部

　授業への出席状況について、学部生の71.0%、大学院生の69.9%が「9割以上出席」と回答してい
る。
　「9割以上出席」を回答者属性別に見ると、学部生では理系学生が73.0%とやや高く、大学院生で
は文系学生が75.4%と高い。
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図表3-8　授業への出席状況（学部）  

合 計
9割以上
出席

7割以上
出席

半分以上
出席

3割以上
出席

ほとんど
出席

していない
無回答

2) 2,362 71.0% 14.3% 3.0% 0.8% 1.0% 10.0%

2) 1,072 79.1% 12.5% 2.1% 0.3% 0.4% 5.6%

4) 1,284 64.1% 15.8% 3.7% 1.2% 1.6% 13.6%

8) 文系全体 1,078 68.6% 19.1% 4.2% 0.8% 0.9% 6.3%

) 1・2年生 528 76.7% 14.4% 2.7% 0.4% 0.4% 5.5%

) 3年生以上 546 60.6% 23.8% 5.7% 1.3% 1.5% 7.1%

2) 理系全体 1,282 73.0% 10.1% 2.0% 0.7% 1.1% 13.0%

) 1・2年生 544 81.4% 10.7% 1.7% 0.2% 0.4% 5.7%

) 3年生以上 737 66.8% 9.8% 2.3% 1.1% 1.6% 18.5%

図表3-9　授業への出席状況（大学院）  

合 計
9割以上
出席

7割以上
出席

半分以上
出席

3割以上
出席

ほとんど
出席

していない
無回答

1) 1,301 69.9% 8.5% 2.5% 0.4% 2.2% 16.5%

7) 967 72.5% 8.9% 2.8% 0.3% 1.3% 14.2%

4) 334 62.6% 7.5% 1.5% 0.6% 4.5% 23.4%

5) 345 75.4% 9.9% 3.2% 0.3% 0.6% 10.7%

5) 955 68.1% 8.1% 2.2% 0.4% 2.6% 18.6%

1,284

1,078

955

1,301

967

334

345

文　系

文　系

理　系

文系・
理系別 理　系

大学院全体

課程
区分別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

n　 

n　 

文
系
・
理
系
×
学
年
別

学
年
別

1,282

学部全体

1・2年生

3年生以上

2,362

1,072

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学部全体

1・2年生

3年生以上

文系全体

理系全体

9割以上
出席

7割以上
出席

半分以上
出席

3割以上
出席

ほとんど出席
していない

無回答

学
年
別

文
理
別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

博士前期(修士)

博士後期(博士)

文　系

理　系

9割以上
出席

7割以上
出席

半分以上
出席

3割以上
出席

ほとんど出席
していない

無回答

課
程
区
分
別

文
理
別
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2. 1日あたりの平均修学時間数

（1） 月～金曜日の1日あたりの平均修学時間数

 （a） 授業時間数

図表3-10　月～金曜日の1日あたりの平均授業時間数（学部）  

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

2) 2,362 8.0% 3.5% 6.9% 9.6% 16.5% 24.2% 10.8% 7.4% 2.8% 1.2% 0.9% 2.2% 5.9%

4) 524 - 0.2% 1.3% 7.4% 20.6% 33.2% 14.5% 9.0% 1.5% 0.4% 0.6% 3.4% 7.8%

8) 548 - - 0.4% 6.8% 20.6% 41.4% 14.4% 9.7% 1.5% 0.5% 0.2% 1.1% 3.5%

0) 570 0.2% 0.2% 6.1% 13.0% 19.8% 22.5% 11.9% 10.0% 5.8% 1.6% 1.2% 2.6% 5.1%

4) 714 26.3% 11.3% 16.8% 10.6% 7.7% 5.7% 4.3% 2.4% 2.2% 2.1% 1.5% 2.0% 6.9%

8) 文系全体 1,078 1.5% 3.5% 10.4% 15.0% 20.1% 27.6% 7.8% 4.9% 0.9% 0.5% 0.6% 1.9% 5.3%

) 1年生 233 - - 2.6% 13.3% 19.3% 35.6% 8.6% 5.6% 1.7% - 0.4% 3.0% 9.9%

) 2年生 295 - - 0.3% 8.1% 23.1% 43.4% 11.9% 7.8% 1.0% 0.3% - 1.0% 3.1%

) 3年生 247 0.4% - 9.3% 19.8% 23.9% 23.9% 6.9% 5.7% 0.4% 1.2% 0.8% 2.4% 5.3%

) 4年生以上 299 5.0% 12.7% 27.4% 19.4% 14.7% 9.0% 3.3% 1.0% 0.7% 0.3% 1.0% 1.3% 4.0%

2) 理系全体 1,282 13.5% 3.5% 4.1% 5.0% 13.5% 21.4% 13.4% 9.4% 4.3% 1.9% 1.2% 2.6% 6.3%

) 1年生 291 - 0.3% 0.3% 2.7% 21.6% 31.3% 19.2% 11.7% 1.4% 0.7% 0.7% 3.8% 6.2%

) 2年生 253 - - 0.4% 5.1% 17.8% 39.1% 17.4% 11.9% 2.0% 0.8% 0.4% 1.2% 4.0%

) 3年生 323 - 0.3% 3.7% 7.7% 16.7% 21.4% 15.8% 13.3% 9.9% 1.9% 1.5% 2.8% 5.0%

) 4年生以上 414 41.8% 10.4% 9.2% 4.3% 2.7% 3.4% 5.1% 3.4% 3.4% 3.4% 1.7% 2.4% 8.9%

図表3-11　月～金曜日の1日あたりの平均授業時間数（大学院）

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

1) 1,301 24.1% 16.9% 19.9% 14.8% 8.5% 3.1% 2.4% 1.5% 0.8% 0.3% 0.8% 1.7% 5.3%

7) 967 22.5% 17.1% 20.9% 15.3% 9.3% 3.0% 2.2% 1.4% 0.9% 0.2% 0.7% 1.9% 4.6%

4) 334 28.7% 16.5% 17.1% 13.2% 6.3% 3.3% 3.0% 1.5% 0.3% 0.6% 0.9% 1.2% 7.5%

5) 345 2.9% 11.3% 19.1% 25.5% 16.8% 4.9% 3.8% 2.6% 1.4% 0.3% 1.4% 3.2% 6.7%

5) 955 31.7% 19.0% 20.2% 10.9% 5.5% 2.4% 1.9% 1.0% 0.5% 0.3% 0.5% 1.2% 4.8%

課程
区分別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

学
年
別

文　系

理　系

学部全体

文系・
理系別

文　系

理　系

1年生

2年生

3年生

4年生以上

文
系
・
理
系
×
学
年
別

大学院全体

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

1年生
(n=524)

2年生
(n=548)

3年生
(n=570)

4年生以上
(n=714)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

文　系
(n=345)

理　系
(n=955)

　月～金曜日の1日あたりの平均授業時間数について、学部生では、「4～5時間未満」が24.2%でピーク
を形成している。
　回答者属性別では、「0時間」の回答が文系（学部生1.5%、大学院生2.9%）より、理系（学部生
13.5%、大学院生31.7%）で高い割合となっている。
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 （b） 予習・復習時間数

図表3-12　月～金曜日の1日あたりの平均予習・復習時間数（学部）  

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

2) 2,362 15.2% 32.6% 27.4% 11.0% 4.1% 1.4% 1.1% 0.6% 0.2% 0.2% 0.1% 0.6% 5.7%

4) 524 3.4% 37.4% 34.5% 9.9% 4.4% 0.8% 1.0% 0.8% 0.2% - - 0.6% 7.1%

8) 548 5.1% 35.8% 34.1% 13.3% 4.7% 1.6% 0.9% 0.7% - 0.5% - - 3.1%

0) 570 10.9% 34.7% 27.7% 13.5% 3.9% 1.4% 0.9% 0.5% 0.4% 0.2% 0.2% 0.5% 5.3%

4) 714 35.0% 25.1% 16.7% 8.0% 3.4% 1.5% 1.5% 0.4% 0.3% 0.1% 0.1% 1.0% 6.9%

8) 文系全体 1,078 8.6% 33.4% 30.7% 12.7% 5.1% 1.6% 1.6% 0.5% 0.2% 0.3% 0.1% 0.2% 5.1%

) 1年生 233 1.7% 34.8% 36.1% 11.2% 5.2% 0.9% 1.3% 0.4% - - - - 8.6%

) 2年生 295 3.1% 34.9% 35.3% 13.9% 6.1% 2.0% 1.4% 0.3% - 0.7% - - 2.4%

) 3年生 247 12.6% 34.0% 24.7% 14.2% 2.8% 2.0% 2.0% 1.2% 0.4% 0.4% 0.4% - 5.3%

) 4年生以上 299 16.4% 30.8% 26.8% 11.4% 5.7% 1.3% 1.7% - 0.3% - - 0.7% 5.0%

2) 理系全体 1,282 20.7% 31.9% 24.6% 9.7% 3.2% 1.2% 0.7% 0.6% 0.2% 0.2% 0.1% 0.9% 6.1%

) 1年生 291 4.8% 39.5% 33.3% 8.9% 3.8% 0.7% 0.7% 1.0% 0.3% - - 1.0% 5.8%

) 2年生 253 7.5% 36.8% 32.8% 12.6% 3.2% 1.2% 0.4% 1.2% - 0.4% - - 4.0%

) 3年生 323 9.6% 35.3% 30.0% 13.0% 4.6% 0.9% - - 0.3% - - 0.9% 5.3%

) 4年生以上 414 48.6% 21.0% 9.4% 5.6% 1.7% 1.7% 1.4% 0.5% 0.2% 0.2% 0.2% 1.2% 8.2%

図表3-13　月～金曜日の1日あたりの平均予習・復習時間数（大学院）

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

1) 1,301 34.8% 23.8% 15.8% 8.9% 3.2% 2.2% 2.2% 0.8% 0.5% 0.2% 0.3% 1.7% 5.6%

7) 967 35.5% 26.6% 16.5% 8.7% 2.7% 1.7% 1.3% 0.2% 0.2% 0.1% 0.4% 1.4% 4.7%

4) 334 32.9% 15.9% 13.5% 9.6% 4.8% 3.9% 4.5% 2.4% 1.5% 0.3% - 2.4% 8.4%

5) 345 6.4% 15.7% 22.0% 20.3% 7.8% 5.2% 5.8% 2.6% 2.0% 0.3% 0.6% 4.3% 7.0%

5) 955 45.0% 26.8% 13.5% 4.8% 1.6% 1.2% 0.8% 0.1% - 0.1% 0.2% 0.7% 5.1%

学部全体

文系・
理系別

文　系

理　系

1年生

2年生

3年生

4年生以上

文
系
・
理
系
×
学
年
別

課程
区分別
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博士後期（博士）

学
年
別

文　系

理　系

大学院全体

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

1年生
(n=524)

2年生
(n=548)

3年生
(n=570)

4年生以上
(n=714)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

文　系
(n=345)

理　系
(n=955)

　月～金曜日の1日あたりの平均予習・復習時間数について、学部生では、「1時間未満」が32.6%で最
も高く、「1～2時間未満」が27.4%、「0時間」が15.2%と続く。「0時間」の回答者は、学年が上がるに
したがって割合が増加し、理系（20.7%）と文系（8.6%）で開きがある。
　この傾向は大学院生において顕著で、「0時間」の回答は、理系学生で45.0%、文系学生で6.4%と大き
な差がある。この差は前の設問の「一日あたりの平均修学時間数」に関連して、履修科目数の多い文系
院生が、予習・復習により多くの時間を割いていることを反映していると思われる。
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 （c） 研究時間数

図表3-14　月～金曜日の1日あたりの平均研究時間数（学部）  

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

2) 2,362 55.5% 10.8% 7.2% 3.5% 2.9% 2.2% 2.5% 2.0% 2.2% 1.3% 1.4% 3.0% 5.7%

4) 524 79.8% 6.1% 3.4% 1.3% 0.6% 0.4% 0.2% - - - - 0.6% 7.6%

8) 548 73.4% 12.4% 5.5% 2.6% 0.9% 0.5% 0.5% 0.2% 0.4% - - - 3.6%

0) 570 60.5% 14.9% 8.9% 3.2% 2.3% 1.6% 1.4% 0.5% - 0.2% 0.2% 0.4% 6.0%

4) 714 19.9% 9.7% 9.7% 6.0% 6.6% 5.2% 6.4% 6.2% 7.1% 4.1% 4.6% 9.1% 5.5%

8) 文系全体 1,078 53.0% 16.4% 12.0% 4.7% 3.0% 1.8% 1.6% 0.7% 0.2% 0.2% 0.2% 0.6% 5.7%

) 1年生 233 76.0% 7.3% 4.7% 1.3% 0.4% 0.4% - - - - - 0.4% 9.4%

) 2年生 295 68.8% 14.6% 7.1% 4.4% 1.0% - 0.3% 0.3% 0.3% - - - 3.1%

) 3年生 247 42.1% 25.1% 16.2% 2.4% 3.2% 2.4% 1.2% 0.8% - - 0.4% - 6.1%

) 4年生以上 299 28.1% 18.4% 18.7% 9.7% 6.7% 4.0% 4.3% 1.7% 0.3% 0.7% 0.3% 2.0% 5.0%

2) 理系全体 1,282 57.7% 5.9% 3.1% 2.4% 2.8% 2.5% 3.2% 3.1% 4.0% 2.2% 2.5% 4.9% 5.6%

) 1年生 291 82.8% 5.2% 2.4% 1.4% 0.7% 0.3% 0.3% - - - - 0.7% 6.2%

) 2年生 253 78.7% 9.9% 3.6% 0.4% 0.8% 1.2% 0.8% - 0.4% - - - 4.3%

) 3年生 323 74.6% 7.1% 3.4% 3.7% 1.5% 0.9% 1.5% 0.3% - 0.3% - 0.6% 5.9%

) 4年生以上 414 14.0% 3.1% 3.1% 3.4% 6.5% 6.0% 8.0% 9.4% 12.1% 6.5% 7.7% 14.3% 5.8%

図表3-15　月～金曜日の1日あたりの平均研究時間数（大学院）

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

1) 1,301 1.9% 2.2% 5.2% 6.3% 7.7% 7.2% 7.3% 8.2% 9.6% 7.8% 7.1% 24.4% 5.1%

7) 967 1.7% 1.8% 6.0% 6.5% 8.0% 7.0% 7.8% 9.0% 9.8% 8.1% 7.1% 22.9% 4.4%

4) 334 2.7% 3.3% 3.0% 5.7% 6.9% 7.8% 6.0% 6.0% 9.0% 6.9% 7.2% 28.7% 6.9%

5) 345 2.9% 4.6% 13.0% 12.8% 13.9% 11.0% 8.4% 6.4% 7.0% 3.8% 2.0% 8.1% 6.1%

5) 955 1.6% 1.3% 2.4% 4.0% 5.4% 5.9% 6.9% 8.9% 10.6% 9.2% 9.0% 30.2% 4.7%
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区分別
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学
年
別

文　系

理　系

学部全体

文系・
理系別

文　系

理　系

1年生

2年生

3年生

4年生以上

文
系
・
理
系
×
学
年
別

大学院全体

0%

20%

40%

60%

80%

100%

学部全体
(n=2,362)

1年生
(n=524)

2年生
(n=548)

3年生
(n=570)

4年生以上
(n=714)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

文　系
(n=345)

理　系
(n=955)

　月～金曜日の1日あたりの平均研究時間数について、学部生では、「0時間」が55.5%で抜き出て高
く、大学院生では、「10時間以上」の回答が、理系学生で30.2%と、授業以外の研究にあてる時間が突
出して高い。
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 （d） 教養時間数（読書等）

図表3-16　月～金曜日の1日あたりの平均教養時間数（読書等）（学部）  

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

2) 2,362 19.2% 42.6% 19.7% 6.5% 2.3% 1.7% 1.1% 0.5% 0.2% 0.2% 0.2% 0.6% 5.4%

4) 524 25.6% 39.3% 18.1% 5.5% 1.7% 1.1% 0.8% - - 0.2% - 0.6% 7.1%

8) 548 19.3% 47.6% 17.9% 6.8% 2.6% 0.7% 1.3% 0.2% 0.4% - 0.2% - 3.1%

0) 570 18.4% 42.1% 20.4% 6.0% 2.8% 1.8% 1.1% 0.7% - 0.2% - 0.9% 5.8%

4) 714 15.1% 41.5% 21.7% 7.3% 2.2% 2.7% 1.1% 0.8% 0.4% 0.3% 0.4% 0.8% 5.6%

8) 文系全体 1,078 12.5% 39.8% 24.8% 9.2% 3.2% 2.0% 1.2% 0.6% 0.3% 0.2% 0.3% 0.5% 5.4%

) 1年生 233 19.7% 39.9% 21.5% 6.4% 2.6% 0.9% - - - - - 0.4% 8.6%

) 2年生 295 13.6% 47.1% 20.3% 9.5% 2.4% 1.4% 2.0% 0.3% 0.7% - 0.3% - 2.4%

) 3年生 247 10.5% 36.0% 27.9% 7.7% 4.5% 2.0% 2.0% 1.2% - 0.4% - 0.8% 6.9%

) 4年生以上 299 7.7% 35.5% 29.1% 12.0% 3.7% 3.7% 0.7% 1.0% 0.3% 0.3% 0.7% 0.7% 4.7%

2) 理系全体 1,282 24.8% 44.9% 15.4% 4.2% 1.6% 1.3% 0.9% 0.3% 0.2% 0.2% 0.1% 0.7% 5.4%

) 1年生 291 30.2% 38.8% 15.5% 4.8% 1.0% 1.4% 1.4% - - 0.3% - 0.7% 5.8%

) 2年生 253 26.1% 48.2% 15.0% 3.6% 2.8% - 0.4% - - - - - 4.0%

) 3年生 323 24.5% 46.7% 14.6% 4.6% 1.5% 1.5% 0.3% 0.3% - - - 0.9% 5.0%

) 4年生以上 414 20.5% 45.7% 16.4% 3.9% 1.2% 1.9% 1.4% 0.7% 0.5% 0.2% 0.2% 1.0% 6.3%

図表3-17　月～金曜日の1日あたりの平均教養時間数（読書等）（大学院）

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

1) 1,301 13.4% 41.2% 24.3% 7.5% 3.3% 0.9% 0.8% 0.2% 0.5% 0.5% 0.4% 2.1% 4.8%

7) 967 14.0% 42.6% 23.7% 7.2% 3.3% 0.7% 0.5% 0.2% 0.5% 0.5% 0.3% 2.1% 4.3%

4) 334 11.7% 37.1% 26.0% 8.4% 3.3% 1.5% 1.8% 0.3% 0.6% 0.6% 0.6% 2.1% 6.0%

5) 345 7.2% 35.4% 23.5% 13.3% 6.4% 0.6% 1.2% 0.9% 1.4% 1.2% 0.6% 2.0% 6.4%

5) 955 15.5% 43.4% 24.6% 5.4% 2.2% 1.0% 0.7% - 0.2% 0.3% 0.3% 2.1% 4.2%
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　月～金曜日の1日あたりの平均教養時間数（読書等）について、学部生の42.6%、大学院生の41.2%が
「1時間未満」と回答しており、「1～2時間未満」の回答と合わせると、6割以上の学部生・大学院生に
おいて、読書などにあてる時間数が2時間未満となっている。回答者属性別で見ると、「0時間」と回答
した理系の学部生・大学院生の割合は文系の学部生・大学院生の2倍前後である。
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（2） 土・日曜日の1日あたりの平均修学時間数

 （b） 予習・復習時間数

図表3-18　土・日曜日の1日あたりの平均予習・復習時間数（学部）  

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

2) 2,362 21.4% 24.1% 21.6% 12.7% 7.0% 3.0% 2.2% 0.8% 0.5% 0.5% - 0.6% 5.7%

4) 524 10.1% 25.4% 27.1% 15.6% 9.0% 2.5% 1.7% 0.4% 0.2% 0.8% - 0.2% 7.1%

8) 548 9.9% 27.6% 27.2% 16.2% 9.1% 2.9% 1.8% 1.1% 0.4% 0.2% - 0.4% 3.3%

0) 570 18.2% 24.4% 21.6% 12.6% 7.4% 4.4% 3.0% 0.7% 0.9% 0.5% - 0.9% 5.4%

4) 714 41.3% 20.4% 13.2% 7.8% 3.8% 2.4% 1.8% 1.0% 0.4% 0.4% - 0.8% 6.6%

8) 文系全体 1,078 15.6% 26.3% 23.8% 14.7% 7.5% 3.4% 1.6% 0.6% 0.4% 0.6% - 0.4% 5.1%

) 1年生 233 6.4% 25.3% 30.0% 16.7% 8.2% 2.6% 0.4% 0.4% - 1.3% - - 8.6%

) 2年生 295 7.5% 29.2% 26.1% 18.3% 11.2% 2.7% 1.0% 0.7% - 0.3% - 0.3% 2.7%

) 3年生 247 17.8% 25.1% 20.2% 12.6% 6.9% 6.1% 2.4% 0.8% 1.2% 0.8% - 0.8% 5.3%

) 4年生以上 299 29.1% 25.4% 19.4% 11.4% 4.0% 2.7% 2.0% 0.7% 0.3% - - 0.3% 4.7%

2) 理系全体 1,282 26.4% 22.2% 19.7% 11.0% 6.6% 2.7% 2.7% 0.9% 0.5% 0.4% - 0.8% 6.1%

) 1年生 291 13.1% 25.4% 24.7% 14.8% 9.6% 2.4% 2.7% 0.3% 0.3% 0.3% - 0.3% 5.8%

) 2年生 253 12.6% 25.7% 28.5% 13.8% 6.7% 3.2% 2.8% 1.6% 0.8% - - 0.4% 4.0%

) 3年生 323 18.6% 23.8% 22.6% 12.7% 7.7% 3.1% 3.4% 0.6% 0.6% 0.3% - 0.9% 5.6%

) 4年生以上 414 50.2% 16.7% 8.7% 5.3% 3.6% 2.2% 1.7% 1.2% 0.5% 0.7% - 1.2% 8.0%

図表3-19　土・日曜日の1日あたりの平均予習・復習時間数（大学院）

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

1) 1,301 41.9% 20.5% 12.8% 6.8% 3.7% 2.7% 1.7% 1.0% 1.0% 0.2% 0.6% 1.3% 5.8%

7) 967 43.5% 21.7% 13.3% 6.5% 3.2% 2.7% 1.6% 0.3% 0.5% 0.2% 0.4% 0.9% 5.1%

4) 334 37.1% 17.1% 11.4% 7.5% 5.1% 2.7% 2.1% 3.0% 2.4% 0.3% 1.2% 2.4% 7.8%

5) 345 14.2% 16.5% 19.1% 13.9% 7.8% 5.5% 3.8% 2.9% 2.9% 0.3% 2.3% 3.2% 7.5%

5) 955 51.8% 22.0% 10.6% 4.2% 2.2% 1.7% 0.9% 0.3% 0.3% 0.2% - 0.6% 5.1%
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　土・日曜日の1日あたりの平均予習・復習時間数について、学部生では、「1時間未満」が24.1%で最
多である。一方、大学院生では、月～金曜日の平均予習・復習時間数についての回答と同様に、理系の
学生で「0時間」が51.8%と抜き出て高い。文系の院生では平日と休日との間で大きな差は見られない。
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 （c） 研究時間数

図表3-20　土・日曜日の1日あたりの平均研究時間数（学部）  

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

2) 2,362 60.9% 11.4% 7.3% 4.7% 3.4% 2.3% 1.7% 0.8% 0.7% 0.3% 0.1% 0.6% 5.7%

4) 524 80.3% 4.8% 3.4% 2.1% 1.0% 0.4% - 0.2% - 0.2% - - 7.6%

8) 548 73.2% 11.1% 6.4% 2.4% 1.3% 0.7% 0.7% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% - 3.5%

0) 570 65.4% 13.2% 5.8% 3.2% 3.0% 1.6% 0.7% 0.7% 0.5% - 0.2% 0.4% 5.4%

4) 714 33.6% 15.3% 12.0% 9.7% 7.1% 5.6% 4.3% 2.0% 1.7% 0.8% 0.1% 1.7% 6.0%

8) 文系全体 1,078 54.5% 14.7% 10.4% 5.1% 3.5% 2.3% 1.7% 0.6% 0.6% 0.2% 0.3% 0.4% 5.7%

) 1年生 233 75.5% 6.4% 4.3% 2.6% 0.9% - - 0.4% - 0.4% - - 9.4%

) 2年生 295 68.8% 12.5% 9.2% 2.7% 1.7% 1.4% 0.3% - - - 0.3% - 3.1%

) 3年生 247 46.2% 20.6% 11.3% 5.7% 4.5% 2.4% 1.2% 1.2% 0.8% - 0.4% - 5.7%

) 4年生以上 299 30.8% 18.7% 15.7% 8.7% 6.7% 5.0% 4.7% 1.0% 1.3% 0.3% 0.3% 1.3% 5.4%

2) 理系全体 1,282 66.4% 8.6% 4.7% 4.4% 3.3% 2.3% 1.6% 1.0% 0.8% 0.5% - 0.8% 5.6%

) 1年生 291 84.2% 3.4% 2.7% 1.7% 1.0% 0.7% - - - - - - 6.2%

) 2年生 253 78.3% 9.5% 3.2% 2.0% 0.8% - 1.2% 0.4% 0.4% 0.4% - - 4.0%

) 3年生 323 80.2% 7.4% 1.5% 1.2% 1.9% 0.9% 0.3% 0.3% 0.3% - - 0.6% 5.3%

) 4年生以上 414 35.7% 12.6% 9.4% 10.4% 7.5% 6.0% 4.1% 2.7% 1.9% 1.2% - 1.9% 6.5%

図表3-21　土・日曜日の1日あたりの平均研究時間数（大学院）

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

1) 1,301 10.5% 10.3% 11.6% 12.1% 11.2% 8.7% 10.1% 4.3% 4.5% 2.8% 1.8% 7.4% 4.7%

7) 967 11.9% 11.5% 12.4% 12.2% 12.6% 8.3% 9.1% 4.1% 3.8% 2.4% 1.7% 6.0% 4.0%

4) 334 6.6% 6.9% 9.3% 11.7% 7.2% 9.9% 12.9% 4.8% 6.3% 4.2% 2.4% 11.4% 6.6%

5) 345 6.4% 7.5% 13.0% 11.3% 11.9% 9.6% 9.6% 4.9% 6.4% 3.2% 2.3% 7.8% 6.1%

5) 955 12.0% 11.3% 11.1% 12.4% 11.0% 8.4% 10.2% 4.1% 3.8% 2.7% 1.7% 7.2% 4.2%

学部全体

文系・
理系別

文　系

理　系

1年生
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3年生
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系
・
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系
×
学
年
別
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区分別
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博士後期（博士）

学
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別

文　系

理　系

大学院全体
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60%
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2年生
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3年生
(n=570)

4年生以上
(n=714)

0%

20%

40%

60%
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文　系
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理　系
(n=955)

　土・日曜日の1日あたりの平均研究時間数について、学部生では学部全体で「0時間」が60.9%と最も
高率である。この割合は学年が上がるにしたがって減少し、4年生では文系・理系ともに30%程度にまで
下がっている。大学院生では、「0時間」から「5～6時間未満」までの回答がほぼ同率で、それぞれ10%
程度を占めている。
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 （d） 教養時間数（読書等）

図表3-22　土・日曜日の1日あたりの平均教養時間数（読書等）（学部）  

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

2) 2,362 19.9% 32.7% 23.3% 10.3% 3.7% 2.0% 1.0% 0.5% 0.1% 0.2% - 0.3% 5.9%

4) 524 23.9% 32.4% 19.7% 7.8% 2.7% 2.1% 1.0% 0.2% - 0.2% - 0.8% 9.4%

8) 548 19.9% 37.2% 22.8% 10.4% 3.6% 0.9% 0.9% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% - 3.5%

0) 570 20.7% 31.8% 25.1% 8.4% 4.4% 1.9% 0.7% 1.1% - 0.2% - - 5.8%

4) 714 16.5% 30.0% 25.1% 13.4% 4.1% 2.8% 1.4% 0.4% 0.3% 0.1% - 0.6% 5.3%

8) 文系全体 1,078 12.2% 32.0% 27.3% 13.8% 5.2% 2.1% 0.7% 0.6% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 5.6%

) 1年生 233 17.6% 30.9% 23.6% 11.6% 3.4% 2.1% - - - - - 0.4% 10.3%

) 2年生 295 13.6% 37.6% 25.4% 12.2% 5.8% 0.7% 1.0% - 0.3% 0.3% 0.3% - 2.7%

) 3年生 247 11.3% 28.7% 29.1% 12.1% 7.3% 2.0% 0.8% 2.0% - - - - 6.5%

) 4年生以上 299 7.7% 29.8% 30.4% 18.4% 4.3% 3.7% 1.0% 0.3% - - - 0.3% 4.0%

2) 理系全体 1,282 26.4% 33.3% 20.0% 7.3% 2.5% 1.9% 1.2% 0.4% 0.2% 0.2% - 0.5% 6.1%

) 1年生 291 28.9% 33.7% 16.5% 4.8% 2.1% 2.1% 1.7% 0.3% - 0.3% - 1.0% 8.6%

) 2年生 253 27.3% 36.8% 19.8% 8.3% 1.2% 1.2% 0.8% 0.4% - - - - 4.3%

) 3年生 323 27.9% 34.1% 22.0% 5.6% 2.2% 1.9% 0.6% 0.3% - 0.3% - - 5.3%

) 4年生以上 414 22.9% 30.2% 21.3% 9.9% 3.9% 2.2% 1.7% 0.5% 0.5% 0.2% - 0.7% 6.0%

図表3-23　土・日曜日の1日あたりの平均教養時間数（読書等）（大学院）

合 計 0時間
1時間
未満

1～
2時間
未満

2～
3時間
未満

3～
4時間
未満

4～
5時間
未満

5～
6時間
未満

6～
7時間
未満

7～
8時間
未満

8～
9時間
未満

9～
10時間
未満

10時間
以上

無回答

1) 1,301 15.1% 30.2% 26.5% 10.6% 5.6% 2.2% 1.9% 0.9% 0.8% 0.2% 0.1% 0.9% 5.0%

7) 967 16.6% 30.1% 26.8% 9.5% 5.7% 2.5% 1.6% 1.0% 0.7% 0.1% 0.1% 0.7% 4.6%

4) 334 10.5% 30.5% 25.7% 13.8% 5.4% 1.2% 3.0% 0.6% 0.9% 0.6% - 1.5% 6.3%

5) 345 8.7% 26.1% 29.3% 13.0% 7.2% 3.2% 2.3% 0.9% 1.4% 0.3% - 1.4% 6.1%

5) 955 17.4% 31.7% 25.5% 9.7% 5.0% 1.8% 1.7% 0.9% 0.5% 0.2% 0.1% 0.7% 4.6%
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　土・日曜日の1日あたりの平均教養時間数について、学部生・大学院生ともに「1時間未満」（学部生
の32.7%、大学院生の30.2%）が最も高く、次いで「1～2時間未満」（学部生の23.3%、大学院生の
26.5%）がともに続く。月～金曜日と同様、「0時間」も15～20%で高い。
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3. 施設・設備、図書・資料等に対する満足度

（1） 教育用施設・設備、教育用図書・資料等に対する満足度

図表3-24　教育用施設・設備、教育用図書・資料等に対する満足度（学部）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

2) 2,362 22.4% 38.1% 22.0% 8.5% 3.0% 6.0%

4) 524 27.1% 35.9% 19.1% 6.7% 2.1% 9.2%

8) 548 22.3% 43.2% 21.0% 6.9% 2.7% 3.8%

0) 570 17.9% 38.6% 24.6% 9.8% 3.2% 6.0%

4) 714 22.3% 35.6% 23.0% 9.9% 3.9% 5.3%

8) 文系全体 1,078 20.1% 40.8% 19.4% 10.5% 3.5% 5.7%

) 1年生 233 23.2% 39.1% 16.7% 9.0% 1.7% 10.3%

) 2年生 295 21.0% 44.1% 19.0% 9.2% 3.7% 3.1%

) 3年生 247 18.6% 38.9% 23.5% 10.1% 2.8% 6.1%

) 4年生以上 299 17.7% 40.5% 18.7% 13.4% 5.4% 4.3%

2) 理系全体 1,282 24.3% 36.0% 24.1% 6.8% 2.7% 6.2%

) 1年生 291 30.2% 33.3% 21.0% 4.8% 2.4% 8.2%

) 2年生 253 23.7% 42.3% 23.3% 4.3% 1.6% 4.7%

) 3年生 323 17.3% 38.4% 25.4% 9.6% 3.4% 5.9%

) 4年生以上 414 25.6% 32.1% 25.8% 7.5% 2.9% 6.0%
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学部全体

1年生
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4年生以上

文　系

理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

　教育用施設・設備、教育用図書・資料等に対する満足度について、学部生では、「満足」「やや満
足」を合わせて60.5%が満足していると回答している。
　回答者属性別に見ると、「学年別」では2年生の65.5%が満足しているのに対し、3年生では56.5%と、
9ポイントの差がある。

学
年
別

文
理
別
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図表3-25　教育用施設・設備、教育用図書・資料等に対する満足度（大学院）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

1) 1,301 23.8% 36.0% 24.0% 8.6% 2.8% 4.8%

7) 967 23.1% 37.2% 23.8% 8.6% 3.0% 4.3%

4) 334 25.7% 32.3% 24.6% 8.7% 2.4% 6.3%

5) 345 20.6% 37.7% 15.7% 14.8% 5.5% 5.8%

5) 955 24.9% 35.4% 26.9% 6.4% 1.9% 4.5%

334

345

大学院全体

n　 

955

1,301

967

理　系

課程
区分別

博士前期（修士）
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文系・
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文　系

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

博士前期(修士)

博士後期(博士)

文　系

理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

　大学院生では、「満足」「やや満足」を合わせて59.8%が教育用施設・設備、教育用図書・資料等に
ついて、満足と回答している。
　回答者属性別に見ると、満足とする回答に大きな差異は見られないが、「不満足」「やや不満足」と
回答した文系の大学院生の割合は20.3%にのぼり、理系の8.3%に比べて高い。
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区
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別

文
理
別
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（2） 研究用施設・設備、研究用図書・資料等に対する満足度

図表3-26　研究用施設・設備、研究用図書・資料等に対する満足度（学部）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

2) 2,362 21.1% 30.9% 34.0% 5.6% 2.4% 6.0%

4) 524 21.9% 25.6% 38.7% 2.7% 1.5% 9.5%

8) 548 21.0% 33.2% 37.8% 2.4% 1.8% 3.8%

0) 570 19.1% 31.9% 34.7% 6.0% 2.5% 5.8%

4) 714 22.0% 32.1% 27.3% 10.1% 3.4% 5.2%

8) 文系全体 1,078 18.1% 31.4% 34.2% 7.6% 3.0% 5.7%

) 1年生 233 19.3% 24.9% 39.5% 4.7% 1.3% 10.3%

) 2年生 295 18.3% 35.3% 38.0% 3.4% 2.4% 2.7%

) 3年生 247 20.2% 32.0% 30.4% 8.9% 2.4% 6.1%

) 4年生以上 299 14.7% 32.1% 30.1% 13.0% 5.4% 4.7%

2) 理系全体 1,282 23.7% 30.4% 33.8% 4.0% 1.9% 6.2%

) 1年生 291 24.1% 26.1% 38.1% 1.0% 1.7% 8.9%

) 2年生 253 24.1% 30.8% 37.5% 1.2% 1.2% 5.1%

) 3年生 323 18.3% 31.9% 38.1% 3.7% 2.5% 5.6%

) 4年生以上 414 27.3% 32.1% 25.1% 8.0% 1.9% 5.6%
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3年生

4年生以上
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理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

　研究用施設・設備、研究用図書・資料等に対する満足度について、学部生では、「満足」「やや満
足」を合わせた52.0%の回答者が、研究用施設・設備、研究用図書・資料等に満足している。
　回答者属性別に見ると、「学年別」では2年生の54.2％が満足しているのに対し、1年生では47.5％
と、約7ポイントの差がある。
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図表3-27　研究用施設・設備、研究用図書・資料等に対する満足度（大学院）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

1) 1,301 26.5% 37.5% 18.2% 9.1% 3.8% 4.8%

7) 967 26.1% 39.1% 18.5% 8.6% 3.4% 4.3%

4) 334 27.8% 32.9% 17.4% 10.8% 5.1% 6.0%

5) 345 17.7% 39.4% 12.5% 15.7% 9.0% 5.8%

5) 955 29.7% 36.9% 20.2% 6.8% 2.0% 4.4%

大学院全体

理　系

課程
区分別

博士前期（修士）

博士後期（博士）

文系・
理系別

文　系
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大学院全体

博士前期(修士)

博士後期(博士)

文　系

理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや不満足 不満足 無回答

　研究用施設・設備、研究用図書・資料等に対する満足度について、大学院生では、「満足」「やや満
足」を合わせた64.0%の回答者が、研究用施設・設備、研究用図書・資料等に満足している。
　回答者属性別に見ると、「文系・理系別」の差異が大きく、理系学生では66.6%が満足しているのに
対し、文系学生では57.1%である。
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4. 入学後の外国語能力試験の受験状況

図表3-28　入学後の外国語能力試験の受験状況（学部）【複数回答】  

合 計 英検 国連英検 TOEFL TOEIC その他
いずれも
受験した

ことがない
無回答

2) 学部全体 2,362 7.4% 0.3% 19.3% 48.6% 5.0% 32.7% 5.8%

8) 男 1,468 6.5% 0.3% 18.3% 46.5% 4.1% 34.6% 5.5%

9) 女 889 9.0% 0.4% 21.1% 52.1% 6.4% 29.5% 6.2%

8) 文　系 1,078 9.3% 0.7% 24.4% 52.2% 7.8% 27.9% 5.7%

2) 理　系 1,282 5.9% - 15.1% 45.6% 2.6% 36.7% 5.9%

2) 1・2年生 1,072 7.5% 0.3% 30.3% 31.9% 4.7% 39.7% 6.4%

4) 3年生以上 1,284 7.4% 0.4% 10.1% 62.5% 5.2% 26.8% 5.2%

2) 自　宅 932 8.8% 0.3% 21.8% 47.7% 6.0% 32.1% 5.8%

3) 自宅外 1,423 6.5% 0.4% 17.8% 49.1% 4.3% 33.1% 5.7%

図表3-29　入学後の外国語能力試験の受験状況（大学院）【複数回答】  

合 計 英検 国連英検 TOEFL TOEIC その他
いずれも
受験した

ことがない
無回答

1) 大学院全体 1,301 3.3% 0.2% 8.4% 48.4% 4.3% 41.2% 4.8%

4) 男 904 3.2% 0.1% 8.0% 52.9% 3.1% 38.8% 4.0%

1) 女 391 3.6% 0.3% 9.5% 37.6% 7.2% 47.1% 6.6%

5) 文　系 345 4.1% 0.6% 11.0% 24.9% 7.0% 58.6% 5.8%

5) 理　系 955 3.0% - 7.3% 57.0% 3.4% 35.0% 4.4%

7) 博士前期（修士） 967 3.4% 0.1% 8.7% 54.3% 4.0% 36.3% 4.3%

4) 博士後期（博士） 334 3.0% 0.3% 7.5% 31.4% 5.1% 55.4% 6.0%

8) 自　宅 408 3.2% 0.2% 6.1% 49.8% 4.9% 40.7% 5.1%

8) 自宅外 888 3.3% 0.1% 9.3% 47.7% 4.1% 41.4% 4.6%

課程
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学部全体
(n=2,362)
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(n=1,072)
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文　系
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　入学後の外国語能力試験の受験状況について複数回答で尋ねたところ、受験したことがあるという回
答は学部生で61.5%、大学院生で54.0%を占めた。受験したことのある試験では、「TOEIC」がもっとも多
く（学部生48.6%、大学院生48.4%）、次いで「TOEFL」（学部生19.3%、大学院生8.4%）が続く。
　回答者属性別に見ると、「文系・理系別」においては文系の学部生および理系の大学院生でTOEICの割
合が高く、文系の大学院生は「いずれも受験したことがない」という回答が58.6%で最多であった。ま
た、学部全体では1・2年生より3年生以上で受験率が高く、大学院生では逆に、博士前期（修士）のほう
が高い。
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第 4 章　就職について

1. 卒業後・修了後の進路希望

図表4-1　学部卒業後の進路希望（学部）

合 計
就職

（研修医等
を含む）

大学院へ
進学

他大学・
他学部へ
編入学

資格をとる
ための勉強
を続ける

海外へ留学 その他
まだ

考えて
いない

無回答

2) 学部全体 2,362 39.5% 43.6% 0.5% 1.0% 1.2% 1.4% 6.9% 5.9%

8) 男 1,468 30.7% 52.9% 0.6% 1.0% 1.2% 1.4% 6.5% 5.7%

9) 女 889 53.9% 28.5% 0.2% 0.9% 1.2% 1.5% 7.5% 6.3%

8) 文　系 1,078 64.3% 15.9% 0.4% 1.8% 1.1% 1.9% 9.0% 5.7%

2) 理　系 1,282 18.6% 67.1% 0.5% 0.3% 1.2% 0.9% 5.1% 6.1%

2) 1・2年生 1,072 37.8% 39.8% 0.6% 1.2% 1.4% 1.6% 10.9% 6.7%

4) 3年生以上 1,284 41.0% 46.8% 0.4% 0.8% 0.9% 1.2% 3.6% 5.2%

2) 自　宅 932 41.0% 42.2% 0.2% 0.9% 0.5% 1.8% 7.6% 5.8%

3) 自宅外 1,423 38.6% 44.8% 0.6% 1.1% 1.6% 1.1% 6.3% 5.9%

図表4-2　大学院修了後の進路希望（大学院）

合 計
就職

（研修医等
を含む）

大学院へ
進学

他大学・
他学部へ
編入学

資格をとる
ための勉強
を続ける

海外へ留学 その他
まだ

考えて
いない

無回答

1) 大学院全体 1,301 70.8% 10.5% 0.1% 2.9% 2.1% 3.7% 5.1% 4.8%

4) 男 904 73.6% 10.1% - 2.4% 2.0% 3.3% 4.6% 4.0%

1) 女 391 64.5% 11.5% 0.3% 4.1% 2.3% 4.6% 5.9% 6.9%

5) 文　系 345 53.9% 13.3% 0.3% 9.9% 2.0% 5.8% 8.7% 6.1%

5) 理　系 955 76.9% 9.5% - 0.4% 2.1% 2.9% 3.8% 4.4%

7) 博士前期（修士） 967 74.1% 13.2% 0.1% 0.9% 0.8% 2.2% 4.1% 4.4%

4) 博士後期（博士） 334 61.1% 2.7% - 8.7% 5.7% 8.1% 7.8% 6.0%

8) 自　宅 408 69.1% 10.5% - 2.2% 1.2% 6.4% 5.1% 5.4%

8) 自宅外 888 71.7% 10.4% 0.1% 3.3% 2.5% 2.4% 5.1% 4.6%
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　卒業後・修了後の進路希望について、学部生では、「大学院へ進学」が43.6%と最も高く、次いで「就
職（研修医等を含む）」が39.5%であり、ここまでで8割以上である。
　一方、大学院生では、「就職（研修医等を含む）」が70.8%と極めて高い。
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2. 就職に対する不安

（1） 就職に対する不安の有無

図表4-3　就職に対する不安の有無（学部）  

合 計
非常にある
（あった）

少しある
（あった）

どちらでも
ない

（なかった）

あまりない
（なかった）

全くない
（なかった）

無回答

2) 　学部全体 2,362 34.7% 38.1% 8.1% 7.8% 5.2% 6.2%

8) 男 1,468 30.3% 37.8% 10.4% 9.2% 6.4% 5.9%

9) 女 889 42.2% 38.4% 4.4% 5.5% 3.0% 6.5%

8) 文　系 1,078 45.8% 35.6% 4.9% 4.9% 2.8% 5.9%

2) 理　系 1,282 25.4% 40.1% 10.8% 10.2% 7.2% 6.3%

2) 1・2年生 1,072 33.3% 37.0% 9.1% 8.1% 5.9% 6.5%

4) 3年生以上 1,284 35.9% 38.9% 7.2% 7.6% 4.6% 5.8%

2) 自　宅 932 34.1% 39.5% 7.6% 8.2% 4.7% 5.9%

3) 自宅外 1,423 35.1% 37.2% 8.4% 7.6% 5.5% 6.2%

図表4-4　就職に対する不安の有無（大学院）  

合 計
非常にある
（あった）

少しある
（あった）

どちらでも
ない

（なかった）

あまりない
（なかった）

全くない
（なかった）

無回答

1) 大学院全体 1,301 39.4% 34.1% 6.8% 8.1% 6.6% 4.9%

4) 男 904 36.4% 35.8% 7.1% 8.7% 8.0% 4.0%

1) 女 391 46.3% 30.2% 6.4% 6.6% 3.6% 6.9%

5) 文　系 345 50.1% 26.1% 5.8% 6.4% 5.5% 6.1%

5) 理　系 955 35.5% 37.1% 7.2% 8.7% 7.0% 4.5%

7) 博士前期（修士） 967 38.4% 36.8% 5.9% 8.5% 6.0% 4.4%

4) 博士後期（博士） 334 42.5% 26.3% 9.6% 6.9% 8.4% 6.3%

8) 自　宅 408 38.7% 34.6% 6.1% 8.6% 6.9% 5.1%

8) 自宅外 888 39.5% 34.0% 7.2% 7.9% 6.5% 4.8%
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非常にある
（あった）
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（あった）

どちらでもない
（なかった）

あまりない
（なかった）

全くない
（なかった）

無回答

1,301

　n

967

334
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　学部全体

文　系

理　系

非常にある
（あった）

少しある
（あった）

どちらでもない
（なかった）

あまりない
（なかった）

全くない
（なかった）

無回答

2,362

　n

1,078

1,282

　就職に対する不安の有無について、「非常にある（あった）」「少しある（あった）」を合わせた
“不安がある（あった）”学部生は72.8%、大学院生は73.5%である。
　回答者属性別に見ると、学部生では、「文系・理系別」の差異が最も大きく、文系学生では“不安が
ある（あった）”は81.4%であるのに対し、理系学生では65.5%に留まる。
　一方、大学院生では、「課程区分別」の差異が最も大きいが、博士前期（修士）で75.2％、博士後期
（博士）で68.8％であり、両者の開きは約6ポイントである。
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（2） 就職に不安を感じる点

図表4-5　就職に不安を感じる点（学部）【複数回答】

※就職に対する不安が「非常にある」「少しある」回答者のみ

合 計
希望の企業

に就職
できるか

就職難な
社会情勢

自分の能力
と適性を

把握できて
いない

会社・社会
に適応

できるか

博士課程
修了後の
就職先

その他 無回答

9) 学部全体 1,719 54.3% 44.3% 52.2% 39.2% 7.2% 7.1% 0.3%

0) 男 1,000 52.8% 41.6% 52.3% 38.9% 9.1% 7.4% 0.4%

6) 女 716 56.4% 48.2% 52.1% 39.5% 4.6% 6.7% 0.3%

8) 文　系 878 58.3% 48.4% 52.1% 40.2% 4.0% 8.0% 0.1%

0) 理　系 840 50.1% 40.0% 52.3% 38.2% 10.6% 6.2% 0.6%

4) 1・2年生 754 53.2% 51.6% 53.1% 36.7% 6.6% 6.8% 0.4%

0) 3年生以上 960 55.4% 38.6% 51.4% 41.1% 7.7% 7.3% 0.3%

6) 自　宅 686 51.7% 47.2% 50.0% 39.5% 7.3% 7.1% 0.1%

0) 自宅外 1,030 55.9% 42.2% 53.5% 39.0% 7.2% 7.0% 0.5%

図表4-6　就職に不安を感じる点（大学院）【複数回答】

※就職に対する不安が「非常にある」「少しある」回答者のみ

合 計
希望の企業

に就職
できるか

就職難な
社会情勢

自分の能力
と適性を

把握できて
いない

会社・社会
に適応

できるか

博士課程
修了後の
就職先

その他 無回答

7) 大学院全体 957 54.3% 38.6% 33.0% 33.5% 28.9% 7.0% 0.5%

3) 男 653 56.2% 39.4% 33.1% 33.1% 26.3% 6.1% 0.8%

9) 女 299 50.8% 36.1% 32.8% 34.1% 34.8% 9.0% -

3) 文　系 263 39.5% 38.8% 25.5% 26.2% 43.3% 11.8% 0.4%

3) 理　系 693 60.0% 38.4% 35.8% 36.4% 23.4% 5.2% 0.6%

7) 博士前期（修士） 727 59.6% 38.0% 35.8% 37.1% 18.6% 6.2% 0.6%

0) 博士後期（博士） 230 37.8% 40.4% 24.3% 22.2% 61.7% 9.6% 0.4%

9) 自　宅 299 52.2% 39.8% 31.1% 37.1% 27.4% 8.7% 1.0%

3) 自宅外 653 55.6% 38.0% 33.8% 31.9% 29.4% 6.3% 0.3%
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　就職に対する不安が「非常にある（あった）」「少しある（あった）」回答者に対して、就職に不安
を感じる点について質問したところ、学部生・大学院生ともに「希望の企業に就職できるか」（ともに
54.3%）が最も高い。次点として、学部生は「自分の能力と適性を把握できていない」（52.2%）、大学
院生は「就職難な社会情勢」（38.6%）が挙げられる。
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3. 就職情報の入手経路と希望する情報

（1） 就職情報の入手経路

図表4-7　就職情報の入手経路（学部）【複数回答】

合
計

就
職
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教
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大
就
職
支
援
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ス
テ
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」

の
求
人
情
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ど
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全
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象
）
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」
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催
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催
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報
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ト
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接
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会

先
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・
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・
親
戚

学
内
図
書
館
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「
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ャ
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支
援
図
書
コ
ー

ナ
ー
」

学
生
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
就
職
情
報
コ
ー

ナ
ー

そ
の
他

無
回
答

2) 学部全体 2,362 4.2% 6.9% 5.8% 3.0% 16.1% 12.0% 13.7% 46.7% 4.4% 2.5% 38.0% 15.5% 3.0% 2.9% 17.9% 10.9%

8) 男 1,468 4.4% 7.7% 5.0% 2.2% 14.6% 10.4% 13.3% 43.3% 3.6% 2.5% 37.9% 15.4% 1.8% 1.7% 20.1% 11.2%

9) 女 889 4.0% 5.5% 7.3% 4.5% 18.7% 14.7% 14.4% 52.2% 5.6% 2.6% 38.4% 15.7% 5.1% 4.9% 14.4% 10.3%

8) 文　系 1,078 2.2% 2.9% 8.7% 5.1% 24.3% 18.6% 18.8% 57.0% 7.1% 4.0% 38.4% 17.3% 5.1% 4.5% 16.3% 9.4%

2) 理　系 1,282 5.9% 10.2% 3.4% 1.3% 9.2% 6.5% 9.4% 38.1% 2.0% 1.3% 37.8% 14.1% 1.3% 1.6% 19.3% 12.1%

2) 1・2年生 1,072 2.4% 5.0% 3.7% 2.0% 6.9% 3.8% 13.2% 37.1% 1.4% 1.2% 31.2% 19.1% 2.6% 2.1% 22.9% 12.7%

4) 3年生以上 1,284 5.8% 8.4% 7.6% 4.0% 23.8% 18.9% 14.2% 54.8% 6.9% 3.7% 43.8% 12.6% 3.4% 3.6% 13.6% 9.3%

2) 自　宅 932 4.6% 6.2% 5.5% 3.8% 17.0% 12.3% 14.6% 44.1% 3.6% 2.7% 36.4% 17.2% 3.2% 2.8% 19.0% 11.5%

3) 自宅外 1,423 4.0% 7.3% 6.0% 2.6% 15.5% 11.8% 13.2% 48.3% 4.8% 2.5% 39.3% 14.4% 3.0% 3.0% 17.1% 10.4%
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　就職情報の入手経路について、学部生では、「インターネット情報」が46.7%と最も高く、次いで「先
輩・知人」が38.0%、「その他」が17.9%、「学内開催の会社説明会」が16.1%、「親・親戚」が15.5%、
「新聞・就職情報誌」が13.7%、「学外開催の会社説明会」が12.0%と続く。
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図表4-8　就職情報の入手経路（大学院）【複数回答】
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コ
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ナ
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そ
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無
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答

1) 大学院全体 1,301 9.8% 18.4% 13.6% 2.9% 32.2% 25.7% 15.1% 62.8% 7.0% 6.0% 45.5% 6.2% 1.7% 3.2% 11.3% 7.0%

4) 男 904 11.5% 19.6% 12.8% 2.5% 35.4% 27.5% 15.2% 63.6% 6.6% 5.2% 47.1% 6.0% 1.8% 2.7% 10.6% 6.0%

1) 女 391 5.9% 15.9% 15.6% 3.8% 25.1% 21.7% 15.1% 61.1% 7.9% 7.9% 41.7% 6.9% 1.5% 4.3% 12.5% 9.2%

5) 文　系 345 3.2% 16.8% 13.0% 2.9% 15.9% 15.4% 10.7% 52.8% 4.6% 6.7% 38.0% 7.5% 2.9% 3.8% 15.9% 10.1%

5) 理　系 955 12.0% 19.0% 13.8% 2.9% 38.1% 29.5% 16.6% 66.5% 7.9% 5.8% 48.2% 5.8% 1.3% 2.9% 9.6% 5.9%

7) 博士前期（修士） 967 10.9% 14.4% 15.0% 3.3% 39.1% 31.3% 17.0% 68.0% 8.2% 6.2% 47.3% 6.9% 1.8% 3.6% 8.9% 5.8%

4) 博士後期（博士） 334 6.6% 30.2% 9.6% 1.8% 12.3% 9.6% 9.6% 47.6% 3.6% 5.4% 40.4% 4.2% 1.5% 1.8% 18.3% 10.5%

8) 自　宅 408 8.1% 18.6% 11.0% 3.2% 29.4% 21.3% 12.3% 55.9% 8.3% 5.6% 41.4% 7.1% 1.5% 2.5% 14.2% 8.3%

8) 自宅外 888 10.6% 18.2% 14.8% 2.8% 33.7% 27.9% 16.4% 66.0% 6.4% 6.2% 47.2% 5.5% 1.8% 3.5% 10.0% 6.4%
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　就職情報の入手経路について、大学院生では、「インターネット情報」が62.8%と最も高く、次いで
「先輩・知人」が45.5%、「学内開催の会社説明会」が32.2%、「学外開催の会社説明会」が25.7%、「指
導教員」が18.4%、「新聞・就職情報誌」が15.1%、「「阪大就職支援システム」の求人情報など」が
13.6%と続く。
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（2） 「阪大 就職支援システム（求人情報）」が既卒者利用可であることの認知状況

図表4-9　「阪大 就職支援システム（求人情報）」が既卒者利用可であることの認知状況（学部）

合 計 知っている 知らなかった 無回答

2) 　学部全体 2,362 4.3% 89.7% 6.0%

8) 男 1,468 4.8% 89.8% 5.4%

9) 女 889 3.6% 89.7% 6.7%

8) 文　系 1,078 4.7% 89.3% 5.9%

2) 理　系 1,282 4.0% 90.1% 5.9%

2) 1・2年生 1,072 2.2% 91.3% 6.4%

4) 3年生以上 1,284 6.1% 88.4% 5.5%

2) 自　宅 932 4.2% 89.5% 6.3%

3) 自宅外 1,423 4.4% 90.0% 5.6%

図表4-10　「阪大 就職支援システム（求人情報）」が既卒者利用可であることの認知状況（大学院）

合 計 知っている 知らなかった 無回答

1) 大学院全体 1,301 8.1% 86.5% 5.5%

4) 男 904 7.5% 88.2% 4.3%

1) 女 391 9.2% 82.9% 7.9%

5) 文　系 345 8.7% 84.3% 7.0%

5) 理　系 955 7.9% 87.2% 4.9%

7) 博士前期（修士） 967 8.5% 86.5% 5.1%

4) 博士後期（博士） 334 6.9% 86.5% 6.6%

8) 自　宅 408 9.3% 84.8% 5.9%

8) 自宅外 888 7.5% 87.2% 5.3%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

1・2年生

3年生以上

知っている 知らなかった 無回答

2,362

　n

1,072

1,284

　阪大 就職支援システム（求人情報）が既卒者利用可であることの認知状況について、学部生の
89.7%、大学院生の86.5%が「知らなかった」と回答している。
　回答者属性別に見ると、学部生では、「学年別」の差異が最も大きいが、1・2年生は91.3%、3年生以
上は88.4%であり、両者の開きは約3ポイントである。
　一方、大学院生では、「性別」の差異が最も大きいが、男は88.2%、女で82.9%であり、両者の開きは
約5ポイントである。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

男

女

知っている 知らなかった 無回答

1,301

　n

904

391
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（3） 大学に希望する就職情報

図表4-11　大学に希望する就職情報（学部）【複数回答】

合 計
就職

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
の充実

公務員試験
説明会
の充実

就職相談
の充実

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
（在学中の
企業での
研修）

その他 特になし 無回答

2) 学部全体 2,362 49.1% 15.8% 30.9% 39.7% 1.7% 22.2% 6.6%

8) 男 1,468 46.9% 14.7% 28.5% 35.4% 1.8% 25.3% 6.2%

9) 女 889 52.6% 17.8% 35.0% 46.9% 1.5% 17.0% 7.1%

8) 文　系 1,078 52.9% 22.2% 37.0% 46.3% 1.9% 15.1% 6.4%

2) 理　系 1,282 45.9% 10.5% 25.9% 34.1% 1.4% 28.2% 6.6%

2) 1・2年生 1,072 47.6% 19.2% 31.5% 40.4% 1.0% 22.1% 6.9%

4) 3年生以上 1,284 50.4% 13.1% 30.5% 39.1% 2.2% 22.2% 6.2%

2) 自　宅 932 48.9% 14.1% 30.7% 41.7% 1.4% 21.5% 6.7%

3) 自宅外 1,423 49.1% 17.0% 31.2% 38.2% 1.8% 22.8% 6.4%

図表4-12　大学に希望する就職情報（大学院）【複数回答】

合 計
就職

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
の充実

公務員試験
説明会
の充実

就職相談
の充実

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
（在学中の
企業での
研修）

その他 特になし 無回答

1) 大学院全体 1,301 44.0% 11.6% 28.4% 34.1% 3.8% 27.0% 5.5%

4) 男 904 46.3% 11.9% 27.3% 33.6% 4.2% 27.2% 4.3%

1) 女 391 39.4% 11.0% 31.2% 35.3% 2.8% 26.1% 8.2%

5) 文　系 345 31.6% 14.8% 29.0% 30.7% 3.8% 29.9% 7.5%

5) 理　系 955 48.6% 10.5% 28.3% 35.2% 3.8% 26.0% 4.8%

7) 博士前期（修士） 967 47.6% 11.6% 30.6% 38.0% 2.9% 23.1% 5.0%

4) 博士後期（博士） 334 33.8% 11.7% 22.2% 22.8% 6.3% 38.3% 7.2%

8) 自　宅 408 44.9% 13.0% 28.2% 35.0% 2.9% 25.7% 5.9%

8) 自宅外 888 43.7% 10.9% 28.4% 33.7% 4.2% 27.5% 5.4%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=2,362)

文　系
(n=1,078)

理　系
(n=1,282)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=1,301)

博士前期（修士）
(n=967)

博士後期（博士）
(n=334)

　大学に希望する就職情報について、学部生・大学院生ともに「就職ガイダンスの充実」（学部生の
49.1%、大学院生の44.0%）が最も高く、次いで「インターンシップ（在学中の企業での研修）」（学部
生の39.7%、大学院生の34.1%）、「就職相談の充実」（学部生の30.9%、大学院生の28.4%）と続く。
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第 5 章　課外活動について

1. サークル活動（学部生のみ）

（1） 学内外におけるサークル活動への加入状況

図表5-1　学内外におけるサークル活動への加入状況（学部）

合 計 している 以前はしていた したことがない 無回答

2) 　学部全体 2,362 56.8% 22.7% 14.7% 5.7%

8) 男 1,468 57.8% 20.6% 16.2% 5.4%

9) 女 889 55.5% 26.2% 12.1% 6.2%

8) 文　系 1,078 59.4% 23.2% 11.8% 5.7%

2) 理　系 1,282 54.8% 22.3% 17.2% 5.7%

2) 1・2年生 1,072 69.2% 8.1% 16.5% 6.2%

4) 3年生以上 1,284 46.6% 34.9% 13.2% 5.3%

2) 自　宅 932 58.2% 21.0% 15.3% 5.5%

3) 自宅外 1,423 55.9% 24.0% 14.4% 5.7%

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

1・2年生

3年生以上

している 以前はしていた したことがない 無回答

2,362

　n

1,072

1,284

　学内外におけるサークル活動への加入状況については、サークル活動を「している」学部生が56.8%で
ある。
　回答者属性別に見ると、「学年別」の差異が最も大きく、1・2年生が69.2%であるのに対し、3年生以
上は46.6%である。
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（2） 加入サークルの種類

（3） 加入サークルの系統

　サークル活動を「している」回答者に対して、加入サークルの種類を質問したところ、「大学公認」
が70.2%と抜き出て高い。

　サークル活動を「している」回答者に対して、加入サークルの系統を質問したところ、「文化系」が
47.2%と最も高く、次いで「体育系」が42.4%である。

図表5-2　加入サークルの種類（学部） ※サークル活動を「している」回答者のみ

合 計 大学公認 学部公認
大学・
学部

非公認
学外

複数大学で
連携

その他 無回答

2) 学部全体 1,342 70.2% 11.7% 23.4% 3.5% 4.2% 1.5% 0.5%

8) 男 848 68.0% 11.8% 24.5% 3.7% 5.0% 1.5% 0.6%

3) 女 493 74.0% 11.4% 21.5% 3.2% 3.0% 1.4% 0.4%

0) 文　系 640 71.6% 8.4% 26.7% 3.8% 3.3% 1.3% 0.8%

2) 理　系 702 68.9% 14.7% 20.4% 3.3% 5.1% 1.7% 0.3%

2) 1・2年生 742 74.5% 11.2% 21.2% 2.2% 3.6% 1.2% 0.8%

8) 3年生以上 598 64.7% 12.4% 26.1% 5.2% 5.0% 1.8% 0.2%

2) 自　宅 542 70.7% 12.4% 21.0% 4.1% 3.1% 1.7% 0.7%

6) 自宅外 796 69.8% 11.3% 25.1% 3.1% 5.0% 1.4% 0.3%

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

0%

20%

40%

60%

80%

学部全体
(n=1,342)

1・2年生
(n=742)

3年生以上
(n=598)

図表5-3　加入サークルの系統（学部） ※サークル活動を「している」回答者のみ

合 計 文化系 体育系
文化系と
体育系の

両方
その他 無回答

2) 学部全体 1,342 47.2% 42.4% 7.2% 2.3% 0.8%

8) 男 848 41.2% 48.5% 7.0% 2.5% 0.9%

3) 女 493 57.6% 32.0% 7.7% 2.0% 0.6%

0) 文　系 640 55.8% 33.1% 8.1% 2.0% 0.9%

2) 理　系 702 39.5% 50.9% 6.4% 2.6% 0.7%

2) 1・2年生 742 48.0% 39.1% 9.4% 2.7% 0.8%

8) 3年生以上 598 46.5% 46.5% 4.3% 1.8% 0.8%

2) 自　宅 542 48.5% 40.6% 7.2% 2.0% 1.7%

6) 自宅外 796 46.5% 43.7% 7.2% 2.4% 0.3%

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=1,342)

文　系
(n=640)

理　系
(n=702)
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（4） 1週間あたりのサークル活動時間数

（5） サークル活動と学業との関係

　サークル活動を「している」回答者に対して、1週間あたりのサークル活動時間数を質問したところ、
「2～5時間未満」が28.4%でピークであり、「5～10時間未満」が26.6%で続く。

　サークル活動を「している」回答者に対して、サークル活動と学業との関係を質問したところ、「学
業と両立している」が75.6%と抜き出て高い。

図表5-4　1週間あたりのサークル活動時間数（学部） ※サークル活動を「している」回答者のみ

合 計
2時間
未満

2～5
時間未満

5～10
時間未満

10～15
時間未満

15～20
時間未満

20時間
以上

無回答

2) 学部全体 1,342 22.0% 28.4% 26.6% 11.9% 6.8% 3.9% 0.4%

8) 男 848 20.5% 29.2% 25.7% 12.3% 6.8% 5.0% 0.5%

3) 女 493 24.5% 27.0% 28.0% 11.4% 6.7% 2.2% 0.2%

0) 文　系 640 23.4% 28.6% 26.6% 10.5% 6.7% 3.9% 0.3%

2) 理　系 702 20.7% 28.2% 26.6% 13.2% 6.8% 4.0% 0.4%

2) 1・2年生 742 19.1% 27.4% 30.5% 12.3% 7.3% 3.4% 0.1%

8) 3年生以上 598 25.4% 29.8% 21.9% 11.5% 6.0% 4.7% 0.7%

2) 自　宅 542 22.0% 26.2% 28.4% 12.5% 7.7% 2.8% 0.4%

6) 自宅外 796 22.0% 29.8% 25.4% 11.6% 6.2% 4.8% 0.4%

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

0%

10%

20%

30%

40%

学部全体
(n=1,342)

1・2年生
(n=742)

3年生以上
(n=598)

図表5-5　サークル活動と学業との関係（学部） ※サークル活動を「している」回答者のみ

合 計
学業にかなり
支障がある

学業に少し
支障がある

学業と
両立している

無回答

2) 学部全体 1,342 2.6% 21.0% 75.6% 0.7%

8) 男 848 2.2% 20.6% 76.3% 0.8%

3) 女 493 3.2% 21.5% 74.6% 0.6%

0) 文　系 640 2.3% 20.0% 77.2% 0.5%

2) 理　系 702 2.8% 21.9% 74.2% 1.0%

2) 1・2年生 742 2.3% 22.2% 74.9% 0.5%

8) 3年生以上 598 3.0% 19.6% 76.4% 1.0%

2) 自　宅 542 3.1% 20.5% 75.6% 0.7%

6) 自宅外 796 2.3% 21.5% 75.5% 0.8%

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

0%

20%

40%

60%

80%

学部全体
(n=1,342)

文　系
(n=640)

理　系
(n=702)
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（6） サークル活動に対する満足度

（7） サークル活動に不満足な理由

　サークル活動を「している」回答者に対して、サークル活動に対する満足度を質問したところ、「満
足」「やや満足」を合わせた“満足している”回答者は77.5%である。

　サークル活動に「やや不満足」「不満足」な回答者に対して、サークル活動に不満足な理由を質問し
たところ、「施設が足りない」が53.7%と最も高く、次いで「施設が自由に使えない」が41.7%と続く。

図表5-6　サークル活動に対する満足度（学部） ※サークル活動を「している」回答者のみ

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

2) 　学部全体 1,342 44.6% 32.9% 8.8% 10.1% 2.9% 0.7%

8) 男 848 44.8% 33.4% 7.8% 10.0% 3.4% 0.6%

3) 女 493 44.2% 32.0% 10.5% 10.1% 2.0% 1.0%

0) 文　系 640 43.0% 35.3% 9.7% 8.3% 2.8% 0.9%

2) 理　系 702 46.0% 30.6% 8.0% 11.8% 3.0% 0.6%

2) 1・2年生 742 42.7% 35.0% 9.2% 9.6% 3.0% 0.5%

8) 3年生以上 598 46.8% 30.1% 8.4% 10.9% 2.8% 1.0%

2) 自　宅 542 48.3% 30.8% 9.2% 8.7% 2.4% 0.6%

6) 自宅外 796 42.1% 34.2% 8.5% 11.2% 3.1% 0.9%

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

自　宅

自宅外

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1,342

　n

542

796

図表5-7　サークル活動に不満足な理由（学部）【複数回答】※サークル活動に「やや不満足」「不満足」な回答者のみ

合 計
施設が
足りない

よい
指導者が
いない

施設が
自由に
使えない

教職員の
利用が優先
されている

自分の時間
がもてなく

なる
その他 無回答

5) 学部全体 175 53.7% 17.1% 41.7% 2.3% 24.6% 26.9% -

4) 男 114 59.6% 14.9% 42.1% 1.8% 19.3% 26.3% -

0) 女 60 43.3% 21.7% 40.0% 3.3% 35.0% 28.3% -

1) 文　系 71 47.9% 15.5% 42.3% 1.4% 31.0% 32.4% -

4) 理　系 104 57.7% 18.3% 41.3% 2.9% 20.2% 23.1% -

3) 1・2年生 93 46.2% 16.1% 34.4% - 28.0% 33.3% -

2) 3年生以上 82 62.2% 18.3% 50.0% 4.9% 20.7% 19.5% -

0) 自　宅 60 50.0% 23.3% 31.7% - 23.3% 28.3% -

4) 自宅外 114 56.1% 13.2% 47.4% 3.5% 25.4% 25.4% -

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

0%

20%

40%

60%

80%

学部全体
(n=175)

1・2年生
(n=93)

3年生以上
(n=82)
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2. ボランティア活動

（1） ボランティア活動の経験

図表5-8　ボランティア活動の経験（学部）  

合 計 ある ない 無回答

2) 　学部全体 2,362 28.9% 65.5% 5.5%

8) 男 1,468 24.5% 70.3% 5.2%

9) 女 889 36.4% 57.6% 6.0%

8) 文　系 1,078 34.7% 59.8% 5.5%

2) 理　系 1,282 24.1% 70.4% 5.5%

2) 1・2年生 1,072 27.1% 66.5% 6.3%

4) 3年生以上 1,284 30.4% 64.8% 4.8%

2) 自　宅 932 27.4% 67.1% 5.6%

3) 自宅外 1,423 29.9% 64.7% 5.4%

図表5-9　ボランティア活動の経験（大学院）  

合 計 ある ない 無回答

1) 大学院全体 1,301 33.1% 61.6% 5.2%

4) 男 904 30.0% 65.8% 4.2%

1) 女 391 40.7% 51.9% 7.4%

5) 文　系 345 46.4% 46.7% 7.0%

5) 理　系 955 28.4% 67.0% 4.6%

7) 博士前期（修士） 967 31.9% 63.6% 4.6%

4) 博士後期（博士） 334 36.8% 56.0% 7.2%

8) 自　宅 408 32.1% 62.3% 5.6%

8) 自宅外 888 33.6% 61.4% 5.1%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

男

女

ある ない 無回答

2,362

　n

1,468

889

　ボランティア活動の経験について、学部生の28.9%、大学院生の33.1%が「ある」と回答している。
　回答者属性別に見ると、学部生では、「性別」の差異が最も大きく、女が36.4%であるのに対し、男は
24.5%である。
　一方、大学院生では、「文系・理系別」の差異が最も大きく、文系学生が46.4%であるのに対し、理系
学生は28.4%である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

ある ない 無回答

1,301

　n

345

955
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（2） ボランティア活動の内容

図表5-10　ボランティア活動の内容（学部）【複数回答】 ※ボランティア活動の経験が「ある」回答者のみ

合 計
災害時の
援助等
奉仕活動

社会福祉
施設等での
奉仕活動

障害者への
支援

地域社会
での

奉仕活動
募金活動

その他の
活動

無回答

3) 学部全体 683 13.5% 20.4% 12.9% 50.2% 23.9% 22.7% 0.3%

9) 男 359 16.2% 19.8% 12.0% 52.4% 26.5% 21.4% 0.6%

4) 女 324 10.5% 21.0% 13.9% 47.8% 21.0% 24.1% -

4) 文　系 374 16.3% 21.4% 13.9% 48.1% 20.6% 25.4% 0.3%

9) 理　系 309 10.0% 19.1% 11.7% 52.8% 27.8% 19.4% 0.3%

1) 1・2年生 291 10.0% 22.0% 12.0% 55.0% 29.9% 17.2% 0.7%

0) 3年生以上 390 16.2% 19.2% 13.6% 46.7% 19.5% 26.7% -

5) 自　宅 255 10.6% 22.0% 14.5% 51.0% 23.9% 23.5% 0.4%

5) 自宅外 425 15.3% 19.3% 12.0% 49.6% 23.5% 22.4% 0.2%

図表5-11　ボランティア活動の内容（大学院）【複数回答】 ※ボランティア活動の経験が「ある」回答者のみ

合 計
災害時の
援助等
奉仕活動

社会福祉
施設等での
奉仕活動

障害者への
支援

地域社会
での

奉仕活動
募金活動

その他の
活動

無回答

1) 大学院全体 431 14.4% 26.9% 14.4% 41.1% 18.1% 26.7% 0.7%

1) 男 271 18.1% 19.9% 10.3% 42.1% 20.3% 24.0% 1.1%

9) 女 159 8.2% 39.0% 21.4% 39.6% 14.5% 30.8% -

0) 文　系 160 12.5% 35.0% 18.1% 39.4% 15.6% 30.6% -

1) 理　系 271 15.5% 22.1% 12.2% 42.1% 19.6% 24.4% 1.1%

8) 博士前期（修士） 308 14.6% 22.4% 14.6% 39.9% 20.5% 25.3% 1.0%

3) 博士後期（博士） 123 13.8% 38.2% 13.8% 43.9% 12.2% 30.1% -

1) 自　宅 131 18.3% 26.7% 16.0% 44.3% 16.8% 29.8% 0.8%

自宅外 298 12.4% 26.8% 13.8% 39.9% 18.5% 25.2% 0.7%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

性別

文系・
理系別

住居
区分別

0%

20%

40%

60%

学部全体
(n=683)

1・2年生
(n=291)

3年生以上
(n=390)

0%

20%

40%

60%

大学院全体
(n=431)

男
(n=271)

女
(n=159)

　ボランティア活動の経験が「ある」回答者に対し、ボランティア活動の内容を質問したところ、学部
生・大学院生ともに「地域社会での奉仕活動」（学生の50.2%、大学院生の41.1%）が最も高い。次い
で、学部生では「募金活動」「その他の活動」「社会福祉施設等での奉仕活動」が20%台で続き、大学院
生では「社会福祉施設等での奉仕活動」「その他の活動」が僅差で続く。
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（3） ボランティア活動未経験者の関心の有無

図表5-12　ボランティア活動未経験者の関心の有無（学部） ※ボランティア活動の経験が「ない」回答者のみ

合 計
機会があれば

したいと
思っている

どちらとも
言えない

別にしたいと
思っていない

無回答

8) 　学部全体 1,548 53.1% 8.6% 35.2% 3.1%

2) 男 1,032 46.8% 9.0% 40.8% 3.4%

2) 女 512 66.2% 7.6% 23.6% 2.5%

5) 文　系 645 60.6% 7.3% 29.3% 2.8%

2) 理　系 902 47.7% 9.5% 39.5% 3.3%

3) 1・2年生 713 56.7% 7.9% 33.5% 2.0%

2) 3年生以上 832 50.1% 9.3% 36.7% 4.0%

5) 自　宅 625 53.0% 8.3% 35.2% 3.5%

1) 自宅外 921 53.1% 8.8% 35.3% 2.8%

図表5-13　ボランティア活動未経験者の関心の有無（大学院） ※ボランティア活動の経験が「ない」回答者のみ

合 計
機会があれば

したいと
思っている

どちらとも
言えない

別にしたいと
思っていない

無回答

2) 大学院全体 802 52.5% 9.1% 37.5% 0.9%

5) 男 595 50.4% 8.1% 40.8% 0.7%

3) 女 203 57.6% 12.3% 28.6% 1.5%

1) 文　系 161 51.6% 13.0% 34.8% 0.6%

0) 理　系 640 52.7% 8.1% 38.3% 0.9%

5) 博士前期（修士） 615 52.8% 8.3% 38.4% 0.5%

7) 博士後期（博士） 187 51.3% 11.8% 34.8% 2.1%

4) 自　宅 254 49.6% 9.4% 40.2% 0.8%

5) 自宅外 545 53.9% 9.0% 36.1% 0.9%

性別

文系・
理系別

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

　ボランティア活動の経験が「ない」回答者に対し、ボランティア活動への関心の有無を質問したとこ
ろ、学部生の53.1%、大学院生の52.5%が「機会があればしたいと思っている」と回答している。
　回答者属性別に見ると、学部生・大学院生ともに「性別」の差異が最も大きく、学部生の女は66.2%で
あるのに対し、男は46.8%である。
　一方、大学院生では、女は57.6%であるのに対し、男は50.4%である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

男

女

機会があれば
したいと思っている

どちらとも
言えない

別にしたいと
思っていない

無回答

1,548

　n

1,032

512

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

男

女

機会があれば
したいと思っている

どちらとも
言えない

別にしたいと
思っていない

無回答

802

　n

595

203
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第 6 章　その他

1. 大学事務の窓口サービス

（1） 大学事務の窓口サービスに対する満足度

図表6-1　大学事務の窓口サービスに対する満足度（学部）

合 計 よい
どちらとも
言えない

よくない 無回答

2) 　学部全体 2,362 24.9% 47.5% 21.3% 6.3%

8) 男 1,468 26.2% 48.4% 19.6% 5.9%

9) 女 889 22.6% 46.2% 24.3% 6.9%

8) 文　系 1,078 22.4% 43.6% 27.8% 6.1%

2) 理　系 1,282 26.8% 50.9% 15.9% 6.3%

2) 1・2年生 1,072 26.2% 49.2% 17.4% 7.2%

4) 3年生以上 1,284 23.7% 46.3% 24.6% 5.5%

2) 自　宅 932 23.7% 48.7% 21.0% 6.5%

3) 自宅外 1,423 25.7% 46.7% 21.6% 6.0%

図表6-2　大学事務の窓口サービスに対する満足度（大学院）

合 計 よい
どちらとも
言えない

よくない 無回答

1) 大学院全体 1,301 33.1% 43.5% 18.1% 5.4%

4) 男 904 31.4% 43.4% 20.8% 4.4%

1) 女 391 36.8% 44.0% 11.8% 7.4%

5) 文　系 345 42.0% 36.2% 15.4% 6.4%

5) 理　系 955 29.8% 46.1% 19.1% 5.0%

7) 博士前期（修士） 967 30.1% 45.3% 19.8% 4.9%

4) 博士後期（博士） 334 41.6% 38.3% 13.2% 6.9%

8) 自　宅 408 30.9% 44.1% 19.4% 5.6%

8) 自宅外 888 33.9% 43.2% 17.6% 5.3%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

文　系

理　系

よい どちらとも
言えない

よくない 無回答

2,362

　n

1,078

1,282

　大学事務の窓口サービスに対する満足度について、学部生の24.9%、大学院生の33.1%が「よい」と回
答しているが、学部生・大学院生ともに「どちらとも言えない」（学部生の47.5%、大学院生の43.5%）
が最も高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

博士前期（修士）

博士後期（博士）

よい どちらとも
言えない

よくない 無回答

1,301

　n

967

334
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図表6-3　大学事務の窓口サービスに対する満足度（学部）

合 計 よい
どちらとも
言えない

よくない 無回答

2,362 24.9% 47.5% 21.3% 6.3%
計 168 31.5% 43.5% 16.1% 8.9%

1・2年生 91 36.3% 39.6% 14.3% 9.9%
3年生以上 76 26.3% 47.4% 18.4% 7.9%

計 120 22.5% 58.3% 15.8% 3.3%
1・2年生 49 28.6% 44.9% 20.4% 6.1%
3年生以上 70 18.6% 68.6% 11.4% 1.4%

計 245 16.7% 42.0% 36.7% 4.5%
1・2年生 111 24.3% 41.4% 27.9% 6.3%
3年生以上 134 10.4% 42.5% 44.0% 3.0%

計 141 27.0% 46.1% 22.0% 5.0%
1・2年生 73 23.3% 46.6% 24.7% 5.5%
3年生以上 68 30.9% 45.6% 19.1% 4.4%

計 197 23.9% 52.8% 11.7% 11.7%
1・2年生 100 23.0% 51.0% 9.0% 17.0%
3年生以上 97 24.7% 54.6% 14.4% 6.2%

計 89 24.7% 43.8% 25.8% 5.6%
1・2年生 28 39.3% 46.4% 10.7% 3.6%
3年生以上 61 18.0% 42.6% 32.8% 6.6%

計 125 31.2% 49.6% 14.4% 4.8%
1・2年生 51 23.5% 58.8% 15.7% 2.0%
3年生以上 74 36.5% 43.2% 13.5% 6.8%

計 27 25.9% 55.6% 14.8% 3.7%
1・2年生 17 29.4% 52.9% 11.8% 5.9%
3年生以上 10 20.0% 60.0% 20.0% -

計 53 20.8% 49.1% 24.5% 5.7%
1・2年生 23 21.7% 47.8% 21.7% 8.7%
3年生以上 30 20.0% 50.0% 26.7% 3.3%

計 509 27.7% 52.8% 14.7% 4.7%
1・2年生 200 27.5% 56.5% 10.0% 6.0%
3年生以上 308 27.6% 50.6% 17.9% 3.9%

計 282 27.3% 48.9% 17.0% 6.7%
1・2年生 125 29.6% 55.2% 10.4% 4.8%
3年生以上 157 25.5% 43.9% 22.3% 8.3%

計 404 20.5% 39.4% 32.9% 7.2%
1・2年生 204 20.6% 45.6% 27.0% 6.9%
3年生以上 198 20.2% 32.8% 39.4% 7.6%

学部全体

人間科学部

法学部

経済学部

文学部

医学部
（保）

歯学部

薬学部

所
属
学
部
×
学
年
別

工学部

基礎工学部

外国語学部

理学部

医学部
（医）

245

141

197

89

n　 

2,362

168

120

282

404

125

27

53

509

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学部全体

文学部

人間科学部

法学部

経済学部

理学部

医学部（医）

医学部（保）

歯学部

薬学部

工学部

基礎工学部

外国語学部

よい どちらとも
言えない

よくない 無回答
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図表6-4　大学事務の窓口サービスに対する満足度（大学院）

合 計 よい
どちらとも
言えない

よくない 無回答

1,301 33.1% 43.5% 18.1% 5.4%
64 56.3% 28.1% 12.5% 3.1%
76 23.7% 44.7% 23.7% 7.9%
37 35.1% 35.1% 21.6% 8.1%
38 50.0% 18.4% 26.3% 5.3%

130 29.2% 48.5% 19.2% 3.1%
49 24.5% 53.1% 12.2% 10.2%
72 22.2% 43.1% 27.8% 6.9%
3 - 66.7% 33.3% -

24 29.2% 45.8% 25.0% -
411 30.2% 47.2% 19.0% 3.6%
95 32.6% 41.1% 15.8% 10.5%
58 36.2% 46.6% 8.6% 8.6%
25 52.0% 28.0% 12.0% 8.0%
31 51.6% 35.5% 9.7% 3.2%

135 28.9% 46.7% 20.0% 4.4%
47 53.2% 40.4% 2.1% 4.3%
5 40.0% - 20.0% 40.0%
0 - - - -

37

38

n　 

1,301

64

76

大学院全体

歯学研究科

130

49

5

0

72

31

135

47

薬学研究科
工学研究科

言語文化研究科
国際公共政策研究科

小児発達学研究科

所
属
研
究
科

文学研究科
人間科学研究科

法学研究科
経済学研究科
理学研究科

医学系研究科（医）
医学系研究科（保）

基礎工学研究科

言語社会研究科

3

24

411

95

58

25

生命機能研究科
情報科学研究科
高等司法研究科

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文学研究科

人間科学研究科

法学研究科

経済学研究科

理学研究科

医学系研究科（医）

医学系研究科（保）

歯学研究科

薬学研究科

工学研究科

基礎工学研究科

言語文化研究科

国際公共政策研究科

生命機能研究科

情報科学研究科

高等司法研究科

小児発達学研究科

言語社会研究科

よい どちらとも
言えない

よくない 無回答
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（2） 大学事務の窓口サービスの改善点

図表6-5　大学事務の窓口サービスの改善点（学部）

合 計
窓口の

応接態度
休憩時間中の
窓口の開放

事務処理の
迅速化

その他 無回答

2) 学部全体 2,362 32.5% 32.1% 14.9% 13.1% 7.4%

8) 男 1,468 28.4% 33.9% 15.7% 15.0% 7.0%

9) 女 889 39.4% 29.1% 13.5% 10.0% 8.0%

8) 文　系 1,078 43.0% 25.2% 14.5% 9.9% 7.3%

2) 理　系 1,282 23.7% 37.8% 15.3% 15.8% 7.4%

2) 1・2年生 1,072 29.9% 29.9% 14.8% 16.7% 8.7%

4) 3年生以上 1,284 34.7% 34.0% 14.9% 10.0% 6.3%

2) 自　宅 932 32.4% 31.2% 16.6% 12.6% 7.2%

3) 自宅外 1,423 32.7% 32.7% 13.8% 13.4% 7.4%

図表6-6　大学事務の窓口サービスの改善点（大学院）

合 計
窓口の

応接態度
休憩時間中の
窓口の開放

事務処理の
迅速化

その他 無回答

1) 大学院全体 1,301 30.7% 34.7% 14.1% 13.9% 6.5%

4) 男 904 31.4% 34.1% 15.0% 14.2% 5.3%

1) 女 391 29.4% 35.5% 12.3% 13.3% 9.5%

5) 文　系 345 32.2% 31.3% 13.0% 14.8% 8.7%

5) 理　系 955 30.3% 35.9% 14.5% 13.6% 5.8%

7) 博士前期（修士） 967 32.5% 36.8% 13.1% 11.9% 5.7%

4) 博士後期（博士） 334 25.7% 28.4% 17.1% 19.8% 9.0%

8) 自　宅 408 33.3% 33.3% 13.5% 13.0% 6.9%

8) 自宅外 888 29.7% 35.1% 14.4% 14.3% 6.4%

住居
区分別

性別

課程
区分別

文系・
理系別

住居
区分別

性別

学年別

文系・
理系別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

学部全体
(n=2,362)

文　系
(n=1,078)

理　系
(n=1,282)

　大学事務の窓口サービスの改善点について、学部生では、「窓口の応接態度」が32.5%、「休憩時間中
の窓口の開放」が32.1%と、ほぼ同率で高い。
　一方、大学院生では、「休憩時間中の窓口の開放」が34.7%で最も高く、次いで、「窓口の応接態度」
が30.7%である。
　回答者属性別に見ると、学部生では、「文系・理系別」の差異が最も大きく、「窓口の応接態度」に
おいて理系学生が23.7%であるのに対し、文系学生は43.0%である。

0%

10%

20%

30%

40%

大学院全体
(n=1,301)

博士前期（修士）
(n=967)

博士後期（博士）
(n=334)
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図表6-7　大学事務の窓口サービスの改善点（学部）

合 計
窓口の

応接態度
休憩時間中の
窓口の開放

事務処理の
迅速化

その他 無回答

2,362 32.5% 32.1% 14.9% 13.1% 7.4%
計 168 29.8% 35.7% 13.1% 12.5% 8.9%

1・2年生 91 20.9% 36.3% 15.4% 15.4% 12.1%
3年生以上 76 40.8% 35.5% 10.5% 7.9% 5.3%

計 120 42.5% 29.2% 8.3% 14.2% 5.8%
1・2年生 49 38.8% 26.5% 8.2% 14.3% 12.2%
3年生以上 70 44.3% 31.4% 8.6% 14.3% 1.4%

計 245 51.0% 18.4% 17.6% 7.3% 5.7%
1・2年生 111 47.7% 19.8% 12.6% 11.7% 8.1%
3年生以上 134 53.7% 17.2% 21.6% 3.7% 3.7%

計 141 34.8% 34.0% 13.5% 9.9% 7.8%
1・2年生 73 39.7% 28.8% 13.7% 9.6% 8.2%
3年生以上 68 29.4% 39.7% 13.2% 10.3% 7.4%

計 197 23.9% 37.1% 12.7% 13.7% 12.7%
1・2年生 100 19.0% 33.0% 10.0% 22.0% 16.0%
3年生以上 97 28.9% 41.2% 15.5% 5.2% 9.3%

計 89 30.3% 31.5% 20.2% 14.6% 3.4%
1・2年生 28 21.4% 35.7% 21.4% 21.4% -
3年生以上 61 34.4% 29.5% 19.7% 11.5% 4.9%

計 125 21.6% 38.4% 16.0% 16.8% 7.2%
1・2年生 51 21.6% 35.3% 21.6% 17.6% 3.9%
3年生以上 74 21.6% 40.5% 12.2% 16.2% 9.5%

計 27 33.3% 11.1% 18.5% 29.6% 7.4%
1・2年生 17 29.4% 11.8% 17.6% 29.4% 11.8%
3年生以上 10 40.0% 10.0% 20.0% 30.0% -

計 53 28.3% 54.7% 9.4% 1.9% 5.7%
1・2年生 23 26.1% 47.8% 13.0% 4.3% 8.7%
3年生以上 30 30.0% 60.0% 6.7% - 3.3%

計 509 19.3% 41.8% 16.3% 16.3% 6.3%
1・2年生 200 15.5% 38.5% 21.5% 16.0% 8.5%
3年生以上 308 21.8% 44.2% 12.7% 16.6% 4.9%

計 282 28.7% 32.3% 14.2% 17.4% 7.4%
1・2年生 125 24.8% 32.0% 12.8% 25.6% 4.8%
3年生以上 157 31.8% 32.5% 15.3% 10.8% 9.6%

計 404 46.8% 20.8% 15.3% 9.2% 7.9%
1・2年生 204 45.1% 19.6% 12.3% 15.2% 7.8%
3年生以上 198 49.0% 21.7% 18.2% 3.0% 8.1%
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120

学部全体

医学部
（保）

197
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282

404

所
属
学
部
×
学
年
別

工学部

53

509

文学部

基礎工学部

外国語学部

理学部

医学部
（医）

人間科学部

法学部

経済学部

歯学部

薬学部

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文学部

人間科学部

法学部

経済学部

理学部

医学部（医）

医学部（保）

歯学部

薬学部

工学部

基礎工学部

外国語学部

窓口の
応接態度

休憩時間中の
窓口の開放

事務処理の
迅速化

その他 無回答
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図表6-8　大学事務の窓口サービスの改善点（大学院）

合 計
窓口の

応接態度
休憩時間中の
窓口の開放

事務処理の
迅速化

その他 無回答

1,301 30.7% 34.7% 14.1% 13.9% 6.5%
64 25.0% 39.1% 12.5% 14.1% 9.4%
76 38.2% 23.7% 15.8% 11.8% 10.5%
37 43.2% 32.4% 2.7% 10.8% 10.8%
38 31.6% 36.8% 15.8% 10.5% 5.3%

130 26.9% 33.8% 16.2% 18.5% 4.6%
49 22.4% 22.4% 20.4% 24.5% 10.2%
72 50.0% 26.4% 9.7% 8.3% 5.6%
3 66.7% 33.3% - - -

24 33.3% 29.2% 20.8% 16.7% -
411 28.7% 43.6% 13.4% 10.7% 3.6%
95 27.4% 40.0% 9.5% 10.5% 12.6%
58 29.3% 31.0% 12.1% 17.2% 10.3%
25 32.0% 24.0% 28.0% 8.0% 8.0%
31 25.8% 29.0% 22.6% 16.1% 6.5%

135 32.6% 25.9% 17.8% 17.0% 6.7%
47 27.7% 31.9% 8.5% 27.7% 4.3%
5 20.0% - - 40.0% 40.0%
0 - - - - -

情報科学研究科
高等司法研究科

医学系研究科（保）

基礎工学研究科
工学研究科

生命機能研究科

歯学研究科

理学研究科
医学系研究科（医）

大学院全体

5

0

小児発達学研究科

所
属
研
究
科

文学研究科
人間科学研究科

法学研究科
経済学研究科

言語文化研究科
国際公共政策研究科

言語社会研究科

薬学研究科

n　 

1,301

64

76

37

38

130

49

72

31

135

47

25

3

24

411

95

58

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文学研究科

人間科学研究科

法学研究科

経済学研究科

理学研究科

医学系研究科（医）

医学系研究科（保）

歯学研究科

薬学研究科

工学研究科

基礎工学研究科

言語文化研究科

国際公共政策研究科

生命機能研究科

情報科学研究科

高等司法研究科

小児発達学研究科

言語社会研究科

窓口の
応接態度

休憩時間中の
窓口の開放

事務処理の
迅速化

その他 無回答
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2. 大学からの情報発信媒体の利用状況

（1） 大学からの情報発信の受け取り方法

図表6-9　大学からの情報発信の受け取り方法（学部）

合 計

学内設置
PCにより
Web上で
（HP・

KOAN等）

自宅
PCにより
Web上で
（HP・

KOAN等）

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ
により
Web上で
（HP・

KOAN等）

紙媒体で
（部局

建物内の
掲示板、
大学発行
冊子）

友人等
から聞く

その他 無回答

2) 学部全体 2,362 23.4% 67.7% 60.8% 15.2% 33.7% 2.5% 3.6%

8) 男 1,468 24.3% 68.8% 57.5% 15.7% 32.5% 2.8% 3.7%

9) 女 889 22.0% 66.1% 66.5% 14.5% 35.8% 1.9% 3.4%

8) 文　系 1,078 23.7% 70.9% 65.2% 14.3% 33.1% 2.7% 3.2%

2) 理　系 1,282 23.2% 65.1% 57.2% 16.0% 34.2% 2.3% 3.9%

2) 1・2年生 1,072 17.7% 64.8% 66.2% 12.6% 32.2% 2.1% 4.1%

4) 3年生以上 1,284 28.0% 70.2% 56.4% 17.4% 35.0% 2.9% 3.1%

2) 自　宅 932 23.5% 66.1% 64.4% 16.3% 34.1% 2.5% 3.1%

3) 自宅外 1,423 23.3% 68.8% 58.5% 14.5% 33.5% 2.5% 3.8%

図表6-10　大学からの情報発信の受け取り方法（大学院）

合 計

学内設置
PCにより
Web上で
（HP・

KOAN等）

自宅
PCにより
Web上で
（HP・

KOAN等）

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ
により
Web上で
（HP・

KOAN等）

紙媒体で
（部局

建物内の
掲示板、
大学発行
冊子）

友人等
から聞く

その他 無回答

1) 大学院全体 1,301 60.3% 54.7% 31.7% 16.6% 31.0% 4.2% 3.2%

4) 男 904 61.3% 54.1% 28.0% 14.9% 30.1% 5.1% 2.5%

1) 女 391 57.8% 56.3% 40.7% 20.5% 32.7% 2.0% 4.9%

5) 文　系 345 49.3% 67.8% 41.4% 23.2% 35.7% 1.7% 4.3%

5) 理　系 955 64.4% 49.8% 28.3% 14.2% 29.3% 5.0% 2.8%

7) 博士前期（修士） 967 61.5% 55.2% 33.8% 15.4% 32.4% 3.4% 2.9%

4) 博士後期（博士） 334 56.9% 53.0% 25.7% 20.1% 26.9% 6.3% 4.2%

8) 自　宅 408 57.1% 60.5% 34.6% 17.6% 28.2% 4.7% 3.7%

8) 自宅外 888 61.6% 52.0% 30.3% 16.1% 32.3% 3.8% 3.0%

住居
区分別

性別

学年別

文系・
理系別

住居
区分別

性別

課程
区分別

文系・
理系別

0%

20%

40%

60%

80%

学部全体
(n=2,362)

1・2年生
(n=1,072)

3年生以上
(n=1,284)

　大学からの情報発信の受け取り方法について、学部生では「自宅PCによりWeb上で」が67.7%で最も高
く、次いで「スマートフォンによりWeb上で」が60.8%と続く。
　大学院生では「学内設置PCによりWeb上で」が60.3%で最も高い。

0%

20%

40%

60%

80%

大学院全体
(n=1,301)

文　系
(n=345)

理　系
(n=955)
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（2） KOANの閲覧頻度

図表6-11　KOANの閲覧頻度（学部）  

合 計
毎日

見ている
2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期
ほとんど

見ていない
無回答

2) 学部全体 2,362 8.6% 29.6% 24.9% 4.7% 22.8% 3.5% 5.8%

8) 男 1,468 10.6% 31.5% 22.5% 4.2% 21.7% 4.3% 5.3%

9) 女 889 5.5% 26.7% 29.0% 5.6% 24.6% 2.1% 6.4%

8) 文　系 1,078 9.8% 32.7% 27.3% 3.4% 18.9% 1.9% 5.9%

2) 理　系 1,282 7.6% 27.0% 23.0% 5.8% 26.1% 4.9% 5.5%

2) 1・2年生 1,072 12.0% 38.6% 25.2% 2.1% 14.4% 1.2% 6.4%

4) 3年生以上 1,284 5.7% 22.2% 24.8% 6.9% 29.9% 5.5% 5.1%

2) 自　宅 932 8.8% 29.2% 23.5% 5.7% 24.2% 2.8% 5.8%

3) 自宅外 1,423 8.5% 29.9% 25.9% 4.1% 22.0% 4.0% 5.6%

図表6-12　KOANの閲覧頻度（大学院）  

合 計
毎日

見ている
2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期
ほとんど

見ていない
無回答

1) 大学院全体 1,301 10.1% 18.8% 21.5% 8.2% 27.2% 9.1% 5.0%

4) 男 904 10.7% 16.6% 23.0% 10.0% 25.8% 9.7% 4.2%

1) 女 391 9.0% 23.8% 18.2% 4.1% 30.4% 7.7% 6.9%

5) 文　系 345 14.5% 28.7% 24.9% 3.2% 19.1% 2.6% 7.0%

5) 理　系 955 8.6% 15.2% 20.3% 9.9% 30.2% 11.5% 4.3%

7) 博士前期（修士） 967 9.5% 19.5% 22.1% 9.0% 27.1% 8.4% 4.3%

4) 博士後期（博士） 334 12.0% 16.5% 19.8% 6.0% 27.5% 11.4% 6.9%

8) 自　宅 408 8.1% 18.1% 21.8% 9.1% 26.0% 11.8% 5.1%

8) 自宅外 888 11.0% 19.1% 21.3% 7.9% 27.7% 8.0% 5.0%

性別

文系・
理系別

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

　KOANの閲覧頻度について、学部生では、「2～3日に1回」が29.6%で最も高く、次いで「週1回」が
24.9%である。
　一方、大学院生では、「不定期」が27.2%で最も高く、次いで「週1回」が21.5%である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学部全体

1・2年生

3年生以上

毎日
見ている

2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期 ほとんど
見ていない

無回答

2,362

　n

1,072

1,284

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

毎日
見ている

2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期 ほとんど
見ていない

無回答

1,301

　n

345

955
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図表6-13　KOANの閲覧頻度（学部）

合 計
毎日

見ている
2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期
ほとんど

見ていない
無回答

2,362 8.6% 29.6% 24.9% 4.7% 22.8% 3.5% 5.8%
計 168 11.9% 24.4% 33.3% 2.4% 16.7% 3.6% 7.7%

1・2年生 91 16.5% 29.7% 27.5% 1.1% 14.3% 1.1% 9.9%
3年生以上 76 6.6% 18.4% 39.5% 3.9% 19.7% 6.6% 5.3%

計 120 12.5% 27.5% 29.2% 2.5% 25.0% - 3.3%
1・2年生 49 16.3% 32.7% 28.6% - 16.3% - 6.1%
3年生以上 70 8.6% 24.3% 30.0% 4.3% 31.4% - 1.4%

計 245 11.8% 49.8% 19.6% 0.8% 11.8% 1.6% 4.5%
1・2年生 111 17.1% 56.8% 13.5% - 5.4% 0.9% 6.3%
3年生以上 134 7.5% 44.0% 24.6% 1.5% 17.2% 2.2% 3.0%

計 141 12.8% 29.8% 27.7% 2.1% 18.4% 3.5% 5.7%
1・2年生 73 16.4% 27.4% 31.5% 1.4% 15.1% 2.7% 5.5%
3年生以上 68 8.8% 32.4% 23.5% 2.9% 22.1% 4.4% 5.9%

計 197 7.6% 29.9% 28.9% 5.1% 17.8% 0.5% 10.2%
1・2年生 100 10.0% 40.0% 24.0% 1.0% 10.0% - 15.0%
3年生以上 97 5.2% 19.6% 34.0% 9.3% 25.8% 1.0% 5.2%

計 89 4.5% 9.0% 15.7% 6.7% 42.7% 18.0% 3.4%
1・2年生 28 3.6% 17.9% 35.7% - 35.7% 7.1% -
3年生以上 61 4.9% 4.9% 6.6% 9.8% 45.9% 23.0% 4.9%

計 125 8.0% 31.2% 27.2% 4.0% 23.2% 0.8% 5.6%
1・2年生 51 5.9% 47.1% 23.5% 3.9% 15.7% 2.0% 2.0%
3年生以上 74 9.5% 20.3% 29.7% 4.1% 28.4% - 8.1%

計 27 3.7% 14.8% 22.2% 7.4% 37.0% 11.1% 3.7%
1・2年生 17 5.9% 23.5% 29.4% 5.9% 29.4% - 5.9%
3年生以上 10 - - 10.0% 10.0% 50.0% 30.0% -

計 53 5.7% 17.0% 24.5% 11.3% 32.1% 3.8% 5.7%
1・2年生 23 13.0% 30.4% 34.8% 4.3% 8.7% - 8.7%
3年生以上 30 - 6.7% 16.7% 16.7% 50.0% 6.7% 3.3%

計 509 7.1% 27.9% 22.4% 5.9% 26.7% 5.9% 4.1%
1・2年生 200 11.0% 40.0% 25.0% 3.0% 14.5% 1.5% 5.0%
3年生以上 308 4.5% 19.8% 20.8% 7.8% 34.7% 8.8% 3.6%

計 282 10.3% 30.1% 20.2% 5.3% 24.8% 3.5% 5.7%
1・2年生 125 16.0% 44.0% 18.4% 1.6% 15.2% 1.6% 3.2%
3年生以上 157 5.7% 19.1% 21.7% 8.3% 32.5% 5.1% 7.6%

計 404 5.9% 28.5% 28.7% 6.2% 22.5% 1.2% 6.9%
1・2年生 204 7.4% 35.8% 29.9% 3.9% 16.2% 0.5% 6.4%
3年生以上 198 4.0% 21.2% 27.8% 8.6% 28.8% 2.0% 7.6%
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245

141

n　 

2,362

168

120

学部全体

医学部
（保）

197

89

282

404

所
属
学
部
×
学
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別

工学部
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文学部

基礎工学部

外国語学部

理学部

医学部
（医）

人間科学部

法学部

経済学部

歯学部

薬学部
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文学部

人間科学部

法学部
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理学部

医学部（医）

医学部（保）

歯学部

薬学部

工学部

基礎工学部

外国語学部

毎日
見ている

2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期 ほとんど
見ていない

無回答
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図表6-14　KOANの閲覧頻度（大学院）

合 計
毎日

見ている
2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期
ほとんど

見ていない
無回答

1,301 10.1% 18.8% 21.5% 8.2% 27.2% 9.1% 5.0%
64 4.7% 25.0% 29.7% 3.1% 28.1% 4.7% 4.7%
76 7.9% 21.1% 26.3% 5.3% 27.6% 2.6% 9.2%
37 10.8% 32.4% 32.4% 2.7% 13.5% 2.7% 5.4%
38 13.2% 44.7% 18.4% - 18.4% - 5.3%

130 10.8% 22.3% 20.0% 8.5% 30.0% 6.2% 2.3%
49 8.2% 10.2% 16.3% 8.2% 30.6% 18.4% 8.2%
72 11.1% 25.0% 12.5% 6.9% 25.0% 15.3% 4.2%
3 - - 33.3% - 66.7% - -

24 8.3% 12.5% 25.0% 16.7% 33.3% 4.2% -
411 8.3% 12.4% 20.4% 11.7% 30.9% 13.1% 3.2%
95 9.5% 20.0% 24.2% 4.2% 29.5% 3.2% 9.5%
58 10.3% 27.6% 29.3% 5.2% 17.2% 1.7% 8.6%
25 12.0% 20.0% 36.0% 4.0% 16.0% 4.0% 8.0%
31 12.9% 16.1% 19.4% 6.5% 32.3% 9.7% 3.2%

135 5.2% 11.1% 22.2% 12.6% 28.9% 15.6% 4.4%
47 48.9% 36.2% 4.3% - 2.1% 2.1% 6.4%
5 - - 20.0% - 40.0% - 40.0%
0 - - - - - - -

情報科学研究科
高等司法研究科

医学系研究科（保）

基礎工学研究科
工学研究科

生命機能研究科

歯学研究科

理学研究科
医学系研究科（医）

大学院全体

5

0

小児発達学研究科

所
属
研
究
科

文学研究科
人間科学研究科

法学研究科
経済学研究科

言語文化研究科
国際公共政策研究科

言語社会研究科

薬学研究科

n　 

1,301

64

76

37

38

130

49

72

31

135

47

25

3

24

411

95

58

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文学研究科

人間科学研究科

法学研究科

経済学研究科

理学研究科

医学系研究科（医）

医学系研究科（保）

歯学研究科

薬学研究科

工学研究科

基礎工学研究科

言語文化研究科

国際公共政策研究科

生命機能研究科

情報科学研究科

高等司法研究科

小児発達学研究科

言語社会研究科

毎日
見ている

2～3日
に1回

週1回 月1回 不定期 ほとんど
見ていない

無回答
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（3） 「キャンパスライフ」（入学時配布冊子）の利用状況

図表6-15　「キャンパスライフ」（入学時配布冊子）の利用状況（学部）

合 計
よく

利用している
（した）

時々
利用している

（した）

利用していない
（しなかった）

無回答

2) 　学部全体 2,362 2.0% 23.2% 68.8% 6.1%

8) 男 1,468 2.0% 21.4% 71.0% 5.6%

9) 女 889 2.0% 26.3% 64.9% 6.7%

8) 文　系 1,078 2.3% 25.0% 66.6% 6.0%

2) 理　系 1,282 1.7% 21.7% 70.6% 6.0%

2) 1・2年生 1,072 3.0% 28.9% 61.2% 6.9%

4) 3年生以上 1,284 1.1% 18.3% 75.3% 5.3%

2) 自　宅 932 2.7% 24.2% 67.1% 6.0%

3) 自宅外 1,423 1.5% 22.6% 69.9% 6.0%

図表6-16　「キャンパスライフ」（入学時配布冊子）の利用状況（大学院）

合 計
よく

利用している
（した）

時々利用
している
（した）

利用していない
（しなかった）

無回答

1) 大学院全体 1,301 1.9% 21.4% 71.9% 4.8%

4) 男 904 1.8% 18.9% 75.6% 3.8%

1) 女 391 2.3% 27.1% 63.4% 7.2%

5) 文　系 345 4.1% 27.2% 62.3% 6.4%

5) 理　系 955 1.2% 19.3% 75.3% 4.3%

7) 博士前期（修士） 967 1.6% 21.4% 72.7% 4.3%

4) 博士後期（博士） 334 3.0% 21.3% 69.5% 6.3%

8) 自　宅 408 1.7% 20.6% 72.8% 4.9%

8) 自宅外 888 2.0% 21.8% 71.3% 4.8%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

よく利用している
（した）

時々利用している
（した）

利用していない
（しなかった）

無回答

1,301

　n

345

955

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

1・2年生

3年生以上

よく利用している
（した）

時々利用している
（した）

利用していない
（しなかった）

無回答

2,362

　n

1,072

1,284

　「キャンパスライフ」（入学時配布冊子）の利用状況について、「よく利用している（した）」
「時々利用している（した）」を合わせた「キャンパスライフ」を利用している学生は、学部生で
25.2%、大学院生で23.3%と低く、「利用していない（しなかった）」が7割前後（学部生の68.8%、大学
院生の71.9%）である。
　回答者属性別に見ると、学部生では「学年別」の差異が最も大きく、1・2年生は31.9%が利用している
のに対し、3年生以上は19.4%の利用に留まる。
　一方、大学院生では「文系・理系別」の差異が最も大きく、文系は31.3%が利用しているのに対し、理
系は20.5%の利用に留まる。
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3. 大学院の研究室に対する満足度（大学院生のみ）

 （a） 研究室の研究スペース

図表6-17　研究室の研究スペースに対する満足度（大学院）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1) 大学院全体 1,301 33.1% 29.1% 10.6% 14.4% 7.7% 5.1%

4) 男 904 35.2% 30.1% 10.1% 13.1% 7.2% 4.4%

1) 女 391 28.4% 26.9% 12.0% 17.1% 9.0% 6.6%

5) 文　系 345 19.1% 28.7% 13.9% 20.3% 11.3% 6.7%

5) 理　系 955 38.1% 29.3% 9.4% 12.3% 6.4% 4.5%

7) 博士前期（修士） 967 35.3% 29.4% 9.9% 13.2% 7.7% 4.6%

4) 博士後期（博士） 334 26.9% 28.4% 12.6% 17.7% 7.8% 6.6%

8) 自　宅 408 34.3% 28.9% 11.8% 13.2% 6.6% 5.1%

8) 自宅外 888 32.4% 29.3% 10.1% 14.9% 8.2% 5.1%

文学研究科 64 17.2% 25.0% 9.4% 28.1% 17.2% 3.1%

人間科学研究科 76 18.4% 31.6% 7.9% 18.4% 14.5% 9.2%

法学研究科 37 21.6% 40.5% 5.4% 21.6% 5.4% 5.4%

経済学研究科 38 36.8% 26.3% 7.9% 23.7% - 5.3%

理学研究科 130 46.2% 27.7% 7.7% 11.5% 3.1% 3.8%

医学系研究科（医） 49 26.5% 26.5% 12.2% 24.5% 4.1% 6.1%

医学系研究科（保） 72 19.4% 19.4% 12.5% 19.4% 23.6% 5.6%

歯学研究科 3 33.3% 33.3% - 33.3% - -

薬学研究科 24 16.7% 45.8% 20.8% 12.5% 4.2% -

工学研究科 411 37.7% 31.9% 10.7% 10.0% 6.8% 2.9%

基礎工学研究科 95 28.4% 32.6% 6.3% 18.9% 4.2% 9.5%

言語文化研究科 58 17.2% 24.1% 24.1% 15.5% 10.3% 8.6%

国際公共政策研究科 25 8.0% 24.0% 16.0% 16.0% 28.0% 8.0%

生命機能研究科 31 41.9% 22.6% 6.5% 19.4% 6.5% 3.2%

情報科学研究科 135 57.0% 25.2% 5.9% 4.4% 2.2% 5.2%

高等司法研究科 47 14.9% 29.8% 27.7% 17.0% 4.3% 6.4%

小児発達学研究科 5 - 40.0% - 20.0% - 40.0%

言語社会研究科 0 - - - - - -

所
属
研
究
科

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

　研究室の研究スペースに関して、大学院生全体でみると「満足」と「やや満足」を合わせた満足度は
62.2%と高く、「不満足」と「やや不満足」を合わせた不満足度は22.1%と低い。
　文系・理系別では、文系の満足度（47.8%）は低く、理系の満足度（67.4%）は高い。
　研究科別では、情報科学研究科の満足度が82.2%と最も高いのに対して、国際公共政策研究科と医学
系研究科（保）の満足度は40%未満と低く、逆に不満足度が40%を超えている。文学研究科もほぼ同様で
不満足度が満足度よりも高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1,301

　n

345

955
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 （b） 研究室の施設設備

図表6-18　研究室の施設設備に対する満足度（大学院）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1) 大学院全体 1,301 33.2% 32.1% 12.1% 12.4% 5.1% 5.1%

4) 男 904 35.5% 32.9% 12.1% 11.2% 4.0% 4.4%

1) 女 391 27.6% 30.2% 12.3% 15.3% 7.7% 6.9%

5) 文　系 345 15.9% 31.9% 17.1% 18.6% 9.9% 6.7%

5) 理　系 955 39.4% 32.1% 10.4% 10.2% 3.4% 4.6%

7) 博士前期（修士） 967 35.2% 32.3% 11.1% 12.1% 4.8% 4.7%

4) 博士後期（博士） 334 27.5% 31.4% 15.3% 13.2% 6.0% 6.6%

8) 自　宅 408 33.8% 29.4% 12.7% 14.2% 4.9% 4.9%

8) 自宅外 888 32.8% 33.3% 11.9% 11.6% 5.1% 5.3%

文学研究科 64 17.2% 32.8% 15.6% 17.2% 14.1% 3.1%

人間科学研究科 76 11.8% 36.8% 10.5% 22.4% 10.5% 7.9%

法学研究科 37 21.6% 29.7% 10.8% 24.3% 8.1% 5.4%

経済学研究科 38 36.8% 26.3% 13.2% 15.8% 2.6% 5.3%

理学研究科 130 42.3% 32.3% 6.2% 13.1% 2.3% 3.8%

医学系研究科（医） 49 34.7% 22.4% 12.2% 18.4% 6.1% 6.1%

医学系研究科（保） 72 25.0% 18.1% 18.1% 22.2% 11.1% 5.6%

歯学研究科 3 - 100.0% - - - -

薬学研究科 24 20.8% 54.2% 16.7% 8.3% - -

工学研究科 411 38.9% 34.5% 10.5% 9.7% 2.9% 3.4%

基礎工学研究科 95 33.7% 36.8% 9.5% 7.4% 3.2% 9.5%

言語文化研究科 58 8.6% 34.5% 19.0% 15.5% 13.8% 8.6%

国際公共政策研究科 25 4.0% 24.0% 24.0% 20.0% 16.0% 12.0%

生命機能研究科 31 51.6% 25.8% 16.1% - 3.2% 3.2%

情報科学研究科 135 53.3% 28.9% 8.1% 3.7% 1.5% 4.4%

高等司法研究科 47 14.9% 29.8% 31.9% 14.9% 2.1% 6.4%

小児発達学研究科 5 20.0% 20.0% - 20.0% - 40.0%

言語社会研究科 0 - - - - - -

所
属
研
究
科

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

　研究室の施設設備に関して、大学院生全体でみると「満足」と「やや満足」を合わせた満足度は
65.3%と高く、「不満足」と「やや不満足」を合わせた不満足度は17.5%と低い。
　文系・理系別では、文系の満足度（47.8%）は低く、理系の満足度（71.5%）は高い。
　研究科別では、歯学研究科と情報科学研究科の満足度が80%を超えているのに対して、国際公共政策
研究科の満足度は28.0%と最も低く、不満足度が36.0%と満足度を上回っている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1,301

　n

345

955
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 （c） 研究室の人間関係

図表6-19　研究室の人間関係に対する満足度（大学院）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1) 大学院全体 1,301 38.4% 31.7% 15.2% 6.4% 3.2% 5.1%

4) 男 904 40.8% 31.7% 14.5% 5.9% 2.9% 4.2%

1) 女 391 33.0% 31.2% 16.6% 7.7% 4.1% 7.4%

5) 文　系 345 30.4% 30.7% 22.3% 5.8% 3.8% 7.0%

5) 理　系 955 41.3% 32.0% 12.6% 6.6% 3.0% 4.5%

7) 博士前期（修士） 967 41.2% 30.6% 14.2% 6.5% 3.0% 4.6%

4) 博士後期（博士） 334 30.2% 34.7% 18.3% 6.0% 3.9% 6.9%

8) 自　宅 408 38.5% 31.4% 16.2% 5.1% 3.9% 4.9%

8) 自宅外 888 38.3% 31.6% 14.9% 7.0% 2.9% 5.3%

文学研究科 64 32.8% 32.8% 18.8% 7.8% 3.1% 4.7%

人間科学研究科 76 31.6% 30.3% 17.1% 5.3% 7.9% 7.9%

法学研究科 37 32.4% 27.0% 24.3% 8.1% - 8.1%

経済学研究科 38 34.2% 28.9% 23.7% 5.3% 2.6% 5.3%

理学研究科 130 38.5% 28.5% 10.8% 15.4% 2.3% 4.6%

医学系研究科（医） 49 22.4% 32.7% 16.3% 18.4% 4.1% 6.1%

医学系研究科（保） 72 41.7% 27.8% 18.1% 4.2% 2.8% 5.6%

歯学研究科 3 33.3% 66.7% - - - -

薬学研究科 24 33.3% 33.3% 20.8% 12.5% - -

工学研究科 411 46.2% 32.4% 11.7% 4.4% 2.4% 2.9%

基礎工学研究科 95 31.6% 42.1% 9.5% 2.1% 5.3% 9.5%

言語文化研究科 58 34.5% 31.0% 20.7% 5.2% - 8.6%

国際公共政策研究科 25 24.0% 32.0% 32.0% - 4.0% 8.0%

生命機能研究科 31 38.7% 32.3% 16.1% 3.2% 6.5% 3.2%

情報科学研究科 135 45.2% 28.9% 13.3% 4.4% 3.7% 4.4%

高等司法研究科 47 19.1% 31.9% 29.8% 6.4% 6.4% 6.4%

小児発達学研究科 5 20.0% 20.0% - 20.0% - 40.0%

言語社会研究科 0 - - - - - -

所
属
研
究
科

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

　研究室の人間関係に関して、大学院生全体でみると「満足」と「やや満足」を合わせた満足度は
70.1%と高く、「不満足」と「やや不満足」を合わせた不満足度は9.6%と低い。
　文系・理系別では、文系の満足度（61.1%）は理系の満足度（73.3%）よりも低い。
　研究科別では、歯学研究科の満足度が100%（ただし、回答者は3名）で最も高く、次いで工学研究科
（78.6%）と情報科学研究科（74.1%）の満足度が高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1,301

　n

345

955
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 （d） 研究室の指導教員の研究指導方法

図表6-20　研究室の指導教員の研究指導方法の満足度（大学院）  

合 計 満足 やや満足
どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1) 大学院全体 1,301 38.4% 30.7% 13.2% 7.3% 5.3% 5.1%

4) 男 904 38.6% 31.2% 13.2% 7.9% 5.0% 4.2%

1) 女 391 38.1% 28.9% 13.6% 6.1% 6.1% 7.2%

5) 文　系 345 39.4% 29.9% 15.7% 3.8% 4.9% 6.4%

5) 理　系 955 37.9% 31.1% 12.4% 8.6% 5.4% 4.6%

7) 博士前期（修士） 967 40.1% 30.1% 12.5% 7.3% 5.4% 4.6%

4) 博士後期（博士） 334 33.2% 32.6% 15.3% 7.2% 5.1% 6.6%

8) 自　宅 408 39.7% 28.2% 15.4% 6.9% 5.1% 4.7%

8) 自宅外 888 37.8% 31.8% 12.3% 7.5% 5.3% 5.3%

文学研究科 64 39.1% 39.1% 7.8% 1.6% 9.4% 3.1%

人間科学研究科 76 36.8% 31.6% 14.5% 3.9% 5.3% 7.9%

法学研究科 37 45.9% 24.3% 13.5% 8.1% 2.7% 5.4%

経済学研究科 38 55.3% 34.2% 5.3% - - 5.3%

理学研究科 130 41.5% 26.9% 11.5% 11.5% 4.6% 3.8%

医学系研究科（医） 49 20.4% 32.7% 14.3% 12.2% 14.3% 6.1%

医学系研究科（保） 72 45.8% 31.9% 6.9% 5.6% 4.2% 5.6%

歯学研究科 3 - 66.7% 33.3% - - -

薬学研究科 24 29.2% 33.3% 20.8% 12.5% - 4.2%

工学研究科 411 37.0% 32.1% 13.4% 9.2% 5.1% 3.2%

基礎工学研究科 95 31.6% 36.8% 9.5% 5.3% 7.4% 9.5%

言語文化研究科 58 50.0% 17.2% 10.3% 5.2% 8.6% 8.6%

国際公共政策研究科 25 36.0% 32.0% 12.0% 8.0% 4.0% 8.0%

生命機能研究科 31 32.3% 41.9% 6.5% 6.5% 9.7% 3.2%

情報科学研究科 135 48.1% 23.7% 14.1% 5.9% 3.7% 4.4%

高等司法研究科 47 14.9% 29.8% 46.8% 2.1% - 6.4%

小児発達学研究科 5 20.0% 20.0% - 20.0% - 40.0%

言語社会研究科 0 - - - - - -

所
属
研
究
科

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

　研究室の指導教員の研究指導方法に関して、大学院生全体でみると「満足」と「やや満足」を合わせ
た満足度は69.1%と高く、「不満足」と「やや不満足」を合わせた不満足度は12.6%と低い。
　文系・理系別では、文系の満足度（69.3%）と理系の満足度（69.0%）に差はない。
　研究科別にみると、最も満足度が高いのは経済学研究科の89.5%で、次いで文学研究科（78.2%）と医
学系研究科（保）（77.7%）の満足度が高い。一方、最も満足度が低いのは小児発達学研究科の40.0%
（ただし、回答者は5名）で、次に低いのは高等司法研究科の44.7%となっている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

満足 やや満足 どちらとも
言えない

やや
不満足

不満足 無回答

1,301

　n
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4. 学会等における研究成果の発表（大学院生のみ）

（1） 学会等における研究成果の発表経験

図表6-21　学会等における研究成果の発表経験（大学院）  

合 計 ある ない 無回答

1) 大学院全体 1,301 56.3% 38.6% 5.1%

4) 男 904 61.7% 33.8% 4.4%

1) 女 391 44.0% 49.4% 6.6%

5) 文　系 345 29.6% 64.1% 6.4%

5) 理　系 955 66.0% 29.4% 4.6%

7) 博士前期（修士） 967 54.0% 41.6% 4.4%

4) 博士後期（博士） 334 63.2% 29.9% 6.9%

8) 自　宅 408 57.4% 38.0% 4.7%

8) 自宅外 888 56.0% 38.7% 5.3%

文学研究科 64 45.3% 51.6% 3.1%

人間科学研究科 76 40.8% 51.3% 7.9%

法学研究科 37 8.1% 86.5% 5.4%

経済学研究科 38 26.3% 68.4% 5.3%

理学研究科 130 60.0% 36.2% 3.8%

医学系研究科（医） 49 42.9% 51.0% 6.1%

医学系研究科（保） 72 55.6% 40.3% 4.2%

歯学研究科 3 100.0% - -

薬学研究科 24 75.0% 25.0% -

工学研究科 411 71.3% 25.8% 2.9%

基礎工学研究科 95 67.4% 22.1% 10.5%

言語文化研究科 58 41.4% 50.0% 8.6%

国際公共政策研究科 25 20.0% 72.0% 8.0%

生命機能研究科 31 48.4% 45.2% 6.5%

情報科学研究科 135 71.9% 23.0% 5.2%

高等司法研究科 47 - 93.6% 6.4%

小児発達学研究科 5 20.0% 40.0% 40.0%

言語社会研究科 0 - - -

所
属
研
究
科

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

　学会等における研究成果の発表経験について、発表経験が「ある」回答者は56.3%である。
　回答者属性別に見ると、「文系・理系別」で差異が最も大きく、理系学生では66.0%であるのに対し、
文系学生では29.6%に留まる。
　所属研究科別に見ると、歯学研究科では100%全員が発表経験があると回答しているが、学生数が3名と
少ないためである。次いで、薬学研究科が高く、75.0%が発表経験があると回答している。
　一方、法学研究科では、発表経験がある回答者は8.1%しかいない。
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（2） 学会等における研究成果の発表手段

（3） 学会等における研究成果の発表回数

　学会等における研究成果の発表経験が「ある」回答者に対して、研究成果の発表手段を質問したとこ
ろ、「学会での発表」が90.5%で最も高い。

　学会等における研究成果の発表経験が「ある」回答者に対して、研究成果の発表回数を質問したとこ
ろ、「1回」が29.5%で最も高い。

図表6-22　学会等における研究成果の発表手段（大学院）

※学会等における研究成果の発表経験が「ある」回答者のみ

合 計
学会での

発表
研究会での

発表
学会誌への

投稿
その他 無回答

3) 大学院全体 733 90.5% 43.2% 25.1% 3.7% 0.1%

8) 男 558 90.7% 43.9% 25.4% 4.1% 0.2%

2) 女 172 89.5% 41.9% 24.4% 2.3% -

2) 文　系 102 84.3% 61.8% 34.3% 3.9% -

0) 理　系 630 91.4% 40.3% 23.7% 3.7% 0.2%

2) 博士前期（修士） 522 89.1% 37.4% 15.5% 2.5% 0.2%

1) 博士後期（博士） 211 93.8% 57.8% 48.8% 6.6% -

4) 自　宅 234 90.2% 45.3% 23.9% 3.4% -

7) 自宅外 497 90.5% 42.5% 25.8% 3.8% 0.2%

住居
区分別

性別

課程
区分別

文系・
理系別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

大学院全体
(n=733)

文　系
(n=102)

理　系
(n=630)

図表6-23　学会等における研究成果の発表回数（大学院）

※学会等における研究成果の発表経験が「ある」回答者のみ

合 計 1回 2回 3回 4回 5回以上 無回答

3) 大学院全体 733 29.5% 21.8% 15.4% 8.3% 24.7% 0.3%

8) 男 558 28.1% 22.2% 15.2% 8.2% 26.0% 0.2%

2) 女 172 33.1% 20.9% 16.3% 8.1% 20.9% 0.6%

2) 文　系 102 22.5% 22.5% 20.6% 9.8% 24.5% -

0) 理　系 630 30.5% 21.7% 14.6% 8.1% 24.8% 0.3%

2) 博士前期（修士） 522 36.6% 23.4% 17.4% 8.6% 13.6% 0.4%

1) 博士後期（博士） 211 11.8% 18.0% 10.4% 7.6% 52.1% -

4) 自　宅 234 31.2% 22.2% 17.9% 7.7% 20.5% 0.4%

7) 自宅外 497 28.6% 21.7% 14.3% 8.7% 26.6% 0.2%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0%

10%

20%

30%

40%

大学院全体
(n=733)

文　系
(n=102)

理　系
(n=630)
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5. 学内連絡バス

（1） 学内連絡バスの利用状況

図表6-24　学内連絡バスの利用状況（学部）  

合 計 利用している 利用していない 無回答

2) 　学部全体 2,362 33.0% 61.1% 5.9%

8) 男 1,468 31.6% 62.9% 5.5%

9) 女 889 35.2% 58.3% 6.5%

8) 文　系 1,078 33.3% 60.5% 6.2%

2) 理　系 1,282 32.7% 61.7% 5.6%

2) 1・2年生 1,072 31.7% 61.5% 6.8%

4) 3年生以上 1,284 34.0% 60.9% 5.1%

2) 自　宅 932 30.9% 63.2% 5.9%

3) 自宅外 1,423 34.3% 59.9% 5.8%

図表6-25　学内連絡バスの利用状況（大学院）  

合 計 利用している 利用していない 無回答

1) 大学院全体 1,301 30.1% 65.0% 5.0%

4) 男 904 29.3% 66.5% 4.2%

1) 女 391 32.0% 61.1% 6.9%

5) 文　系 345 38.8% 55.1% 6.1%

5) 理　系 955 26.9% 68.5% 4.6%

7) 博士前期（修士） 967 30.6% 65.0% 4.3%

4) 博士後期（博士） 334 28.4% 64.7% 6.9%

8) 自　宅 408 25.5% 69.6% 4.9%

8) 自宅外 888 32.1% 62.8% 5.1%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

男

女

利用している 利用していない 無回答

2,362

　n

1,468

889

　学内連絡バスの利用状況について、学部生の33.0%、大学院生の30.1%が利用している。
　回答者属性別に見ると、大学院生の「文系・理系別」で差異が大きく、文系学生は38.8%が利用してい
るが、理系学生は26.9%である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

文　系

理　系

利用している 利用していない 無回答

1,301

　n

345

955
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（2） 学内連絡バスの運行頻度に対する所感

 （a） 豊中－吹田間の20分間隔

図表6-26　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田間の20分間隔）（学部）

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

2) 　学部全体 2,362 3.0% 44.7% 8.8% 37.0% 6.5%

8) 男 1,468 1.6% 47.2% 8.8% 36.3% 6.1%

9) 女 889 5.3% 40.6% 8.9% 38.1% 7.1%

8) 文　系 1,078 5.8% 47.6% 7.2% 32.5% 6.9%

2) 理　系 1,282 0.6% 42.4% 10.2% 40.7% 6.1%

2) 1・2年生 1,072 2.5% 42.0% 11.8% 36.5% 7.2%

4) 3年生以上 1,284 3.4% 47.0% 6.2% 37.5% 5.8%

2) 自　宅 932 2.6% 42.6% 9.7% 38.5% 6.7%

3) 自宅外 1,423 3.2% 46.3% 8.4% 35.8% 6.3%

図表6-27　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田間の20分間隔）（大学院）

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

1) 大学院全体 1,301 1.2% 52.0% 5.7% 35.0% 6.1%

4) 男 904 1.0% 54.0% 6.0% 33.6% 5.4%

1) 女 391 1.8% 47.8% 5.1% 37.9% 7.4%

5) 文　系 345 2.0% 54.5% 5.2% 31.0% 7.2%

5) 理　系 955 0.9% 51.0% 5.9% 36.5% 5.7%

7) 博士前期（修士） 967 1.2% 50.1% 5.8% 37.5% 5.4%

4) 博士後期（博士） 334 1.2% 57.5% 5.4% 27.8% 8.1%

8) 自　宅 408 1.7% 50.2% 6.9% 35.0% 6.1%

8) 自宅外 888 1.0% 52.7% 5.2% 35.0% 6.1%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田間の20分間隔）について、学部生の44.7%、大学院
生の52.0%が「適当」であると回答している。
　ただし、学部生・大学院生ともに「時間帯によって工夫が必要」（学部生の37.0%、大学院生の
35.0%）も高率である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

文　系

理　系

多い 適当 少ない 時間帯によって
工夫が必要

無回答

2,362

　n

1,078

1,282

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

博士前期（修士）

博士後期（博士）

多い 適当 少ない 時間帯によって
工夫が必要

無回答

1,301

　n

967

334
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図表6-28　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田間の20分間隔）（学部）  

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

2,362 3.0% 44.7% 8.8% 37.0% 6.5%

168 1.8% 44.6% 7.1% 36.3% 10.1%

120 0.8% 28.3% 17.5% 50.0% 3.3%

245 0.4% 51.4% 5.3% 38.4% 4.5%

141 1.4% 47.5% 9.9% 34.0% 7.1%

197 0.5% 47.2% 6.1% 34.0% 12.2%

89 1.1% 36.0% 10.1% 49.4% 3.4%

125 - 32.8% 16.0% 46.4% 4.8%

27 - 29.6% 29.6% 37.0% 3.7%

53 - 30.2% 5.7% 58.5% 5.7%

509 0.6% 42.8% 11.6% 40.7% 4.3%

282 1.1% 47.9% 7.1% 37.2% 6.7%

404 13.9% 52.2% 4.5% 21.5% 7.9%

図表6-29　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田間の20分間隔）（大学院）  

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

1,301 1.2% 52.0% 5.7% 35.0% 6.1%

64 3.1% 57.8% 3.1% 31.3% 4.7%

76 1.3% 43.4% 3.9% 43.4% 7.9%

37 2.7% 48.6% - 40.5% 8.1%

38 - 47.4% 10.5% 34.2% 7.9%

130 2.3% 50.8% 3.8% 39.2% 3.8%

49 - 51.0% 8.2% 32.7% 8.2%

72 1.4% 44.4% 9.7% 38.9% 5.6%

3 - - - 100.0% -

24 - 29.2% 25.0% 45.8% -

411 1.0% 55.2% 5.4% 34.3% 4.1%

95 - 58.9% 5.3% 24.2% 11.6%

58 5.2% 56.9% 6.9% 20.7% 10.3%

25 - 60.0% 8.0% 24.0% 8.0%

31 - 51.6% 3.2% 41.9% 3.2%

135 0.7% 41.5% 4.4% 46.7% 6.7%

47 - 72.3% 6.4% 17.0% 4.3%

5 - 40.0% - - 60.0%

0 - - - - -

小児発達学研究科

言語社会研究科

国際公共政策研究科

生命機能研究科

情報科学研究科

高等司法研究科

医学系研究科（医）

医学系研究科（保）

歯学研究科

薬学研究科

医学部（医）

医学部（保）

歯学部

薬学部

所
属
研
究
科

文学研究科

大学院全体

人間科学研究科

法学研究科

経済学研究科

理学研究科

工学研究科

基礎工学研究科

言語文化研究科

所
属
学
部

文学部

学部全体

人間科学部

法学部

経済学部

理学部

工学部

基礎工学部

外国語学部
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 （b） 豊中－吹田－箕面間の1時間間隔

図表6-30　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田－箕面間の1時間間隔）（学部）

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

2) 　学部全体 2,362 1.0% 32.6% 28.1% 31.7% 6.6%

8) 男 1,468 1.4% 38.3% 24.3% 29.8% 6.3%

9) 女 889 0.4% 23.3% 34.3% 34.8% 7.2%

8) 文　系 1,078 0.5% 24.3% 37.3% 31.2% 6.8%

2) 理　系 1,282 1.5% 39.6% 20.4% 32.1% 6.5%

2) 1・2年生 1,072 1.0% 32.6% 28.1% 31.0% 7.4%

4) 3年生以上 1,284 1.0% 32.7% 28.0% 32.3% 6.0%

2) 自　宅 932 1.4% 31.7% 27.6% 32.7% 6.7%

3) 自宅外 1,423 0.7% 33.2% 28.5% 31.1% 6.5%

図表6-31　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田－箕面間の1時間間隔）（大学院）

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

1) 大学院全体 1,301 1.0% 46.3% 16.7% 30.1% 5.8%

4) 男 904 1.1% 51.1% 14.7% 28.1% 5.0%

1) 女 391 0.8% 36.1% 21.0% 34.5% 7.7%

5) 文　系 345 0.6% 38.6% 26.4% 27.2% 7.2%

5) 理　系 955 1.2% 49.1% 13.2% 31.2% 5.3%

7) 博士前期（修士） 967 1.0% 44.9% 16.9% 32.2% 5.1%

4) 博士後期（博士） 334 0.9% 50.6% 16.2% 24.3% 8.1%

8) 自　宅 408 1.5% 46.1% 17.2% 28.9% 6.4%

8) 自宅外 888 0.8% 46.5% 16.4% 30.6% 5.6%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

男

女

多い 適当 少ない 時間帯によって
工夫が必要

無回答

2,362

　n

1,468

889

　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田－箕面間の1時間間隔）について、学部生の
32.6%、大学院生の46.3%が「適当」であると回答している。
　ただし、学部生・大学院生ともに「時間帯によって工夫が必要」（学部生の31.7%、大学院生の
30.1%）も高率である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

男

女

多い 適当 少ない 時間帯によって
工夫が必要

無回答

1,301

　n

904

391
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図表6-32　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田－箕面間の1時間間隔）（学部）  

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

2,362 1.0% 32.6% 28.1% 31.7% 6.6%

168 - 30.4% 26.2% 33.3% 10.1%

120 - 24.2% 32.5% 39.2% 4.2%

245 1.2% 41.6% 18.0% 33.9% 5.3%

141 0.7% 41.8% 19.9% 31.9% 5.7%

197 0.5% 42.6% 16.2% 28.4% 12.2%

89 1.1% 34.8% 22.5% 37.1% 4.5%

125 1.6% 28.0% 28.0% 37.6% 4.8%

27 - 37.0% 14.8% 44.4% 3.7%

53 1.9% 30.2% 17.0% 45.3% 5.7%

509 1.8% 41.5% 22.8% 29.1% 4.9%

282 1.8% 42.9% 16.0% 32.3% 7.1%

404 0.2% 5.2% 61.1% 26.0% 7.4%

図表6-33　学内連絡バスの運行頻度に対する所感（豊中－吹田－箕面間の1時間間隔）（大学院）  

合 計 多い 適当 少ない
時間帯に
よって

工夫が必要
無回答

1,301 1.0% 46.3% 16.7% 30.1% 5.8%

64 1.6% 32.8% 29.7% 31.3% 4.7%

76 - 31.6% 34.2% 25.0% 9.2%

37 - 43.2% 10.8% 37.8% 8.1%

38 2.6% 36.8% 18.4% 34.2% 7.9%

130 0.8% 50.0% 10.8% 34.6% 3.8%

49 - 44.9% 20.4% 26.5% 8.2%

72 1.4% 44.4% 13.9% 34.7% 5.6%

3 - - - 100.0% -

24 - 33.3% 29.2% 37.5% -

411 1.5% 49.9% 14.1% 30.7% 3.9%

95 - 49.5% 13.7% 26.3% 10.5%

58 - 19.0% 44.8% 27.6% 8.6%

25 - 44.0% 24.0% 24.0% 8.0%

31 - 64.5% 12.9% 19.4% 3.2%

135 2.2% 51.1% 6.7% 34.1% 5.9%

47 - 76.6% 6.4% 12.8% 4.3%

5 - 20.0% 20.0% - 60.0%

0 - - - - -

学部全体

人間科学部

法学部

経済学部

所
属
学
部

文学部

基礎工学部

外国語学部

理学部

工学部

医学系研究科（医）

医学系研究科（保）

大学院全体

人間科学研究科

法学研究科

経済学研究科

所
属
研
究
科

文学研究科

小児発達学研究科

言語社会研究科

医学部（医）

医学部（保）

歯学部

薬学部

理学研究科

工学研究科

情報科学研究科

高等司法研究科

歯学研究科

薬学研究科

基礎工学研究科

言語文化研究科

国際公共政策研究科

生命機能研究科
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（3） 土曜日・休業期間中の学内連絡バスの運行希望

図表6-34　土曜日・休業期間中の学内連絡バスの運行希望（学部）  

合 計 希望する 希望しない 無回答

2) 　学部全体 2,362 65.5% 29.6% 4.9%

8) 男 1,468 64.3% 31.1% 4.6%

9) 女 889 67.7% 27.1% 5.2%

8) 文　系 1,078 63.6% 31.1% 5.3%

2) 理　系 1,282 67.2% 28.4% 4.4%

2) 1・2年生 1,072 65.6% 29.0% 5.4%

4) 3年生以上 1,284 65.6% 30.1% 4.4%

2) 自　宅 932 63.5% 31.4% 5.0%

3) 自宅外 1,423 66.9% 28.5% 4.6%

図表6-35　土曜日・休業期間中の学内連絡バスの運行希望（大学院）  

合 計 希望する 希望しない 無回答

1) 大学院全体 1,301 57.8% 39.0% 3.2%

4) 男 904 57.2% 40.2% 2.7%

1) 女 391 59.6% 36.6% 3.8%

5) 文　系 345 60.6% 35.9% 3.5%

5) 理　系 955 56.8% 40.2% 3.0%

7) 博士前期（修士） 967 60.8% 36.9% 2.3%

4) 博士後期（博士） 334 49.1% 45.2% 5.7%

8) 自　宅 408 52.5% 44.9% 2.7%

8) 自宅外 888 60.1% 36.5% 3.4%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

男

女

希望する 希望しない 無回答

2,362

　n

1,468

889

　土曜日・休業期間中の学内連絡バスの運行希望について、学部生の65.5%、大学院生の57.8%が「希望
する」と回答している。
　回答者属性別に見ると、大学院生の「課程区分別」で差異が最も大きく、博士前期（修士）では60.8%
であるのに対し、博士後期（博士）では49.1%である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

博士前期（修士）

博士後期（博士）

希望する 希望しない 無回答

1,301

　n

967

334
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6. 本調査に対する意見

図表6-36　本調査に対する意見（学部）

合 計
内容を簡素化し、

設問数を
もっと少なく

ちょうどいい
内容を充実させ、

設問数を
もっと多く

無回答

2) 　学部全体 2,362 38.7% 54.4% 3.0% 3.9%

8) 男 1,468 40.2% 53.2% 3.0% 3.6%

9) 女 889 36.3% 56.2% 2.9% 4.5%

8) 文　系 1,078 35.9% 56.8% 2.9% 4.5%

2) 理　系 1,282 41.0% 52.5% 3.0% 3.5%

2) 1・2年生 1,072 39.2% 53.5% 3.3% 4.1%

4) 3年生以上 1,284 38.2% 55.2% 2.7% 3.8%

2) 自　宅 932 38.5% 54.4% 3.1% 4.0%

3) 自宅外 1,423 38.9% 54.4% 2.9% 3.9%

図表6-37　本調査に対する意見（大学院）

合 計
内容を簡素化し、

設問数を
もっと少なく

ちょうどいい
内容を充実させ、

設問数を
もっと多く

無回答

1) 大学院全体 1,301 36.5% 56.3% 4.4% 2.8%

4) 男 904 37.5% 55.4% 4.5% 2.5%

1) 女 391 34.5% 58.1% 4.1% 3.3%

5) 文　系 345 37.7% 52.8% 5.5% 4.1%

5) 理　系 955 36.0% 57.6% 4.0% 2.4%

7) 博士前期（修士） 967 36.4% 57.2% 4.2% 2.2%

4) 博士後期（博士） 334 36.8% 53.6% 4.8% 4.8%

8) 自　宅 408 39.2% 54.9% 3.7% 2.2%

8) 自宅外 888 35.4% 56.8% 4.7% 3.2%

課程
区分別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

学年別

住居
区分別

性別

文系・
理系別

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学院全体

自　宅

自宅外

内容を簡素化し、
設問数をもっと少なく

ちょうどいい 内容を充実させ、
設問数をもっと多く

無回答

1,301

　n

408

888

　本調査に対する意見について、学部生の54.4%、大学院生の56.3%が「ちょうどいい」と回答している
が、「内容を簡素化し、設問数をもっと少なく」（学部生の38.7%、大学院生の36.5%）も高率である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　学部全体

文　系

理　系

内容を簡素化し、
設問数をもっと少なく

ちょうどいい 内容を充実させ、
設問数をもっと多く

無回答

2,362

　n

1,078

1,282
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あ と が き 
 
学生生活調査はほぼ４年毎に実施されていますが、今回で２３回目を迎えました。こ

の調査は、学生の生活・学習・研究環境の現状を知り、それらがどのように変化してい

るかを把握するために行われています。そして、この分析結果は学生を支援するための

基礎資料として利用されてきました。 
調査は、今回も前回と同様に、インターネット上でのアンケート調査で行いました。

この方式の特徴は多くの学生からの回答を低予算で効率的に集計することができる点

です。回収率を良くするために、大学のホームページやポスターなどのツールを利用し

て学生に広く周知しましたが、学生がこのようなウェブによるアンケート調査に慣れて

きていることも幸いして、今回は学生全体の回収率が１６％と前回よりも３％向上しま

した。内訳は、学部１５％、大学院前期課程２２％、後期課程１０％で、特に大学院生

の回収率が大幅によくなりました。 
各調査項目の結果については、本文を参照していただきたいと思いますが、前回と同

様、ウェブベース方式で行ったため、自由記述の部分に非常に多くの意見が書かれてい

ました。この報告書では、個人が特定される可能性のある記述や誤字脱字は一部削除・

訂正しましたが、意味がよくわからない記述も含めて基本的にすべての意見をそのまま

掲載しました。そして内容に関しては、学内連絡バスについて改善を求める声が非常に

多く、また図書館や食堂・購買に対する要望も多く記載されていました。さらに講義、

シラバス、KOAN や学舎・キャンパスの環境整備、そして学生に対する事務窓口の対

応などに関する提言や苦言も目立ちました。 
この調査は大学の改善に役立てるために実施しており、学生もそれを期待しています。

是非とも調査だけで終わらせずに大学全体で有効に活用していただけることを望みま

す。 
最後に、貴重な時間を割いて本調査のためにご協力いただいた学部生・大学院生の皆

さん、および関係各位に心から感謝いたします。 
 

平成２６年３月 

 
第２３回学生生活調査専門委員会 
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大阪大学学生生活委員会委員（平成 25 年 10 月 1 日現在） 
 
委 員 長    医 学 系 研 究 科    教 授   宮 崎 純 一 
副委員長（学生支援小委員会委員長兼務）    医学系研究科（保険学専攻）    教 授   岩 谷 良 則 
委員（課外活動小委委員会委員長）    全 学 教 育 推 進 機 構    教 授   坂 東 隆 男 
委 員    外 国 語 学 部    教 授   早稲田 み か 
 〃      文 学 研 究 科    教 授   平 田 由 美 
 〃      人 間 科 学 研 究 科    教 授   渥 美 公 秀 
 〃      法 学 研 究 科    教 授   松 田 岳 士 
 〃      経 済 学 研 究 科    教 授   高 山 正 樹 
 〃      理 学 研 究 科    教 授   近 藤   忠 
 〃      歯 学 研 究 科    教 授   由 良 義 明 
 〃      薬 学 研 究 科    教 授   辻 川 和 丈 
 〃      工 学 研 究 科    教 授   長谷川 和 彦 
 〃      基 礎 工 学 研 究 科    教 授   尾 方 成 信 
 〃      言 語 文 化 研 究 科    教 授   鈴 木   睦 
 〃      国 際 公 共 政 策 研 究 科    教 授   大 槻 恒 裕 
 〃      情 報 科 学 研 究 科    教 授   土 屋 達 弘 
 〃      生 命 機 能 研 究 科    教 授   山 本 亘 彦 
 〃      高 等 司 法 研 究 科    教 授   水 島 郁 子 
 〃      連 合 小 児 発 達 学 研 究 科    教 授   谷 池 雅 子 
 〃      医 学 系 研 究 科    教 授   竹 田 潤 二 
 〃      微 生 物 病 研 究 所    准 教 授   三 輪 岳 志 
 〃      産 業 科 学 研 究 所    准 教 授   高 橋 昌 男 
 〃      蛋 白 質 研 究 所    教 授   藤 原 敏 道 
 〃      社 会 経 済 研 究 所    教 授   小 野 善 康 
 〃      接 合 科 学 研 究 所    准 教 授   伊 藤 和 博 
 〃      国 際 教 育 交 流 セ ン タ ー    准 教 授   義 永 美央子 
 〃      保 健 セ ン タ ー    センター長   瀧 原 圭 子 
 〃      安 全 衛 生 管 理 部    教 授   山 本   仁 
 〃      キャンパスライフ支援センター    准 教 授   太刀掛 俊 之 
 〃      キャンパスライフ支援センター    准 教 授   近 藤 久美子 
 〃      キャンパスライフ支援センター    助 教   松 原  崇 
 〃      学 生 部    学生部長   尾 藤 広 幸 
 〃      学 生 部    学生・キャリア支援課長   喜 田 一 也 
 
 
○第 23 回学生生活調査専門委員 
主査（学生生活委員会副委員長）    医学系研究科（保険学専攻）    教 授   岩 谷 良 則 
専門委員（課外活動小委員会委員長）    全 学 教 育 推 進 機 構    教 授   坂 東 隆 男 
専門委員                文 学 研 究 科    教 授   平 田 由 美 
 〃              経 済 学 研 究 科    教 授   高 山 正 樹 
 〃              工 学 研 究 科    教 授   長谷川 和 彦 
 〃              キャンパスライフ支援センター    准 教 授   太刀掛 俊 之 
 〃              キャンパスライフ支援センター    准 教 授   近 藤 久美子 
 〃              キャンパスライフ支援センター    助 教   松 原  崇 
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